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序

豊かな自然に恵まれた岩手県には、縄文時代をはじめとする数多くの遺跡や重要な文

化財が残されております。これら先人たちの創造してきた文化避産を保存し、後世に伝

えていくことは県民に課せられた責務であります。

一方では、地域開発に伴う社会資本の充実も重要な施策であります。開発によって遺

跡が消滅することはまことに惜しいことではありますが、その反面、それまで闇に包ま

れていた先人の営みに光明が当たるのも事実であります。

このような埋蔵文化財の保護・保存と開発との調和も今日的課題であり、（鮒岩手県文

化振興事業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育委員会の指導と鯛整のもと

に、開発によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘を行い、記録保存する処世をとっ

てきました。

本番は、釜石市栗林町沢田地区の「主要地方道釜石遠野線緊急地方整備事業」の施行

に伴い、平成ll年度と13年度にかけて発掘調査を実施した沢田2遺跡の調査結果をまと

めたものであります。

遺跡は、縄文時代の集落跡で、縄文時代前期前葉から中葉にかけての竪穴住居跡や土坑

が検出されております。発掘調査例の少ない鵜住居川流域に広がる当遺跡は、釜石市内

はもちろん、岩手県沿岸地域における縄文時代の人々の生活を解明する上で、貴菰な資

料となりうると確信しております。

本書が広く活用され、考古学の研究に寄与するとともに、埋蔵文化財に対する関心と

理解を一届深めることに役立つことを願う次第であります。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書作成にご協力と援助を賜りました釜石市教育

委員会をはじめとする関係機関、屋外・室内作業員など関係各位に衷心より感謝申し上

げます。

平成14年2月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長村上勝治



例 弓一言
ロ

l.本書は、主要地方道釜石遠野線沢田地区緊急地方整備事業にかかる釜石市栗林町第11地割1番地1ほ

かに所在する沢田2遺跡の発掘捌従報告書である。本過跡の器手県過跡台帳番号はMG31-2270で、略

り･はSD2-99･01となっている。

2．発掘調礎は平成11年8月16HからlOjj30日、平成13年8月6Hから11月14日に実施され、室内整理は平

成12年11月1日から3月31日、平成13年lljl l日から3月31側まで行われた。調査面積は平成11年度が

1.442㎡、平成13年庇が2.112㎡である。

3．今lp1の発掘調査による成果の一部は、平成l1年度及び平成13年l虻の岩手県文化振興事梁団埋蔵文化IM･

捌森報告書第340集及び397巣の「岩手県埋蔵文化財発掘調査略報」で公表済みまたは公表するが、本普を

lli式な報告番とする。

4．発掘綱従は平成l1年庇は胤届達人・中IⅡ迪、平成13年庇は.〔0階述人・勉大二郎が担当した。

5．室内整理は鳥居達人・勉大二郎が担当した。

6．執兼編集で、 I調査に至る経過は釜石地方振興局土木部、Ⅳ2近世の過櫛と遺物は亀大二郎が執兼し、

ほかは鳥朏が担当している。

7．航空写典・基準点測iit及び実測・鑑定業務は次の方々に依執した。

航空写真 束邦航空株式会社

坐準点測肚 釜石測品股計株式会社

石闘鑑定 花側岩研究所

石器実測 株式会社アルカ（代表角張淳・）

鉄製品保存処理 器手県立博物館

8．本報;‘『書抑図中に使用した土色表記は、農林省農林水産技術会拙珊務局作成、財団法人日本色彩研究所

色票監修「新版標準土色貼」9版1989年によっている。

9．本報告書の作成にあたり、次の方々に協力。ご指導いただいた。

溝手県教育委員会生涯学習文化課小田野哲憲

窟城鼎敬育災文化財保捜課相川(淳・

釜石市教育委員会社会牧育課II'村公一手塚新太森一欽

釜石市立郷土資料館平、祐彌

逆野市教育委貝会小向裕明艮谷川浩

10.発柵捌査による出土避物及び記齢資料は岩手県立埋蔵文化財センターに保智してある。
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I 調査に至る経緯

沢田2遺跡は「主要地方道釜石遠野線沢田地区緊急地方繋傭I"業」の施行に伴って、その邪業区域内に位

世することから発掘澗在することになったものである。

当事業は、主要地方道釜石遠野線沢田地区において、現況1車線の道路を、歩道付き2車線道路に拡幅改

良する道路改築耶業である。事業者である岩手県釜石地方振興局土木部では、耶業実地に先立ち、岩手県教

育委員会に対し、瓢業区域内における埋蔵文化財の分布調査を依願した。依耕を受けた岩手県教育委貝会で

は、現地踏査により埋蔵文化財の存在を確認し、平成10年9月10日 ･ 10月19日の延べ2日間、埋蔵文化財の

内容把握のため試掘澗交を実施した。試掘の結果、繩文時代に属する多価の二I器片のほか住居跡等の遺柵が

発見されたことから、エリ騎手に先立ち紀録保存をロ的とした発掘凋売が必渓である旨、平成lO年9j114H

付け教文第636号及び平成10年lO月22H付け教文飾765号により釜石地方振興局土木部に通知した。

通知を受けた釜石地方振興局土木部では、岩手県牧育委員会から平成ll年度埋蔵文化財発掘調査にかかる

事業集約の問い合わせに対し、調査を実施してほしい旨の回符をした。

回答を受けた岩手県敬育委貝会は、釜石地方姫興刷に対し、平成ll年度3月2日付け教文第1251号「平成

ll年度埋蔵文化財発掘綱査事業について」によって、平成ll年度に発捌調森を実施する事とし、実際の潤盗

は（財）岩手県文化振興事業団が担当する旨を通知した。

捌査は一部区IIIの住居移転の1m係で平成ll年庇と平成13年度に分けて行われた。

Ⅱ遺跡の立地と環境

1遺跡の位置と地理的環境（第1～2図）

沢田2遺跡のある釜石市は、岩手県の太平洋岸やや南よりに位置し、東は御輔崎・尾崎・死骨崎などの甜

岬が洋上に突きだし、大槌謝・両石湾・釜ｲi湾・店丹澗を形成する。胸嫡には五郎作III (927.2m) ・大峰山

(1147.5m) ・愛染山(1228.5m) ・五葉III (1341.3m)など北上高地が北からI櫛に連なる。

世界屈指の好漁場を沖合に持つ釜石市は古くから漁業が盛んで、また享保12年(1727)に大橋で初めて鉄

鉱石が発見されてから近代製鉄業のメッカとしても発達してきた。しかし粗鋼・鋼材を生産していた釜石製

鉄所は昭和60年に第二商炉が、平成元年には鋪一・尚炉が休止した。現在では陸中海岸国立公剛に含まれる変

化に富んだ海岸線や新鮮な魚貝類、美しい山脇地帯を中心とした観光開発にも力が注がれている。

沢田2遺跡は、その釜石市の中心部から北側の上閉伊郡大槌町との境界に近い釜石市栗林町内にある。 J

R東日本の鞠住居駅からは、西北西に約6.5km離れる。

2地形と地質（第3図）

言方を起伏山地で囲まれている釜石市周辺は河川が多く発達している。蝿住居川・甲子川（大渡川）・片

雌川・熊野川などが北上尚地を水源として東流し、太平洋に入る。それらは藩差が大きく深く山を削って渓

谷となる。これらの河川は海にいたり、小規模な平地を形成する。

第3図上は鞠住居川流域の地形区分同である。縄住居川の河口には低地や砂浜が広がっており、海岸平野

を形成しているのが見て取れる。また中流域には小規模の段丘がある。鞠住居川では沢田2通跡のある栗林
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町や橋野町付近、小鎚川では大槌町戯打直付近に広がるが、連続性に乏しい。これらの段正は砂礫届を紋せ

ており上位ほど形成時期は古い。集落は砂礫段丘下位から谷底平野、氾濫平野に立地する。図中であると大

槌川・小鎚川・刺住居川沿岸がそれにあたるが、海岸部では山琉及び級斜而区域でも集落は存在する。

栗林町周辺の土地利刑状況は、谷底平野部では水田や集落、段丘面では果樹園が多い。

次に地質をみてみる。（第3図下）

この区域の雅盤肘は地質時代で、「古生ｲい拙紀北上lll地北部型古生舸」に当たり、粘板岩や泥埼を主体と

している。海岸部に近い起伏山地に珪岩閲岩打（チャート）がIW北に幾筋にも迎なる特色を持つ。また、同

じ古生層の石灰岩用が海岸部に、輝緑凝灰岩届がレンズ状に南西部に広がる。

火山性岩石では花岡岩質岩石が図中の北西部橋野町付近にある。花尚岩は風化してマサ士化し、崩れやす

い。これらの砂は剃住鵬川によって海に迎ばれ砂砺を形成した。また斑糊岩貿のひん岩が古生肘II!に脈状に

批入している箇所が図中の中央部にみられる。この岩石は硬質である。

以上2つの資料から、沢田2遺跡は自然作〃Iによって作られた段丘面に位慨していることがわかり、鵜住

居川に限らず、同じような段丘而に位股する区域でも繩文の遺跡が存在する可能性を指摘できる。また、沢

脳2過跡で出土する石器や石製品には上記の石間を持った石材が使われており、その意味でも、繩文時代の

人々の生活に密接な関連があると言える。

次に遺跡の分布をみてみよう。

3 周辺の遺跡（第5図①②・表1）

沢田2遺跡の存在する栗林町付近や蝿住居川上流の橋野町付近は追跡数が多い。ただし近代遺跡である橋

野高炉跡・栗林錨服跡を除きすべてが未測査のものである。鋪5図周辺の遺跡①は平成3年庇に釜石市教

育委貝会でまとめた分布調査報告答から、縄文時代の通跡を抜粋したものである (1～19)。

栗林町周辺では縄文時代中期から後期の土器散布地が点在する。その中で16の砂子畑第2遺跡では黒曜石

の石器（掻器）が出土している。道路建股時の客土からの出土ではあるが、近隣には存在しない禰材である

ことから注目される。

鵜住居川上流域になると、縄文時代早期から削期の土器片が出土する辿跡もある。 8 ．9 ･ 10 (10は←の

方IhIに約1m)は蝿住居川から枝分かれする沢桧川の北側に存在し、特に10沢桧大平過跡からは尖底土器や

大型の石愉が出土している。

第5図周辺の遡跡②は比較的発掘例のある大槌満沿岸の繩文時代の遮跡を取り上げた。発捌潤査されて

いるのは35．46．47．49の4遺跡である｡35崎山弁天貝塚は、昭和46年度に大槌町教育委員会と岩手大学で

共同発掘された細文時代早期から晩期までの貝塚である。早期では表裂繩文が施された土器片が出土した。

また前期の大水2a･b式土器や晩期の大ill式土器などが出土し、特にlil期から前期にかけての好溌料が多

い。46夏本遺跡は繩文時代中期末葉の竪穴住居跡が27棟検出されており、大槌湾周辺でもっとも大きな遺跡

である。

大槌湾の南沿岸、釜石市箱崎町周辺には潤従されてはいないが前期の土器片を採集できる過跡が点在する。

特に32の新箱崎大沢通跡は前期から晩川の土器、県北の円筒下刷式の土器などが出土し、地形的にも前述し

た崎山弁天過跡に顛似しており注目される。

その他では、気仙郡住田町（釜石市栗林町から南西に約30km)の繩文時代早期の遺跡である蛇王洞洞窟が

ある。岩手県では出土例が少ない繩文時代早期中業の沈線文土器がlli土しており、沢田2週跡の性格を考え
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る上で重要な遺跡である。

縄文時代についてまとめれば、釜石市を中心とした区域で早期から前期にかけての過跡の報告は少ないと

言える。よって沢Ⅱ12週跡の考古学的資料価仙は大きい。

古代では大槌町の46夏本遺跡で奈良時代の住居跡5棟のほか、製鉄関連の遺櫛も検出され、古代の製鉄関

連遺跡として注目される。剃住居川沿線では古代の遺跡の報告はされていない。

中世では、栗林地区では沢田2週跡を囲むかのように5つの館跡（50～54）がある。ほかに55の横内館跡

など点在するが、特に栗林にまとまることは中世の交通の饗地として亜要な地区であったと考えられる。

駁後に近世から近代にかけて、栗林地区の主産業は鉄加工業で、鍛冶を生業とするものが多く、寛政7年

(1795)には鍛冶屋が数十粁あったという記録がある。慶臓3年(1867)には56の栗林錨座が設けられている。

このように製鉄業を中心に栄えていた棋跡は、沢ﾛ12週跡やその近隣の田畑から鉱沸が多数出土しているこ

とからも伺える。

4遺跡の基本層序（第6図．34図）

避跡は大きく分けると7つの土墹で成り立っている。この区分は全体的な坐本刷であり、調査区域すべて

において同じではない。現況も田や住宅地、果樹園と様々で、それによって堆積している土層も異なる。こ

こでは大きく区分された土屈が、どの区域にどのように広がっているかをみてみたい。

まずは最上位にあるものが表I:･または耕作士(IM)である。この届は水川の広がるIII側で、下位に固

くしまった整地屑(Ib)を持つ。また、県道側には凹地を平凱にするために盛った粘土届（中揮火山灰を

含むIc)がみられる。この粘土は調査区の東側から運ばれたものらしい。

その下にはやや細かい礫を含む無色土がある（Ⅱ刷)。この闇は近代の製鉄関連の遺物を包含する届である。

卿従区南側のHIの下や、卿従区中央部の住宅地の付近に広がる。鉄製品や鉄沸、陶磁器とともに、繩文土器

を包含する。土器は縄文時代前期の土器片のほか少斌であるが中後期のものを含む。

Ⅲ．Ⅳ層は縄文時代前期中葉から後葉にかけての土器を包含する層である。Ⅲ屑はやや礫を多く含む黒褐

色士肘、 Ⅳ肘は砂状の贈褐色二l:肘である。これらの脳は澗査区岐北部の果樹間や中央部の住宅跡にみられ、

南側にも広がりを翅めるが、股南部においては薄く唯樅するのみである。

v層は中揮火山灰らしき灰白色シルトである。このシルトは調査区北側において顕著にみられ、中央部に

おいても一部遺椛内の埋土に確泌された。 I層の中に見える盛土から推測すれば、 IW側捌在区外の東側にも

唯欄しているに述いない。

Ⅵ層は縄文時代前期削紫の過物を包含する黒褐色土が堆稲する。大型の礫が多肚に混入することが多い。

砂礫質の層である。澗在区のほぼ全域に広がる。

北側の遺物包含層下位には、少壯の早期の土器を出土させた前褐色の砂礫屑（Ⅶ肘）が堆棚する。

Ⅷ照は河川氾濫を原因に持つ聯で、この屑は区域によって尚褐色上の砂と礫肘に分かれる。礫脳は調査区

南側にみられ、大型の川原石が、北西から南東に幅約30mの範囲で調盃区を横切る。また、殿南部でも礫層

が確認できた。それらの脇には砂が堆積される。この砂の面に通綱が検出されることが多い。

以上大観してきたが、潤査区北側においては、各肘とも細分できる。特に中揮火山灰を挟んで、上位や下

位において確認できた。この事についてはⅣ1 （3）の過物包含層の項で触れたい。
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第5図周辺の遺跡図①
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周辺の遺跡

釜石市埋蔵文化財分布剖企似肖書

櫓沢Ⅲ遺跡発掘制企拙I飛

揚手県の地名

Ａ
Ｂ
Ｃ

釜石市文化財調企綴侮蒋16"

大槌町文化財凋代WI併蒋9典

II本歴史地私体系3

平成3年3月
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釜石iliffr喬目会

大拠町放汀養貝会

平凡社
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恥 週跡名 樋 別 111 土 遺 物 等 参考文献

1 沢m1 散布地 細文土器片 中期） A

2 沢II12 敗川i地 発棚削在 A

3 芳形 OMi地 側文土閻片 中・後・晩川)晩期の籾製止淵 A

4 古里 散布地 剛文土器片 中期？） A

5 横内 散布地 繩文土蟹片 中期）石器(チャート製） A

6 新太田林 倣布地 判文土審片 中期・後期） A

７ 太、林 敗布地 拠文土跨片 中期） A

8 沢栓 散布地 抑文士野ﾊ。 1脚・中・後・晩期） 八

9 新沢陰 Mhi地 細文土濁片 削・中期） A

0 沢桧大平 散4i地 細文尖底土2 ･繊維土器・大蝿而梢(抑文時代早期） A

1 早栃 散布地 縄文土器片 中・後期)鉱津たたら跡？ A

2 寺地沢 散布地 繩文-t器片 中期？）鉱沸 A

3 寺地 敗布地 縄文二1 勝片 中期)鉱郡たたら跡？ 八

4 上栗林 倣椥地 細文二1 勝片 注・彼期）禰倣(別刷製） A

5 巡々 散祁地 縄文」閣片 中・後期） A

6 砂子畑鋪1 散布地 石勝 照曜疋 ） A

７ 太川 散布地 繩文土器片 後期） A

8 長持 敵布地 靭文土鰐片 中・後期） A

9 外11l 敬布地 蝿文上場Ⅱ。 中朋） A

0 癩浜 敗布地 細文l:蕗Ⅱ． 中・後川？） A

21 斬片岸 敗布地 組文士器片 後・晩期） A

ワワ
曽一 片岸貝塚 貝塚 細文土器片 中期） 壊滅 A

23 鶏住居 倣布地 細文土器片 中期） A

2‘I 恋ノ峠 敗布地 細文l:器Ⅱ． 中・後期 柄瀞（プリント製） A

25 I揃畑 倣布地 川文土鮴片 中・後期 塊嘘 A

26 輔崎棡湘 敗術地 細文土器片 後・晩期 大洞B式注口土鵠など土師爵 A

27 中川蝋 敗4j地 細文土器片 中朗 塊滅 A

湖 新範崎白浜I 散布地 細文土器片 中．島朗 A

29 水海2 散布地 縄文土器片 晩期 壊滅 A

抑 箭輔崎白浜2 散布地 細文土器片 中．&期 A

31 大沢貝堀 H噸、敗4j地 聞文I:野片 8I』期 八

32 新箱崎大沢 敗術地 縄文二I:蹄Ⅲ． 前。I'・後・晩期） 円筒ド増D式土器片 土閣秘 A

33 大仮宿 敗布地 縄文土讐片 燗期 A

鋤 仮宿 敗布地 繩文土野片 後・晩期） B

35 崎山弁天 散布地 繩文土器（早・前・中・晩剛） 舸悪群 附稲46年度到査 B

郷 田中朗 城朗跡 平喝、怖躯 B

37 ~fillll 倣祁地 縄文二I 器鉄樺 B

紺 赤浜、 倣祁地 繩文」器鉄沸 B

赤浜I IMi地 繩文」器 （中期）石器 B

40 三日月 舷布地 縄文土器 B

41 赤浜Ⅱ 散布地 靭文土譽（伽・中期中熊から末策） 石愉 B
、
〃
“

“
■
ぬ
． イエノ沢 散布地 蝿文k器鉄津 羽口 B

43 1.1蘭 倣布地 抑文I:器（後期） B

‘1‘1 小枕 敗柑地 繩文土群 B

45 安渡 敗布地 縄文土藩石麗 B

‘16 夏本 築落跡、生廉遺跡 抑文中朗竪穴住居27棟・弥生竪穴住勝1棟・古代住居5棟・大木8b～10式土欝をど昭和61年度詞査 B

47 沢山 散布地 縄文土器 （中期)石器 'I城6年度潤査 B

‘18 櫓沢 産遺跡 繩文晩IUI 土師淵 刎忠瀞 峡沸 B

49 櫓沢11 生巌遺跡 削文晩101 土師勝 飲沸 羽I 1 どl:坑 平成911Im闘従 B

鋤 鮒 航跡 A

51 三竿節 航跡 A

52 節 館跡 A

詞 明神朗 雌跡 A

別 節ヶ藤 鮒跡 A

弱 仙内航 飢跡 A

託 栗林銀座跡 鯉哩跡 唖塵8年(1"7)am その後if式間炉も某かれたがすぐ塊止 肌術定史跡 C
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Ⅲ調査と整理の方法

1野外調査の方法

(1)グリッドの設定（第7図）

平成ll年庇調査においては、調在区域が北側と南側に離れ、また北側においては狭く急斜面のために大グ

リッドを組めなかった。グリッドに合わせて枕を打つことが鯛炎に支I噺を米すと考えたからである。そこで

X系に職り、調査範囲を網羅するような点を探り、グリッドを設定する事にした。

まずは蕪準点を2点設置した。座標値・標高は以下の通りである。

鵬地点1 X=-71.720.Mm Y=85.916.Mm 標高50.671m

雅準点2 X=-71,520.0"m Y=85,885."Om 標高52=gllm

2つの恭準点を元に、北側調査区をA区・南側調査区をB区とし、北隅からそれぞれ40mごとに、 AI ･

AⅡ .AⅢ、BI.BⅡ。BⅢとした。そして中グリッド内を4mごとに10分剛し、北隅から西側にa～j，

南側に1～lOとした。よってB区北東隅のグリッドの呼名はBIalとなる。

平成l3年皮調査では、調査区域が平坦でやや広く、見通しもよいことから、大グリッドを設定した。平成

皿ｲ脚虻調在区を囲むように、南北を50mずつI～Ⅶの7つに分け、東西をA・Bの2つに分けた。その中グ

リッドを5mずつの小グリッドに分け、北繭隅から南に1から10，束にaからjに分けた。北西隅のグリッ

ドはIAla、南東隅のグリッドはⅦBIOjと呼称することとした。

平成13年度の基準点の成果値は次の通I)である。

蕪地点l X=-71,630.MOm Y=85.880.Mm 標高51.067m

錐地点2 X=-71,530."Om Y=85.880.OOOm 標高51.988m

､i4成ll年庇と13年度では小グリッドの区画帆や呼び方がそれぞれ異なり、その取り扱いについては、 2整

理の方法で項を設けて述べたい。

（2）粗掘りと輔査

まずは士舸と遺物の有無の確泌のために、トレンチを入れた。その際、土器の出土状況を知るために、な

るべくグリッドをはずさないように、（トレンチ位置が明確に把握できるように）心がけた。それに伴い無遺

物刑が確認きれた区域では敢機による粗掘り、急斜而や狭い区域では手作繋による検出を行った。

検川は、鋤縦で上liiを丁寧に剥ぎ、検出iniからは移植ベラや阿刃がまを仙って行ったが、遺物包含肘の北

側では、亜機を使用できなかったためにスコップ等使用している。

輔炎は、坐本的には竪穴住居跡は4分法、土坑等は2分法による覆土の観察を行ったが、広がりを持つ大

潮住肘跡や爪被l則係にある過櫛舗は、適宜ベルトを股定した。土届断mi及び､I41hiを写典搬影と実測で記録し

ながら測従した。

巡物の取り上げについては、遺栂内では出土屑位を明記し、住居跡出土のものは、できるだけ平面図に職

せるよう心がけた。遺櫛外出土のものは、グリッド単位で届位を記入したが、グリッド位悩が明確でないも

のはその区域名（大グリッドのみ）となっているものもある。

（3）遺構の記録

遺柵併号は、遺構種別毎の検出順に迎貯としている。遺櫛の呼称は、平成ll年庇においては、竪穴住居跡

がRA、土坑がRDを、柱穴状土坑がPPを略り･として使川した。、ド成13年庇は、竪穴住居跡・土坑ともに
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検出順に1号・ 2号と命名した。輪姦の課程で欠番になったものは、本文に明記している。

それぞれの断面図の作成は、避榔の上面に水平の水糸を張り、蕪点を設定して行った。また、平面図では

ﾙ本的に、地表面に直角座標系の軸線に合わせて雅線とする測ﾅ砒法によって実測したが、広範囲な遺櫛に関

しては併せて、平板測量を行った。縮尺については20分の1を原則にしたが、範囲に応じて対応した。

写莫では、精査の段階において撮影をおこなった。使ったカメラは35mモノクロ、35mカラーリバーサル、

6×7cm版モノクロの3器である。また、平成ll年庇調査終了時に空II!が典搬影を行った。

2整理の方法

（1）グリッドの変更

､14成11年度と13年度におけるグリッドの相述は、本報告書においてはすべて、平成13年度のものに合わせ

ている。ただし、平成1l年度の実測原図や土器出土地点はそのままにしており、不掲戟遺物においては旧グ

リッド名を参照していただきたい。

（2）過柵名の変更

平成13年度では1号竪穴住居跡、 1号土坑などと命名して輔査を行っているが、平成11年度の略号に変更

して報併している。平成13年庇1号住届跡はRAO6から、 3号土坑はRDl3から、それぞれ連番となるが、

近世の過柵である平成13年庇28号住居跡や1 ･ 2 ･31～598･土坑は、そのまま遺柵名として報告している。

また、輔査の課程あるいは整理段階において欠番になったものは本文に示している。

表2に各遺櫛ごとの名称の変更を記した。

（3）遺櫛図面

避柵1回1mは点検・修正の後､必嬰に応じて鋪2脱1頁lを作成した。抑図巾の縮尺は50分の1を鵬本にしている

が､任意の縮尺についてはスケールを付してある。なお､使用したスクリーン・トーンは凡例の通りである。

土層注記は基本層位にローマ数字を、過柵の埋上にはアラビア数字を用いた。

（4）過物の処理

出土した土器・石器などの遺物は、水洗い後に出土状況に合わせて仕分けをし、接合彼元の作業を実施し

た。時間の制限から、土器片の記名は極力厳選し、掲栽土器のみとし、不掲戦の土器には記名していない。

そして写真搬影を行い、実測図・拓影図を作成し、トレースして褐職した。

過物掲職に当たって、選択の無期は各項I]で説明している。

（5）遺物図版

遺櫛内出土過物は遺櫛順に、遺櫛外出土過物は種類別に掲載した。挿図中の縮尺は、 3分の1を基本とし

ているが、任意の縮尺についてはスケールを付している。

が典lgl版のみの掲載となっている過物は、表中に明記しており、また実測図の炎現方法と計測値の推定な

どの表示方法は、凡例の通りである。

（6）写真図版

過柵写真は、各適柵の平面・断miを中心に、堅穴住居跡は地床炉や過物出土状況も合わせて掲叔した。

過物写真は、立体土器は5分の1 ，土器破片は5分の2、荷器、陶磁器や鉄器は2分の1を基本としてい

るが、任意の縮尺については、個々に明記している。
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表2遺桐名称変更

－14－

(I播跡 土坑 土坑 土坑

IⅡ名 RA 惚考 旧潴 RD 伽拶 旧鵜 RD 側毎. 1II" RD 傭考

1 1 25 34 61 欠僻

2 2 26 35 62 欠番

3 3 抹洲 27 36 63 欠番

4 4 28 37 64 欠番

5 5 抹柵 29 38 65 欠番

RD" 6 6 30 39 “ 欠番

1 7 7 31 近'吐代 67 欠番

2 RAO7同 8 32 近1肚代 鴎 欠番

3 包含咽 9 RD" 33 n11t代 69 欠併

4 8 1O 34 丘世代 70 40

ｰ

ひ 9 11 抹消 35 丘＃ 71 41

6 10 12 抹il'1 36 丘11t代 72 42

7 1l 1 近11t代 37 丘肚代 73 43

8 抹消 2 近世代 38 丘llt代 74 44

9 抹消 3 3 39 近ilt代 RA20P12 45

0 12 4 4 40 掘立柱述物 RA"-ド 46

1 RA"ini 5 5 41 掘立性述物 RAO7下 47

2 13 6 6 42 捌倣柱述物 RAO7下 48

3 14 7 7 43 掘立柱述物 RAO7-ド 49

4 5 8 8 44 掘立柱巡物 RAO7下 50

5 6 9 9 45 捌立柱述物

6 7 0 20 46 州立桃巡物

7 8 1 抹消 47 掘立柱述物

8 9 2 21 48 捌立柱述物

9 20 3 22 49 捌立帷処物

20 21 4 23 50 掘立柱述物

21 22 5 24 51 細江柱巡物

22 抹消 6 25 52 掘立柱迩物

23 23 7 26 53 掘伽t述物

24 24 8 27 54 掘立柱迅物

25 25 9 28 55 掘立柱述物

26 26 20 29 56 掘敬柱述物

27 抹消 21 30 57 近枇代

28 抹澗 22 31 58 近it代

29 27 23 32 59 近It代

24 33 60 近世代



Ⅳ検出された遺構と遺物

澗査の概要（第8図・表2）

発掘捌森は平成11年と平成13年の2ヶ年にかけて行われた。その調従面柵は例汀に記しているが、平成13

年庇の綱査面積の方が広く、検出遺柵も多い。

平成l1年度調査では、繩文時代前期前蕊の竪穴住居跡5棟、同時IWIと巻えられる土坑6基と縄文時代早川

中紫から前期後葉までの土器を出土させる包含届が検出された。 1器の1I1土趾は、遡物包含府を中心に大コ

ンテナ12箱、石器大コンテナl箱である。土器は縄文早期沈線文土器から前期大木6式土器までが出土し、

そのうち大木3～5式土器を主体とする。

平成13年度では、縄文時代前期初頭から前期中葉にかけての竪穴住";跡が22棟、’1時期と考えれる土坑が

41蕪のほか、平成11年度に検出した通物包含閥に続く遺柵が確遡きれている。縄文I:器は大コンテナ16箱、

石器は大コンテナ2箱が出土した。そのほかに近世の鍛冶関連の遺栂も検出され、それに伴う遺物として釘

を中心とした鉄製品や鍛冶津、陶磁器片が出土している。

2庇の発掘澗査の結果、沢Ⅲ2避跡は繩文時代前期初頭からII喋にかけての巣滞跡であり、かつ近世の鍛

冶を中心とした集落跡であることが確認された。以下に各遺柳を見ていく。記戦に当たっては、 1で縄文時

代の通榔と遺物、 2で近世の遺椴と遺物について説明し、各時代ごとのまとめを小結としている。

平成11年庇調在において、欠瀞や変更になっているものは以ドの通りである。

欠稀RDO3 RDO5 RDll RDI2 変更RD"→RAO6

平成13年度調査において、欠番となっているものは8 ．9 ･22･27･28号竪穴住居跡と11･57～69号土坑

である。また、平成13年度検出の過柵については( )内に旧名を付している。

1縄文時代の遺柵と避物

（1）竪穴住居跡

繩文時代の竪穴住居跡は2年|Ⅲの澗從で27棟検出している。竪穴住居として測定できる定義（条件）はい

くつか考えられるが、細文時代前期111紫から中莱という時代背殿から、地床炉（焼土遡榔）がないものや、

柱穴が判別できないもの（いわゆる竪穴状過槻）を含めている。

検出された27棟の内訳は、繩文時代初剛から前葉にかけてのものと中業のものとに大別できる。時期不明

のもの（土器出土状況が不明確、床Iniの棚I)すぎなどが原因）でも、蝋土状況などから推定して本文中には

明記している。平成13年検出の3号緊穴住朏跡は、鞘査の結果、遺物包含胸となI)、除外している。

本文は、遺櫛検出順に述べているが、通櫛図版は検出されたグリッド内にある同期の遺椛をまとめるため

に、必ずしも順播とはなっていない。

RAO1竪穴住居跡第9図．35図写真図版3 ．37

捌森区南側グリッドVA8 iに位、する。検出面は略褐色士屑であるが、狐褐色土の面で確認できた。東

側半分は捌従区外にある。

'I4ini形・規模は梢円形を呈し、艮軸は5m56cm，短軸は3m50cm～4m前後と推測される。主軸方位はほ

ぼ南一北である。

蝿土は20～30cm大の礫を多く含む。上位はIMくしまった黒褐色シルトで、近代以降の整地跡と思われる。
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砿は、比較的残りのよい北側で、簸大30cmを計るが、平均して20cm前後である。

床は礫に覆われ、貼り床などの施設も確泌できず、炉跡（焼土）も検出できなかった。

柱穴状の小土坑が15雑検出された。規模は表に記したが、そのうち盤際を廻るものが砿柱穴、 P14が主柱

穴となる可能性が高い

出土過物は少なく、土器は躍滅が激しい。 4点を掲載した。すべての器械が深鉢で胎土中に繊維を含む。

ループ文や羽状繩文が観察できる。

時期は、過物出土状況などから繩文時代前川前紫に属すと考えられる。

RAO2竪穴住居跡第9図･35図．68図写真図版4 ･36．58

鋼森区南側グリッドVA7hに位I趾する。検出面は暗褐色土届であるが、照褐色i:の面を仙亜に下げ、床

而と思われる面から壁を追いかけて確泌した。

平面形・規模は隅丸の略長方形を呈し、長軸4m26cm，短軸3mO8Cmを甘l･る。主軸方位は北-30．－西で

ある。

肌土は､上位は間くしまった)M褐色土で、下位に昭褐色士刷が自然jl"i状に唯棚する《)

検出された壁高は北側で12～15cm、1fj側で25～35cm前後である。北側ではなだらかに立ち上がり、南側で

はほぼ垂直に立ち上がる。東側砿は礫であるが、地111の礫か意図的に積まれたものなのか、調査区外にのび

ることから判断できない。

炉跡（焼土）はない。

床面には大小の柱穴状土坑が確遡できる。北から西、そして南側にかけての壁際には径3～5cm､深さ

5cm程度の小穴が巡る。また、南雌から東壁にかけては､径12cm前後の小土坑がややIHI隔を同じくして検出さ

れた。

遺物は少ないが、そのうち比較的判別できる縄文土器6点、石器1点を褐職した。繊維の混入はRAOlと

比べて少ない。 5は前期初頭の土器片で流れ込みであろう。網目状撚り糸文を地文とするもの（6）や沈線

が施文されている土器(10) も出土している。石器は576のみの川!:である。

時lUlは、過物出土状況から繩文時代前期lii紫に属すると考えている。また埋土状況を合わせて考えると、

RAOlよりも新しい遺櫛と思われる。

RAO3竪穴住居跡第10図.35図．68図写真図版5．36．58

潤森区南グリッドVA7g･hに位慨する。平成ll年度の調査で過柵の南半分を検出した遺柵であI)、平

成13年度では北側半分の検出に努めたが、近代の鍛冶場跡等の施設によって失われたか、あるいは水田の整

地の際に失われたかで確泌できなかった。よって平成ll年度の南半分のみの紺告となる。検出面は褐色士墹

であるが、蝿褐色土層のⅢiで確腿できた。lli束でRAO2と隣接する。

平、形・規模は隅丸の略長方形を果すと推測され、短軸は4m～4mlOcmを訓.る。主軸方位は北-15°一

束である。

肌士は上位に間くしまった肌褐色土、＄|，位にI府褐色士、下位に砂賀の枇褐色|:を持つ。礫は少ない。

壁はほとんど残らずlOcm程度である。

床は固くしまり、床面に柱穴状の小士坑が16韮検出された。そのうちP1は大剛の曝を伴う。各々の規模

は表の通りであるが、 P2 ･ 3 ．7･9．12･ 15に規則性があるように思われる。
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出土過物は少なく、状態のよい縄文土器6点を掲叔した。繊維が多く混入する羽状縄文の土器と、繊維の

混入が認められない（微少）な撚糸文士器が出土している。石器では無茎の石錐（577）が出土した。

時側lは過物出土状況から繩文時代前期前葉に属するであろう。また、埋土状況からRAO2より古く、 RA

Olと同時期かやや新しい遺栂と考えられる。

RAO4竪穴住居跡第11図．35図写真図版6 ．36

測従区鹸IW部グリッドⅥB6aに位側する。検出状況はⅡ墹照褐色土而で検出することが必要（照褐色土

を除くと遡櫛を失う可能性があると判断）と考え、トレンチを入れ悩並に棚り進めながら土層の観察を行っ

た。結果、暗褐色土の小さな立ち上がりを確認し、床而に近い胴まで掘り下げてから壁を追いかけた。よっ

て一・部トレンチに切られる。また、東側の一部は綱在区外に広がる。

平im形・規模は隅丸の略長方形を呈し、確遡された挺軸は6m90cm～7m、短軸は3m50cmで、調査区外

に延びる短軸を推定すれば6m前後であろう。主軸方位は北-15。一西である。

埋土は上位が固くしまった黒褐色土、中位が暗褐色土で下位に枇褐色土の砂質シルトが堆積する。

壁高は北側で12～13cm，西から南側で15cm前後。北側はなだらかに立ち_上がり、南側はほぼ垂直気味にな

る。

炉跡（焼土）は確認できない。床面中央には礫が配されている。また壁際には径5cm、深さ2～5cmの小

穴が巡る。

3蕪の土坑を床而に検出した。これらは住居跡とのlⅡわりが不明であるために別に取り上げるが、 RD

07･08は住居跡の柱穴の可能性もある。またRDO9は当週柵を切る前期前葉の竪穴住居跡と変更した。

遡物は少なく状況のよい繩文土器3点を褐戦した。貝殻文に特色を持つ早期中葉の土器片と、不明である

が11i期前莱以前の土器と考えているものが出土した。

時期は遺物の出土状況から、縄文時代早期中莱から前期初剛に腿するであろう。

RAO5竪穴住居跡第10図｡35図写真図版7 ．36

澗査区南部グリッドVA7･ 8hに位世する。検出の状況はRAO4竪穴住居跡と同じで掘り下げてから壁

を追いかける方法を採った。その結果、壁の立ち上がりと柱穴状の小土坑を検出したことから竪穴住居と登

録した。西側で潤査区外に延びる。

平面形・規模は北側と南側で壁が損失していることと、西側が撹乱を受けていることから不明であるが、

東側砿の状況から長軸は6m前後と予想される。ただし磯の形状から2つ住居が亜複している可能性もある。

埋土は上位が固くしまった黒褐色土で、中位から下位にかけて蹄褐色土が堆積する。

検出された壁高は東壁の北側で12cm，南側で15cm前後である。

炉跡（焼土）は確泌できない。

壁際に径5cm，深さ2～5Cmほどの小穴が11蕊巡る。また床而には14雅の柱穴状の小土坑が検出された。

規模は表の通りであるがP1 ・ P5がやや深い。

出土過物は少ない。20は表喪縄文の可能性が商い繊維を拠入させる土器片。23は大木2b式と考えれるも

のである。

時期は、過物出土状況から縄文時代前期前葉に属するが、 RAO3と時代差については判別できない。

-19-



Ｕ 唖

｡
○ ！

＞ : ↓

‐
“

－
3
句

轡
1
←

雪
B
＆

■
一

弓
“

＞

再 診 一 部 ン 。 雷

こ ぎ 毒 吋 、 一

声 ） く 壼 蓉 蟷

こ ぐ 一 一 錘 、 一

一 こ く 毒 蓉 、 《

一 色 電 毒 蟷 、 、 鐘

烹 巨
一 一 竜 毒 い 、 範

一 色 く ま 《 、 争

聖 注
多

吟
一

§
、

造

ズ ロ ］ つ
、

霊
毒

鑿
壼

片
露

骨
[霊

I章
信

藍
‘

･
域

､
．

.
．
．

．
・

・

訴
聿

季
華

雲

寒
廓

廓
季

雫
録

舜
舜

蒔
録

録
毎

F
F
F
F
F
F
F

F
へ

貯
片

F
F
F

州
奪

ヘ
ハ

跨
跨

時
＝

…
F
〔

一
二

二
s

録
跨

幟
鈩

砂
学

『
が

蝉
＝

今
今

一 簿 S 彗 悠

Ｆ Ⅱ 即 一 ・ 。 』 一 轡 冨 一

－
出

草画
（

ベ
ー

＞
、
‘

X
l

心
毎

〕

Ｆ Ⅱ ｍ 一 。 つ い 唾 一 ヨ

冠 争
Ｆ Ⅱ ⑳ 一 己 い い 【 弓

劃
韓 国 反 胃 《 輯

ｊ
一

q
画 面 Ｕ 同

“

拙 さ 国 刀 シ ８ ． ８ 照 刃 群 、 尋

１ 吋 。 Ｉ

A
旧 一 《Ｉ

顕

日 日 月 日 目 目 目

： 日 日 目 目 目 目 日 日 目 目 目 目 目 目

§ 圓 目 目 且 日

一 《 諄 〔 季

（ や 一

’
一 国

詞 二 一 ｍ ○ ・ つ

一 声 三 毒 睡 こ 窒 信 時 季 群 舞 Ｆ Ｆ 蝿 一 ） 録 ←

’ 一 口
:
@
｡

二
℃

唾
司

争
尊

'
一

宙
皓

－
Ｆ Ⅱ 切 一 。 釦 鐘 錘 ヨ ー

･
聖 渓 奄

毒 ン 邑 轡

一 色 電 宛

一 己 電 堯

一 邑 電 秦

一 二 電 声

一 一 匡 澪

一 つ く 元

宝 岑 。 毒

一 今 亘 声

一 ＠ 重 詞

一 争 竜 毒

ン ． 操 ら ● ご

準 函 蕊 軍 陣 汁 幹 詳 録 Ｆ Ｆ 州 』 ） 齢 行

唾 庖 窪 軍 備 一 眼 鶉 諌 毎 Ｆ 伊 幡 豆 録 Ｆ

曙 画 三 塞 信 時 雲 詳 録 一 Ｆ 勝 ご 夢 与

隼 唖 垂 重 鱈 一 鈑 雲 簿 舜 Ｆ 重 く Ｆ 幟 が

曜 虐 窪 室 薩 壹 幹 穿 毎 Ｆ 寺 令 行 幡 一 ） 与 一 ）

曙 ・ 一 塁 軍 医 片 幹 詳 録 Ｆ Ｆ 蹄 全 夢 一 ）

響 垂 罰 軍 信 片 露 醇 録 Ｆ Ｆ 盤 与 録 Ｆ （ 兵 毎 Ｆ 〈 再 毒 ご

建 唖 濯 塞 信 一 邸 雲 詳 録 ← Ｆ 畔 一 ） 衿 〈 毎 Ｆ

望 《 塁 重 信 汁 幹 詳 録 Ｆ Ｆ 酷 与 的 〈 録 与

建 一 窪 固 汁 群 詐 齢 Ｆ Ｆ 路 与 獣 与

胃
。

一 》 』 ］
◎

‐

V
日

勺 』 唾
１ １ 一 己

つ い
⑤

、
~
角

△
④ （ ④ ⑥

豊
。

唖 『 目



RAO4

0 ⑤ ① ② ④

ヲ孝：
O@

'。
:： ｡
QU

O：

棚｡
0･

-:；
DO

Dt

M⑥
0！
01

11

1: C
Oq

別＠

M｡
鼠、

蕊

/S
、

轍
＠回⑪④

｡

: 皇皇と全皇竺昌：
｡

1国

計B≠IfA"Aトー L=50.667m
RA01
10YR
lOYR

IOYH
IOYR

lOYR
lOYR

Ｂ
２
１
３
４
３
聾

八
“
“
シ
“
”
〃

川棚色:1: 性なしLまりなし

雛ﾋﾋ柵
雛臘鮒
灰岡IMQ:1:粘性なししきりなし

１
咽
“
３
４
５
６

乞呈=＝茎
4

苧耽”
HAOl
lOYR

IOWI
】OYR
10Wt

】OYII
10YR

】OYR

ｐ
２
３
副
２
４
３
３

。
“
〃
〃
〃
〃
〃
“

Ⅲ旧色土粘性なししまりなし
Ⅲ脚色61： なし し史Ijなし

騰上職繩；儀洲ガ鮭；
”雛＃
鰯

しぷい側脚色土 粘性なし

(1' )Lまりあり１
２
３
４
５
６
７ しまりなし

、RAO6

あり L座りなし
し座りなし
し宝りなし
し室りなし
し室りなし

あり しまりなし
しまりなし砂質
しまりなし砂貿

A

一

0 2m

－－

第11図 RA04･06竪穴住居跡

－21－



ず
い

、、I＞
シー／~二三Tﾕｰｰｰｰ一二1

言｡u1009.09='T0
』
４

t

､梨ー

“幌｡｡
、／
P

Ｆ
Ⅱ
ｕ
ｃ
ｏ
③
。
（
）
画
】 ○

〆

ｔ
Ｔ
も
可
６
１
、
一

一

一
～．

P

③
IIIA9(1

○
Ｐq

暇
》
〆
Ｐ

、

ロ

◇二P
約P

ぴ
づ‐

つ
。

Ｐ
＆ 津

1号･炉

L=50.2001n

E 1 1 F

。△
P ｡

感電
叩
昌’

１
１
１
１
１
１

2．号炉
L=50.200m

Gﾄー －1 H､
、

、

、

1

1

， 一
』~､～ｰ恥

』

m

－－L

、

、

～
~

、‐～
国 』

、~～～一 RAO7地味が 彫EC･Ii

IOYR58 轍側色砂凧質ｼﾙ糊雑人
5YR ,18 亦榔色娩士

0 2m

毛一一一 凍念＆
しまり

１
号
⑪
』句

閤<しまる
閥<しまる
やや瞬くしまる
し虞りなし

なし礎移<含む

RAO7A｡B‘C･D
IOYR22 肌褐色シルト
IOYR3.2 胤褐色シルト

職$:｜縦綴＃ﾙト

Ｑ
■
Ｂ
ワ
』
ｎ
Ｊ
９
叩

第12図RAO7竪穴住居跡

－22－



RAO6竪穴住居跡(RDO9から登録変更） 第11図写真図版7

調査区南側グリッドⅥB6bに位厩する。検出面はRDO7と同じRAO4の床面である。当初RA"の付属

施設か大測の土坑と判断し、 RD"と笠録した。しかし、規模や柱穴状の小穴が存在することから竪穴住居

跡に変更した。位悩はRAO4の推定される東壁の南隅に位世し、遺櫛の半分は調査区外に延びると推定する。

平面形・規模は不整な桁円形を呈すと考えられ、開口部径は長軸3m54cm、底部径は3m40cmで、短軸は

不明である。深さは般大で30cmを飾る。断面形は皿状で壁はなだらかに立ち上がる。

埋土は、鼎褐色土を主体とする。中位に15cm大の礫を含む。

床面中央部に礫が配悩されているかのように存在するが詳細は不明である。

壁の上部に径3～5cm、深さ5cmほどの小穴が7韮ほど検出された。

出土過物はない。

時期は、特定できないがRAO4kl)新しい通柵で縄文時代前期に属する可能性が高い。

RAO7竪穴住居跡(平成13年度1 ．2号住居跡)第12図｡36～40図．68図写真図版8．9．37･38．58．59

鯛森区中央部グリッドⅢA7･8c･dに位慨する。検出面はⅦ用で、大型の礫（川脈石）が散乱する区

域である。検出状況は表土(IM)を剥いだ後、大型の礫の混入するプランを得て、当初は2つの住居跡が

重複すると考え1 ･ 2号桃勝と豊録したが、梢在の結果2つの地床炉を備える住居跡とした。ただし、 2つ

の住肘跡のIII複という考えも拾てきれずに、その推定線を破線で図巾に入れている。

I制西側に2mほど離れた位1mに、主軸方位が同じRA13がある。

平面形は南東側の隅丸の略提方形を呈し、北側がややくびれる。

規模は艇軸9m～9m20cm，短軸は南関側で4m20cm、北東側で5mlOcmを計る。主軸方位はほぼ北西か

ら南東に延びる。

埋土は間くしまる黒褐色シルト中心で、大型の礫（亜円礫）を多く含む。この咽は基本届序のⅢ胴にあた

るものと考える。礫の下位から土器片が多最にIH上することから人為的堆積と考えられる。

検出された砿高は北西側でlOCm前後、もっとも残存度のある北側壁で12cm前後から殿大23cmを計る。南東

側は破壊され不明。北西盤や北蠅はややjK直に立ち上がるが、ほかはなだらかであり、特にくぴれ部分で顕

著で、立ち上がりがないに等しい。

地床炉は2鵬検出した。1号炉は南西寄りに2号炉は北西寄りに位置する。規模は1号炉が90×80cm，2

号炉が“×"cm前後で、焼成の深さは、どちらもlOcm前後である。レベルは2号焼土面がやや低い。

床面は、やや小型の礫を含む暗褐色シルトで潤われる。大型の礫が露出している箇所が多く見られ、 2号

炉側の床面がやや低い以外は、多少うねI)はあるものの平坦である。

柱穴や壁柱穴、周獅なと'の施設は碓泌できなかった。しかし、周囲（壁面）には40～60cmlll後の土坑が5

基、提軸1mを訓･るRD31があり、｜側辿するかもしれない。

出土遺物は多く、全体で大コンテナ2箱分の出土量となる。北側の撹乱を受けている区域を除き、土器に

は繊維の混入は認められない。完形に近い土器も多く出土している。大型の礫の下から出土することが多い。

概観すると1本沈線を主体とする土器（24～27)、または半裁竹櫛による沈線文を施す土器片（28～30)は

少ないが、波状やハート形などの粘土紐（細い）を貼り付ける（30～36）やや外反する土器が多い。この粘

＋紐貼付に太いものは少ない。その中で沈線を描く30と粘土貼付の35は同一個体の可能性がある。床面には

多くの粗製土器がIIIEI:しているが、’二I樗部を箆状工具で刺突したり、指頭肥痕を施したりして、小波状や前
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後に波打たせる口縁を持つものが多数を占める。中には竹管を刺突しているものもある。

地文は単節の斜繩文のほかに、網目状撚糸文のものや綾繰文のものがある。底部には木紫換などの施文は

見られない。

石器は578の石錐のほか579の石匙、581などのスクレーパー、585の暦石、586などの石製品がIHI:している。

時期は、縄文時代前期中葉に属する。土器片の出土状況や埋土状況から、後述するRAO9よりもやや新し

い時期に属すると考えている。

RAO8竪穴住居跡（平成13年度4号住居跡） 第14図・41図･68図写真図版10．39･59

調査区中央区グリッドⅢA2 ･ 3dに位置する。検出面はⅦ届黄褐色砂礫面である。

南東側でRAllと隣接し、西側にはRA12がある。また、北側砿上miには小型の土坑RD22～26が並ぶ。

そして北西壁の上位に集石遺椛が立ち上がる、当週柵との関迎については定かではない。

平面形は不整な楕円形を呈し、規模は長軸3ml6cm、短軸2m80cmを計る。主軸方位はほぼ北西から南東

に延びる。

埋土は、砂質の鼎褐色シルトを主体とする。

壁は全体的になだらかに立ち上がる。壁高は5cm～股大12cmである。

地床炉等は確認できず、また近隣に焼土遺櫛もない。

床而はやや固くしまる程度であるが平姐である。床而隅や砿のk部に徒5cm，深さ5～l0Cmほどの小穴が

12基、床面から壁際にかけて径18cm～30cm前後の柱穴状土坑が検出された。

遺物は、土器片と石器1点のみの出土で繊維の混入するものが大多数をしめる。73．74は前川初砿の上川

名Ⅱ式に比定される土器、75～77は大木I式と考えられるものである。588のスクレーパーは削器で材質は頁

岩である。

時期は、出土遺物や埋土状況から、繩文時代前期初頭から前葉に侭すると考えられる。

RAO9竪穴住居跡（平成13年度5．11号住居跡）第13図･41～43図・68図写真図版11 ･39．40．59

調壷区中央部グリッドⅢA4 ･ 5dに位慨する。検出面はⅦ胴であるが、Ⅳ刷賠褐色上粉壷中でプランを

得て、Ⅶ層面で確定した形となる。

検出状況は表土(IW)を剥いだ後、黒褐色土のプランを得て、 5号住居跡として枡売をIIM飴した。また、

北西側の土器を出土させる蹄褐色上の広がりを別の過柵(11り･化勝）とした。輔登の給果、 5号住居跡の照

褐色土は近代の鉄製品を含む肘（Ⅱ届）であることが判明するとともに、Ⅱ屑下にll号住居と|!1じ暗褐色土

の広がりを確認したため、同一遺柵と判断した。

遺栂の東側隅が調査区外に延び、西側で撹乱を受ける。近隣では南側でRD38と隣接し、I櫛西にlOm離れ

たところにRAO7がある。また、 RAO7と当遺柵のllllには双方が亜襖している土坑が3雑並ぶ。

平面形は、楕円形を呈すと推測されるが、詳細は不明。

規模は長軸6～7mを計ると推測される。短軸は4m～4m50cm･主軸方位は西から東に延びるが、やや

北西方向に傾く。

埋土は、東側全体に、基本府序Ⅳ届となる暗褐色シルトが糧う°ただし西側や南東側では撹乱を受けてお

り、暗褐色土の堆積は薄いか、あるいは確認できない、

壁高は北側砿で股大12cmを計るほかは、すべて5～8cm前後。西雌やIW随は不lﾘ1．形態はやや嫡点筑味に
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立ち上がる様子が見て取れる。

地床炉は1基検出した。やや西よりの床面中央部に位樋する。規模は74×54cm，焼成の深さは、 5cm～妓

大10cmを計り、固くしまる。地床炉上にある礫は焼成を受けていない。また、i櫛一北断miに碓腿された焼土

遺柵は、屋外炉とも考えられる。

床面は、西側でやや下がる傾向にある。この区域は床而下に、土坑を確誕しており、精査の段階でやや掘

りすぎている観があるが、それをふまえても若干低くなっていると考えている。

柱穴は押図中のPl*P2は、床面ではわからなかったが、床而ドの土坑輔在中に検出したものである。こ

れらの柱穴は、人為的に土坑を埋めた際に柱穴を作り上げたのではないかと推測している。（土層断面から判

断した）この2基を含め、径40～60cmほどの柱穴状土坑を5難、鮭際を巡る径lOCmほどの小穴を13基検出し

た。 Pl ．2 ･ 4 ･ 5 ･ 9が主柱穴として機能した可能性もある。

多くの遺物が出土しているが、南側の撹乱の土器片が入り込んでいる可能性もある。概観すると土器では

器種はすべて深鉢と考えられ、胎土にやや繊維が混入している？土器も若干数ある。羽状縄文や木目状・網

目状撚糸文、綾繰文が地文となるもの（78～85）が多く、中にはS字状辿鎖沈文のある土器片（86）も出土

している。また一本沈線を主体とする土器（92～95）があるのはRAO7と変わらないが、細いものが少なく

太い粘土紐を貼り付けている土器（98～101)が多いところが相逸点である。突起においてはS字状（波状）

のもの以外にボタン状のものがあるが、ドーナツ状などの大柄なものは出土していない。

石器は、他の住居跡と比較すれば出土肢は多い。591などの禰鮭はすべて無楽のもの、石匙は5点、スクレ

ーパーは、 5点を褐戦しているが、削器を合わせると20点ほどの出土となった。床而には噌石や敵石などの

礫石器も多く出土し、それらは小型のものが多数を占める。

時期は、埋土状況や遺物出土状況などから、縄文時代前期中葉で、前述したRAO7よりも古い時期に属す

ると考えている。

RA10竪穴住居跡（平成13年度6号住居跡）第14図．69図写真図版10．60

調在区中央区グリッドⅢA4dに位世する。検出而はⅦ届甜褐色土砂miである。

北西側でRAllと隣接する。過櫛の南側で撹乱を受け、半分は調査区外に延びる。

平面形は不整な楕円形を呈すと考えられる。規模は長軸4m前後、短軸3m50cm前後と推定される。

埋土は、砂質の黒褐色シルトを主体とするが、下位に暗褐色土が堆硫する。この屑はⅣ届であるかどうか

は判断できない。

壁はほとんど削平され、残らない。最大壁高は5cm足らずである。

地床炉等は確認できず、また近隣に焼土遺椛もない。

床面に柱穴状土坑が1蕪検出された。

出土土器は、調査員の不手際で過栂外として取り上げてしまったために褐戦しないが、ⅢA4cグリッド

検出面出土338は当遺櫛に関連する土器の可能性が高い。石器は石匙(610)が出土している。

時期は、出土遺物や埋土状況から繩文時代前期初頭から前葉に属すると考えられる。

RA11竪穴住居跡（平成13年度7号住居跡）第14図写真図版12

調査区中央区グリッドⅢA3dに位慨する。検出面はⅦ層黄褐色砂礫面である。

北西側でRAO8と、南側でRAIOと隣接し、過柵の半分は調在区外に延びる。

－27－



私巡（カクラン）

ク

RAl2 ,''
グ

グ
ヴ

ノ
『

『

▲
捌
在
Ⅸ
外L=50.800mA『－ －－－1B P13

◎
'

Ｐ ５

鹿
◎
が
。

彫
。

輿
副
◎
←

Ｐ
３ 6 A

7
RAl2

10YR
lOYR

lOYR
10YR
lOYR

lOYR

旧
１
３
２
２
４
３

ん
シ
ッ
シ
ッ
シ
“

P80

p%P，，P

M1色シルト しま0)ややあI）
肌網色砂質シルト しまりべ'やあり
肌褐色砂偏貿シルト しまりあり
照褐色砂畷質シルト 3より固くしまる
暗褐色砂貫シルト しまりなし
鈍い尚褐色砂 しまりなし

１
２
３
４
５
６

(木机念む）
(11明？）
上川燗Ⅱ式i燭包含

口
(Ⅵ咽？）

RAl2

。
◎Pll

P12《ド mAld
0 2m
－

RD37

RAl5

@P6

⑥BZ----。

〃
掴
偲
、
’
八
、
、

１
１

弓
ｆ

Ｊ
Ｊ
ｆ

〃
〃
ｆ
０
１
１
０
Ｏ

Ａ

Ｐ
、
而
皿

剛
蝿
畑
旧
偶
（
今
‐

4

闘
企
区
外◎

Pl

｜

I

10

。

Pll

d'2
RD30

2m0

ー一一榿一＝

第15図 RA12．15竪穴住居跡

－28－



平面形は不整な楕円形を呈すと考えられる。規模は長軸4m前後、短軸3m50cm前後と推定きれる。主軸

方位がほぼ北西から南東に延びるのは、 RAO8と似る。

埋土は、砂質の黒褐色シルトを主体とする。

壁は全体的になだらかに立ち上がる。壁高は5cm～鹸大10cmである。

地床炉等は確認できず、また近隣に焼土遺構もない。

床面はやや固くしまる程度であるが平坦である。床而隅や壁の上部に径5～15cm、深さ5～10cmほどの小

穴が10韮、床面から径30cm前後の柱穴状土坑が2蕪検出された。

出土遺物は、 RA10同様に、調査員の不手際で遺榊外として取り上げてしまったために掲載しないが、Ⅲ

A4cグリッド周辺では繊維の混入した土器片(303･313．327･331)が出土している。

時期は、出土遺物や埋土状況から、縄文時代前期初頭から前菜に属すると考えられる。

RA12竪穴住居跡（平成13年度10号住居跡）第15図･43図．44図写真図版12．40

調査区中央区グリッドⅡAlOd～ⅢAldに位置する。検出面はⅦ届礫而である。検出状況は、大木の根

の除去中に土器片を包含する土届が確潔され、住居跡と推定して登録後、検出した経緯があり、全体的に木

根や鞘査による破壊を受けている。

東側半分は調査区外に延び、北側はかく乱を受ける。また、南側の壁一部がRD37に切られる。

平面形は隅丸の長方形を呈すと推定する。規模は長軸5m～5m30cmを#l･り、短軸は不明である°主軸方

位はほぼ北西から南東に延びると考えられる。

埋土は、上位に砂質の黒褐色シルト、下位に礫質の黒褐色土を載せる。一部に中諏火山灰らしき灰白色の

シルトを確認した。

壁は全体的になだらかにあがる。唯一残る西壁で股大15cmを31･る°

焼土遺構は確認されない。

床面は礫に糧われる。床面に柱穴状の土坑13基を検出したが、どれも浅く木痕による自然のくぼみの可能

性も考えられる。

出土遺物は9号袋2つ分の土器片が得られた。そのうち11点を掲載した。108･109の上川名Ⅱ式土器以外

は前期前葉から中葉期の土器で繊維はほとんど確認できない。撚糸文や太い粘土紐を貼り付ける土器(117)、

またS字状突起の出土は前述したRA12の出土状況に似る。

時期は、出土遺物から前期前菜から中葉に属し、 RA12とI刺時期と考えられる。

RA13竪穴住居跡（平成13年度12号住居跡) PPO1～18第16図写真図版13

綱在区中央区グリッドⅢA3cに位侭する。検出面は表土(I層）直下のⅦ屑黄褐色土砂而である。

検出状況は、パイプ跡や大木などの撹乱を受け、表土直下ということもあり、検出しにくい区域であった

が、丁寧に根を除去した結果、 2つの土坑を検出した(RD17．18)。この2つの土坑の埋土精査と平面形を

たどるうちに、周櫛らしき過柵を検出したことから竪穴住居跡と登録して周辺の粉査にあたっている。よっ

て検出したのは周櫛の一部と北側の雛のみである。

平面形は隅丸の長方形を呈すと推測される。規模は長軸5m前後、短軸3m～3m50cm前後か。主軸方位

はほぼ北西から南東に延びる可能性が高い。この方位はRAllと似る。

埋二I:は、砂質の黒褐色シルトを主体とするが、暗褐色系の土屑も見られる。
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壁は、唯一残る北側壁高が10cmを計り、ほぼ垂直に立ち上がる。

地床炉等は確認できず、また近隣に焼土遺構もない。

床面は木痕の撹乱や、 RD17．18を完棚したことから全体については不明であるが、北側半分を見た限り

では、平坦である。西壁際と東壁一部には、殿大幅20cm、深さlOCmほどの周瀧が巡る。床而と思われる範囲

内には径lO～20cmの小穴7基(Pl～7)が、周囲には径15cm～40cmの柱穴状土坑が17基(PP1～17)検

出された。これらのことから拡張された建て替えか、上面にもう1棟あった重複かもしれない。

出土遺物は擬録していない。しかし床面で検出された土坑出土の土器片のうち223は、当過柵に属するもの

と考えられる。

時期は、縄文時代前期前葉から中葉に属すると考えられる。

RA14竪穴住居跡（平成13年度13号住居跡）第17図･44図写真図版13･41

調査区中央区グリッドⅢA8･9c ・ dに位置する。検出面はⅦ層で、 RAO7と同様の検出状況である。

当初、土器は出土するが撹乱が激しく、礫も大きいことから竪穴住居とは判定しにくかった。しかし、土器

の出土が同一の時代に限定されること、北側に盤の立ち上がりが確泌できることから竪穴住居跡と腿

定している。

北東側でRAO7と隣接する。遺柵全体において撹乱が激しい。

平面形・規模及び主軸方位は不明であるが、 RAO7とI司梯の過柵であると推定する。

埋土は、礫質の黒褐色シルトの単屑である。大型の礫を多杜に含む。

壁は北東壁においては、ほぼ垂直に立ち上がる。最大壁高は10cm足らずである。

地床炉等は確認できず、また近隣に焼土遺柵もない。

床而はRAO7よりも礫の露出が激しい。柱穴及びその他の施投は確測していない。

出土遺物は中コンテナで1つ分の土器片を得た。ただし西側半分が撹乱されており、当遺櫛の出土遺物で

はない。しかし圧倒的に前期中葉期に属するものが多い｡ 119は表裏に縄文を施しているが繊維の混入が認め

られず、断面も整形されているかのようで、土製品と思われる。一本沈線を主体とする土器(121)や半裁竹

管による沈線を主体とする土器(123)、太い粘土紐と細い粘土紐を貼り付ける土器(124)などが出土している｡

粗製土器では綾繰り文の体部を持つ土器が目立つ。

時期は、出土遺物からRAO7と同じ縄文時代前期中葉に属すると考えられる。

RA15竪穴住居跡（平成13年度14号住居跡）第15図写真図版14

調査区中央区グリッドⅢA6 ･ 7dに位置する。検出面はⅦ層黄褐色砂礫面である。

北側でRAO9と隣接し、南西側にはRAO7がある。また、遺柵内にはRD21･28．30がある。検出状況は、

上記の土坑完掘後に、だめ押しを行った結果、一・定範囲内に柱穴状の土坑が確認され、土坑の周囲から住居

跡が検出される例が多いことから、住居跡と認定登録した。

平面形・規模は不慾な楕円形を呈し、長軸4～5m、短軸3m50cmと推測される。主軸方位はほぼ北西か

ら南東に延びるであろう。

埋土・壁ともに不明である。地床炉等は確認できず、また近隣に焼土遺柵もない。

床面は、土坑完掘のために定かではない。遺構の決め手となった柱穴状土坑は12基検出されたが、径は8

~27cmと棟々である。深さは堀大で32cmを計る。
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土坑との関連は判別しがたいが、 3基の土坑の埋土状況や、 RD30の埋土上位から半完形の土器が出土し

ていることから、 RAO9と同様に土坑を埋めた後に作られた住居跡ではないかと推測する。

出土過物はない。ただし上記の半完形の土器（234）は当住居跡に関わるものと推定する。

時期は、縄文時代前期前菜から中葉に属すると考えられる。

RA16竪穴住居跡（平成1 3年度15号住居跡）第18図･45図．69図写真図版14･41･60

鋼査区中央区グリッドⅣA8fで検出した。検出面はⅡ墹下である。北側にRA18がある。比蚊的多くの

土器片が出土し、焼土遺櫛も検出した。しかし過栂の範囲はつかめず、礫を取り除いて壁状の小さな立ち上

がりを認める範囲を住居跡と推定した。東側半分は調交区外に延びる。

平面形・規模は梢円形もしくは隅丸の長方形を呈し、短軸は3m50cmlil後と推定する。焚軸は不明。

埋土は、大型の礫の混入する照褐色土主体で、基本闇のⅥ層に当たる可能性が商い。

本来あったであろう壁は検出できなかった。

床面と考えられる中央部とやや西側に礫を多く含む焼土遡櫛3韮を検出している。地床炉であろうか。

床而は本来、大型礫の上部の照褐色土而であった可能性があるが、近'仕届Ⅱ咽によって枇乱を受けている。

出土遺物は、Ⅱ層下位からの土器を含めているが、繊維の混入する土器片がほとんどである。上川名Ⅱ式

に比定される土器(131 ･ 132)や大木1式と考えられるもの(133～135)ほかが出土している。また、石器

もⅡ層下から出土した可能性があるが、石匙4点が出土した。

時期は、Ⅱ屑による撹乱を受けていることから判然としないが、前期前紫に幌する過栂と捉えている。

RA17竪穴住居跡（平成1 3年度16号住居跡）第18図．45図写真図版15･41

潤壷区南区グリッドVAl f ･gで検出した。検出面はⅡ墹下である。釘や鉄沸の出土するⅡ燗を上から

徐々に下げたところ、比較的大きな土器片の出土する範囲を検出し、住居跡と笠録した。避櫛の一部は東側

に延びる。

平面形・規模は柿円形もしくは隅丸の長方形を呈し、畏軸は5m前後と推測する。知軸は不明だが4mM

後と考える。主軸方位はほぼ北西から南東に延びることが考えられる。

埋土は、基本層のⅥ層に当たる可能性のある黒褐色シルトの単層で、下位には褐色礫質シルトがあるが、

この層が本来の床而と考えている。

壁は北側断面に20cmほどの級やかな立ち上がりを確遡できる程庇で、ほかの壁高は5cmほどである。

地床炉等はない。

床は、遺櫛中央部に大型の礫が散在するために確認できなかった。

出土遺物は､繊維の混入の認められない撚糸文土器が出土しており、142はS字状巡鎖沈文の土器片である。

また、 l43は押し引き文を施す土器でやや繊維が混入しているかのようである。

時期は、遺物の出土状況から前期前葉から中葉に属すると考えており、遺栂の規模や土器からRAl2に近

い時期観が与えられる。

RA18竪穴住居跡（平成13年度17号住居跡）第18図写真図版15

調査区中央区グリッドⅣA7fで検出された。検出面はⅡ届下で地山面に近い。南側にRAl6がある。東

側半分が調交区外に延びる。検出状況はⅡ届を取り除いたときに、南一北断面に壁状の立ち_上がりを砿秘し
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たことから小型の住居跡と認定し登録した。よって過柳の西側や南側は推定線となっている。

平面形・規模は、楕円形もしくは方形と推測され、北壁から南砿推定線までは2m60cmを計る。

埋土は、Ⅵ層と考えられる砂礫質の黒褐色土主体で、南側に尚褐色の砂礫が慨う°

壁は唯一検出された北側壁でlOCmを針り、なだらかに立ち上がる。

地床炉等はない。

床面は砂礫で畷われる。 RA16･17に見られる大型の礫はない。

出土過物はない。しかし、近隣からは繊維を混入させる土器片(311など）が出こしている。

時期は、埋土や周辺の土器出土状況から前期初頭から前葉に属すると推測する。

RA19竪穴住居跡（平成1 3年度18号住居跡）第19図･45図．69図写真図版15．42．60

調査区中央区グリッドⅣA6fに位侭する。検出面はⅦ聯黄褐色二'二砂Ⅲiである。検IH状況は、グリッド周

辺で土器を多く出土させていたが、礫が多く検出は困難を極めた。そこで礫を取り除いて調査を継続した結

果、検出されたものである。北側にRA22･26がある。西側半分が閥従区外に延びる。

平面形・規模は隅丸の腿方形を呈し、規模は長軸3m，短軸2m50cm程庇と推測される。主軸方位はほぼ

西から東に延びるが、やや北よりに傾く。

埋土は、大型の礫が多く混入する黒褐色シルトで、悲本層序のⅥにあたると推測する。南一北断面の4と

5の境に焼土が検出された。当週柵は2つの住居跡が砿複している可能性がある。この2つの刑のうち4肘

が比較的土器片の出土は多いが、若干Ⅱ層の通物（釘や鉄沸など）が入り込むことから、この焼土を持つ過

椴が縄文時代とは言い切れない。以下は5層を埋土とする過綱の説明とする。

壁は北側において、ほぼ垂直に20cm立ち上がることが確遡できた。ほかの壁はなだらかである。

地床炉等は確認できず、また近隣に焼土遺柵もない。

床面は礫に職われるが、大型の礫の露出は少ない。床面隅や壁際に2進の柱穴状土坑が検出された。どち

らも浅い。

出土遺物は袋1つ分の土器を僻た。そのうち7点掲較している。144を除きすべて繊維を含むものである。

145･146は上川名Ⅱ式に比定される二'二器、147～150は大木l式と考えられる土器片であるが、150は2b式に

属する可能性もある。石器は614.615の石錐、616～618の3点の石匙、頂部に敲き痕のある礫(619)が出土

している。

時期は、出土過物や埋土状況から、繩文時代削期初頭からlil葉に閥すると考えられる。埋土に焼土を側え

る上面の遺柵は縄文時代前則中葉から近世にかけての遺柵で輪は広くなるが、近世の鍛冶炉に関巡する過柵

の可能性が高いと見ている。

RA20竪穴住居跡（平成13年度19号住居跡）第20図．46図．69･70図写真図版16．42．60

調査区中央区グリッドⅣA2･ 3dに位慨する。検出面はⅦ咽黄褐色土砂面である。

北東側でRA26と隣接し、床面下にはRA27がある。そして南壁の上位に集石土坑(RD45)があるが、

当遺柵よりやや古い遺柵として位慨づけている。

平面形は隅丸の略長方形を呈し、規模は長軸4m64cm、短軸3m92cmを計る。主軸方位はほぼ北西から南

東に延びる。

埋土は、礫を含む砂賀の照褐色砂質シルトを主体とし、下位（床面上部）にII!抑火山灰を含む略褐色シル
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卜を紋せる。部分的に柱穴状土坑の断面が観察できるが、近世以降の遺柵である可能性が高い。

髄は北側と東側がやや垂直気味に、西壁と南壁がなだらかに立ち上がる特色を持つ。壁高は北側で12～

22cm、東側が6cm前後、西側比高は13～15cmを計り、南鞭は良き50cmのみ確遡され、 3cmほどの高低差でし

かない。

地床炉l蕪を検出した。床面中央部のやや西よりに位置する。焼成の規模は46×36cmで、深さは最大で

6cm、ややしまる。大きさlO～15cmの礫が周囲に配されているかのようにあるが、焼成を受けていない。

床而はやや固くしまる程度であるが平坦である。南西隅や北側に大刑の磯が露出する。周櫛は検出できな

かった。

床面や盤沿いに合計19韮の柱穴状小士坑を検出した。径は20～30cmである。徒や深さにやや規則性のある

P10･13･ 15･18が主桃穴（樅上位）になるであろうか。そうするとP3 ･ 6 ･ 17\16も側巡してくると考

えれる。

出土過物は、 RAO7･09についで多い。土器は繊維を含むものがほとんどで、早期に属する土器片もある。

151. 152は早期中紫の貝殻文を施す土器、 153～155は表裏繩文を施す土器であるが繊維が拠入しない。155の

断面剛察からすべて円雛形土製品の可能性もある。またこの表嬰繩文士器は、当週柵南側に位慨する築石土

坑(RD45)の埋土上位からも出土するが、その流れ込みの可能性もある。156は上川名Ⅱ式に比定される土

器で、】57～164まではループ文や羽状縄文に代表される大木1式の土器と考えられる。l65は大木2a式か？

石器は620～622の石識、623～625の石匙のほかスクレーパーが川tしている。スクレーパーに関しては掲載

は4点のみであるが、実際の出土量は多く、他の住居跡にみられない特色といえる。多くの剥片石器を出土

させる割に、礫石器の出土がないことも指摘できる。

時則は、出土土器片のうち、早期II'葉の土器片を流れ込みと判断し、出土in物や埋土状況から縄文時代早

期末莱から前期初頭に属すると考えられる。

RA21竪穴住居跡（平成1 3年度20号住居跡）第21図．46図写真図版17．42

澗礎区中央区グリッドⅣA6c･dに位催する。検出面はⅦ刑礫而である。

西側半分が鯛在区外に延びるが、県道が縦走しており、破壊されている可能性が高い。

平而形・規模は隅丸の長方形を呈し、規模は長軸5m前後と推測される。短軸は不明。主軸方位はほぼ北

から南に延びる。

埋土は、礫を多く含む照褐色シルトを主体とし、雅本届Ⅵ肘に当たるのではないかと考えている。

蛾は、削平され検出できなかったが、南一北断面では南側でやや垂直気味に立ち上がることが見える。

地床炉等は確遡できず、また近隣に焼土遺櫛もない。

床Ⅲiは．ドげすぎているが、大型の礫の露出が甚だしい。過柵の遡定の根拠となった周櫛が、北・東壁際で

検出された。また5埜の柱穴状小土坑が検出されたが、詳細は不明である。

出土遺物は、繊維を含む土器片と含まないものと約半分ずつの出土で、大型の破片には繊維を含まないよ

うである。しかし出土状況は、埋土上舸に批乱届Ⅱ層が厚く堆禰することから、時期の特定をする決定打と

はなりえない。

時則は、上記の理由から、縄文時代前期初頭から中葉ににかけての遺柵と考えている。
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RA22竪穴住居跡（平成13年度21号住居跡）第22図．46図･70図写真図版18．42．60

劉充区南側グリッドVA4hに位慨する。検出面はⅦ刷黄渦色砂而である｡

南東側にl可時代と考えているRA23があり、西側には一巡の近世焼土遺櫛が広がる。東側の一部が調従区

外に延びる。

平而形・規模は不慾な円形を呈し、径3mlOcm～3m20cmをil･ると推測される。

埋土は、砂質の黒褐色シルトを主体とする。

砿は全体的になだらかにあがる。北側で壁筒20cmを計る。

地床炉轆は硫認できず、床面は固くしまるが、ややお椀形にII'央部が沈む。床而隅や壁の上部に径5cm、

深さ5～lOcmほどの小穴が多数検出されているが、IWlim内には径lOCm以上のものを組み入れた。

避物は、 9号袋2つ分の土器片と石器1点を得た。繊維を捉入させる土器が多い。l74～176は上川名Ⅱ式

に比定される土器、177～l79は大木1式に比定される土器である。

時期は、出土遡物や遺柵の規模などから、繩文時代前期初噸からli$葉に閥すると奪えられる。

RA23竪穴住居跡（平成13年度23号住居跡）第21図．46図写真図版19.43

渦在区中央区グリッドⅣA3 ･ 4fに位置する。検出面はⅦ屑礫屑而である。

北側にRD40･41．45があり、土坑を挟む形でRAl8がある。東側半分が調査区外に広がる。

平面形・規模は隅丸の長方形を呈し、長軸4m50cmをi汁る°短軸は不Wlであるが3m～3m50cmを計る。

主軸方位はほぼ北西から南東に延び、長軸線はRA18とほぼ1画'一・となる。

肌土は、礫の混入する照褐色シルトを主体とし、雌本墹Ⅵに当たると考えている。

雌は全体的にWﾘ平され（掘りすぎを含めて)、定かではないが、南一北断而から、盤商は5cm程庇の立ち上

がりが観察できる。

地床炉等は確泌できず、また近隣に焼土遺構もない。

床面は礫にⅧわれる。床面北東隅に柱穴状士坑が1基検川された。

遺物は、 12号袋半分の土器片が出土している。繊維を含む土器片が多い。180は上川名Ⅱ式に比定される土

器、 181～185は大木1式に比定される土器である。186は大木2b式の土器と考えている。

時則は、川士遺物や塊士状況から、縄文時代前期初頭～前業に属すると考えられる。

RA24竪穴住居跡（平成13年度24号住居跡）第22図．47図．70図写真図版18．43･60

潤壷区南側グリッドVA5hに位園する。検出miはⅦ用甜倒色砂礫Ihiである。

南東側に同時代と考えているRA21、南側にRAO2がある。東側の．･部が捌在区外に延びる。

平面形・規模は不整な円形を呈し、径2m"cm前後を針ると推測される。

埋土は、砂賀の黒褐色シルトを主体とする。

砿は全体的になだらかに立ち上がる。南側で砿商15cmをNI．る。

地床炉辮は確泌できず、床面は固くしまる。床ili隅や砿の上部に径5cm，深さ5～lOCmほどの小穴が多数

検出されているが、図面内には径10cm以上のものを組み入れた。

出土過物は少なく、187～189の斜縄文は大木】式と巷えている。打器では631の石匙が出土した。

時期は、川土通物や蝿士状況また過柵の形状から、繩文時代前期初肌から前業に堀すると考えられる。
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RA25竪穴住居跡（平成1 3年度25号住居跡）第23図･47図写真図版19．43

澗壷区中央区グリッドⅣA4･ 5d･eに位|趾する。検出面はⅦ咽礫屑而である。

平面形は不整な梢円形を呈し、規模は挺軸4m92cm，短軸3m94cmを計る。主軸方位はほぼ北西から南東

に延びる。

埋土は、礫を含む照褐色シルトを主体とする。下位に略細色シルトが戦るが、中揮火lll灰は確誕できなか

った。

壁は、ほとんど削平されている。南・西壁に長さ5cmほど残る壁は、なだらかに立ち上がる。

地床炉等は確認できない。ただ東確から1m程離れたところに薄い焼土を検出している。（断面図参照）

床面は藻に溜われる。床面隅や壁の上部に4鵬の柱穴状|:坑を検出した。

遺物は、 9号袋半分の出土土器を得た。そのうち4点を褐戦した。l"は表喪細文を施す土器片で、このグ

リッドからは遺櫛外でも比較的多く表裏縄文を州土させる特色がある。191は大木1か2式土器、192は早期

末葉の土器と考えれる。

時期は、出土遺物状況が暖味で時代は不明であるが、早期末莱～前期初頭に閥する可能性が高い。

RA26竪穴住居跡（平成13年度26号住居跡）第19図･47図．70図写真図版20．43．60

潤従区中央区グリッドⅣA5eに位脳する。検川面はⅦ墹礫墹而である。東側でRA22と隣接し、南東に

3m離れてRAl7がある。

平面形は隅丸の長方形を呈し、規模は南側が削平されており、推定で長軸3m50cm前後を計る。短軸2m

40cm・主軸方位はほぼ西から東に延びるが、やや北側に傾く。

埋土は、礫を含む黙褐色シルトを主体とする。Ⅵ用であるかどうかは判断できない。

壁は、ほとんど削平されている。残る盤商は5cm程庇であり、形状は判別できない。

地床炉等は確認できない。 床面は礫に職われる。床Ⅲi隅や噸の|郡に4艦の柱穴状土坑を検出した。

lll士過物は少ない。繊維の混入する羽状縄文土器(194)や繊維の拠入しない土器が混在する。石器では

632の石匙のみの出土である。

時期は、出土避物状況や埋土状況が暖味で判別しがたく、ト11期初頭から中葉に属する可能性が高い。

RA27竪穴住居跡（平成1 3年度29号住居跡）第23図写真図版20

調査区中央区グリッドⅣA2･ 3eに位慨し、 RA18の床而下からの検出である。

北側でRA26と隣接する。またlliにはRD45があり、 RAl8よりは当週柵の方が関連性が向いと考えら

れる。

平面形は柿円形を呈し、規模は艮軸4m62cm、短軸3m50cmをMI･る。主軸方位はほぼ西から束に延

びる。

埋土は、褐色砂のほぼ単刷である。

砿は全体的になだらかに立ち上がる。盤商は3～5cm足らずである。

地床炉等は確認できず、また近隣に焼土遺柵もない。

床面は礫刺に掴われ、巨岩が館出する。北側雌隙に柵30～40Cm，深さ最大14cmの壁榔状の榔跡を検州した。

また、柱穴状の小土坑が6墾硴狸できるが、 RA18にIMわるもののIIJ能性もある。
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出土過物はない。

時期は、埋土状況から、 RA18より古い繩文時代早期の遺栂と考えられる。

（2）土坑

2年間の調査で検出された縄文時代の土坑は45基である。その中には通物が出土していないものも含まれ

るが、埋土状況などから判断した。また、大きさや機能における分類はしていないが、その特色については

各遺柵で考察している。

本文では検出順に述べている。しかし、図版では必ずしも検出順となっておらず、区域ごとの土坑を

-･括して戦せている。それは、土坑の特色を明示するためであり、特に住居跡の周辺ごとにまとめるこ

とを心がけた。

RDO1土坑第24図．47図写真図版21．43

脚森区南側グリッドⅥA2hに位侭する。検出面は褐色土刷面である。西側を県適に切られる。

平面形・規模は不整な典円形を呈し、開口部径は1m80cm、底部裾は1m30cmである。深さは北壁商

27.6cm、南壁高6q8cmで、断面形は逆台形状である。

埋土は、しまりのない黒褐色シルト（Ⅵ層？）のほぼ単屑で、中位と下位に30cm大の川原石を含む。下位

の礫は人為的にI趾かれた槻がある。

遺物は、埋土の照褐色シルト中から繊維が多く混入する羽状縄文土器が2点出土している。

時期は、埋土等の状況から縄文時代前期前葉に属する可能性が高い。

RDO2土坑第24図写真図距21

調査区南側グリッドⅥAl iに位置する。検出面は暗褐色土層面である。南にRDOlがある。

平面形・規模は不雛な桁円形を呈し、開口部径は1m84cm×1m54cm，底部篠は50～60cmである。深さは

南西鞭向55.6cmが峨大である。断mi形は逆三角形状である。

埋土は、しまりのない照褐色シルトを主体とするが、下位で砂質の繭褐色上が入り込む。

出土過物はない。

時期は、皿土等の状況から繩文時代前期前菜に属する可能性が商い。

RDO4土坑第24図写真図駈21

澗査区南側グリッドⅥB4aで検出された。検出面は褐色土用面である。

141m形．規模は、不離な桁円形を呈し、開口部径は2m94cm× lm74cm、底部径は2mO4cm×1m54cmで

ある。深さは姫深部で“､8cInを計り、断面形は逆台形状である。

埋土は、しまりのある黒褐色シルトがレンズ状に入る自然堆稿で、埋土下位に砂質シルトを含む。

出土遡物はない。

時期は、蝿土雰の状況からRDOlと同時期の、前期前菜に属する可能性が高い。

RDO6土坑第24図写真図版21

卿査区1W側グリッドVA9 iに位世する。検H価は褐色土墹而である。東側の・部が卿査区外に延びる。
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平面形・規模は不整な梢円形を呈し、開口部径はlm58cm×1m前後、底部径は1m36cm×98cmである。

深さは北側で最大52cm、西側壁高で28～32cmを計り、断面形は皿状である。

埋土は、黒褐色土を上位に、下位に暗褐色土を持つ。一部炭化物や焼土を含む届があり、その層には20cm

大の礫を含む。RDOlと同様に、底部の礫は人為的に置かれたか上位にあったものが落ちた観がある。

出土遺物はない。

時期は、埋土等の状況から、RDO1と同時期の、前期1iI蕊に属する可能性が高い。

RDO7土坑第25図写真図版22

澗交区南側グリッドⅥB6aに位置する。検出面は褐色土閣miで、 RAO4の床而でもある。 RAO4の西砿か

ら2m50cm､推定の東壁から、約1mの位腫にある。

平面形・規模は典円形を呈し、開口部径は1m20cm、底部径は58cm、深さは東壁高43.5cmである。断面形

はビーカー状を呈す。

埋土は、鼎褐色土を上位に、下位に暗褐色土を持つ。上位の照褐色土中央部に30cm大の礫を含む。その礫

と南壁上部にある礫は自然状態にはみられず、なんらかの意図があって配i趾された可能性がある。

出土遺物はない。

時期は、特定できないがRA"との関わりがあると考えられる。しかしその根拠はなく、ここでは縄文時

代前期の遺柵としておく。

RDO8土坑第25図写真図版22

澗在区南側グリッドⅥB6aに位侭する。検出而はRDO7とl剛じRAO4の床而である。 RAO4の西壁から

約lm，III壁から2m40cmの位随にあり、 RDO7の南西に位股する。

平面形・規模は不整な楕円形を呈し、開口部径は1m24cm×lm、底部径は30cm前後、深さは股大で30cm

を叶る。断面形は皿状を呈す。

埋土は、砂質の陪掲色土を主体とする。上位にRDO71剛梯の30cm大の礫を含む。

出土遺物はない。

時期は、特定できないがRAO4との関わりがあると考えられる。しかしその根拠はなく、ここでは縄文時

代前期の過柵としておく。

RD10土坑第25図･47図写真図版22･43

捌在区南側グリッドVA7hに位置する。検出面は褐色土燗而である。RAO3の南壁から約1m離れる。

また、 RAO5の壁際を巡る小穴内にあり、当遺櫛が住居跡に伴うとも考えられるが、定かでない。

平面形・規模は不整な真円形を呈し、開口部径は1m08Cm～1m20cmで、礫が配置される中段の底部

径は98cm～1m、妓底部は40cm前後である。深さは50cm前後を計る。

断而形は、配石部まではⅢ状、その下位はビーカー状を呈す。

埋ﾆﾋは、隙のド部は照褐色土が糧う人為的堆棚である。礫は40cm大の磯を．の字型に配置し、その中に包

むように10～20Cm大の礫を設置している。

床而上では200の深鉢が、埋土の黒褐色土中から201の深鉢が出土している。そのうち200の土器片はサイド

を雛形しているかのように切れ口が平らで、 RAO3出土の土器片と接合している。意図的に2"の土器片を破
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壊し埋め、その上に201を埋めていると推定する。

時期は、出土土器から、 RAO3と同時期の縄文時代前期前葉に属する。

RD13土坑（平成13年度3号土坑）第25図．47図写真図版23･43

調査区中央区グリッドⅢA7bに位置する。検出面はⅦ墹礫面である。

平而形・規模は櫛形を呈し、櫛幅は上場最大1m20cm，下場股火62rmを計る。深さは最大で30cmo断面形

は皿形である。

埋土は、礫を含む黒褐色シルトの単層で、一部に中揮火山灰らしき灰白色のシルトを確認した。

遡物は、上川名Ⅱ式に比定される土器の体部(202)が出土している。

時期は、埋土報の状況から繩文時代前期前葉に属する可能性が商い。このような櫛状土坑が周囲にあり

(実測していない）住居跡の一部である可能性も考えられる。

RD14土坑（平成13年度4号土坑）第26図･47図写真図版23．43．60

捌査区中央区グリッドⅢA3 ．4c･dに跨って位世する。検出而はⅦ屑黄褐色砂面である。北に2m離

れてRA12がある。

平面形・規模は不整な桁円形を呈し、開口部径は2mO2m×1m34cm、底部径は1m60cm×lmlOcmであ

る。深さは北壁高24.7cm、西壁高20.6cmで、ほかはlOCm程皮。断mi形はlll形である。

埋土は、照褐色シルトを主体とし、雲母を含む。

出土遺物は、少量の土器片と633の石製品が出土した。上川名Ⅱ式土器の体部である203を除き、繊維を含

まない204～206は判別できない。

時jUlは、皿土等の状況から細文時代前期前葉から中蕊に属すると考えられる。

RD15土坑（平成13年度5号土坑）第26図．47図写真図版23･44

捌礎区III央区グリッドmA6cに位慨する。検出面はⅦ刷礫面である。南側でRD16と隣接し、東側には

約1m離れてRD21 ･28が、北には2m離れてRAO9がある。

平面形・規模は不整な円形を呈し、開口部径は1m36cm、底部径は1mである。深さは北壁高411I､m、東

壁高523cmで、 RD15に接続する南側は28cmと浅い。断面形は逆台形状である。

埋土は、礫の汎入する照櫛色シルトを主体し、略褐色土の粘土がやや入I)込む。

遺物は、12号袋約半分の土器片が出土した。すべてに繊維を拠入させる。そのうち状態のよい4点を掲載

した。207.208は上川名Ⅱ式に比定される土器、ほかは大木1式と考えられる。

時期は、土器出土状況や埋土状況から繩文時代前期初馴から111業に堀する可能性が高い。

RD16土坑（平成13年度6号土坑）第27図．70図写真図版23．60

澗在区中央区グリッドⅢA6cに位世する。RD15上坑（平成13年度5号土坑）の南で検出した。

平面形・規棋は不雛な梢円形を呈し、IM口部径は88×50cm，底部征は80×42rmである。深さはRD14と接

する北催商8cm、南壁商33.6cmで、断面形はビーカー形である。

埋土は、実測図はないがRD15の埋土上位と同じであることを確認している。

出土遺物は無裟の石餓1点（634）のみである｡
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埋土等の状況からRDl5と同時期の遺構と考えられる。

RD17土坑（平成13年度7号土坑） 第27図．48図･70図写真図版24･44･60．61

潤在区中央グリッドⅢA3cに位世する。検出面はⅦ屑枇褐色砂面である。上位にRA13があったと推測

する。北慨にRD18が隣接する。

平曲形・規模は不鱗な桁円形を呈し、開口部径はlm46cm×98cm，底部径はlm28cmx64cmである。

深さは南鞭商54.8cm， RD18寄りの北壁間27.8cmで、断面形は南一北はビーカー状形、西一束は逆台形

状となる。

埋土は、礫を含む略褐色シルトの単肘で一部炭化物が混入する、人為的堆棚と考えられる。

底部には礫(11i角礫）が確腿できるが、人為的かどうかは判別しない。

遺物は、95.袋2つ分の土器片と石器5点を得た。211と212以外は繊維の拠入については微妙なものが多

い。214は大木2b式、216と217は大木3式土器と捉えている。215\218は前述したRAO9に出土する土器に

多い緋色を持つ。石器では石嫉2点（635.636）のほかに大型の尖弧器が出土している（637.638)。また、

肌土から出土した砿ｲi器（639）は、 RAl3に関わる遺物の可能性もある。

時期は、埋土等の状況から縄文時代前期前葉から中葉に属する可能性が高い。

RD18土坑（平成13年度8号土坑） 第27図．48図写真図版24．44

潤査区中央IXグリッドⅢA3cに位置する。 RD17の北側で検出した。

平面形・規模は隅丸の長方形を呈し、長軸は2m30cm、短軸はlm68cmを計る。深さは西壁高が競大で

43.4cm、ほかは20～25cmをnl･る。断面形は皿形で、壁はやや外傾して立ち上がる。

埋土は、下位に褐色のシルトを職せる。人為的堆禰の可能性が商い。

その形状から小潮の住居跡の可能性も指摘できるが、判然としない。

遺物は、埋土の褐色シルト中から出土した土器のうち5点を掲栽した。埋土の下位からは繊維の混入する

｣器片（220）上位からは繊維の混入しない土器が出土する。223の土器片はMI!二l:中位(RAl3の床面同レベ

ル）に出土したもので、 RAl3にI則わる遺物と考えられる。

時期は、埋土錨の状況から繩文時代前期前葉に属する可能性が高い。

RD19土坑（平成13年度9号土坑）第27図写真図版24

潤査区中央区グリッドmA4cに位置する。検出面はⅦ届黄褐色砂mである。

平面形・規模は不整な円形を呈し、開口部径は72cm、底部径は40cmである。深さは西壁高が品大で

12.0Cmを叶り、断而形は皿形である。

埋土は、略褐色のシルトの肌屑。中撤火山灰は確認できない。

出土遺物はない。

時期は、蝿こi:聯の状況から繩文時代前期に属する可能性が高い。

RD20土坑（平成13年度10号土坑）第27図写真図版24

潤査区中央区グリッドⅢA3cに位置する。 RD19の北西で検出した。

､14m形・規模は不笠なl'l形を呈し、側、部径は70～80cm、底部径は50cmである。深さは西醗高が般大で
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11.4cm、断面形はⅢ形である。

埋土は、暗褐色のシルトの単層。中諏火lll灰は確麗できない。

出土遺物はない。

時期は、埋土等の状況から繩文時代前期に属する可能性が高い。

RD21土坑（平成13年度12号土坑）第26図．48図．70図写真図版25．44．61

捌査区中央区グリッドmA6dに位世する。検H1面は黄褐色砂珊面である。1判側でRD28と亜槻する。上

位には、 RA14があったと考えており、当遺櫛は、その住居跡を切っている可能性が高い。近隣には西

に1m離れてRD14が、東に同じく1m離れた位置にRD30がある。また北側にはRA"が横たわる。

平而形・規模は不整な梢円形を呈し、奨軸は2m前後と推定する。知軸は1m42cmを肺る。深さは北腋商

41.0cm、東壁高35.4cmで、断面形は逆台形状である。

埋土は、礫を含む黒褐色シルトを主体とし、下位に暗褐色シルトが糧う。

出土遺物は、繊維を含む縄文土器の破片を5点と石匙1点(B59)を僻た°そのうち2点(225･226)を

掲載したが、どちらも大木1式に比定できる土器片である。

時期は、埋土状況や出土遺物から、縄文時代前期削葉に属する可能性が高い。

RD22土坑（平成13年度13号土坑）第25図．48図写真図版25･44

調査区中央区グリッドⅢA2dに位世する。検出面はⅦ晒伐褐色砂面である。 RAO8の北側盤上部にある。

東側でRD23と隣接する。以下RD26までRAO8の北側壁に沿って、ほぼ等間隔で連なる。

平面形・規模は不整な円形を呈し、開口部径は98cm、底部径は52cmである。深さは、東壁商が鼠大で

ll.6cmを計り、断面形は皿形である。

埋土は、黒褐色シルトと暗褐色シルトが混合する。

遺物は、土器片6点を得た。掲叔した227を含め、すべて繊維を混入させる土器片である。

時期は、 RD26の次に一括で述べる。

RD23土坑（平成13年度14号土坑）第25図写真図版25

調査区中央区グリッドmA2dに位世する。検出mはⅦ騒伐褐色砂而である。RAO8の北側雛上部にある。

平面形・規模は不慾な円形を呈し、開口部径は56cm、底郊径は30cmである。深さは、北壁商が蛾大で11.8cm

を計り、断面形は皿形である。

埋土は、黒褐色シルトと暗褐色シルトが混合する。

出土遺物はない。

RD24土坑（平成13年度15号土坑）第25図写真図版24

調査区中央区グリッドⅢA2dに位慨する。検出面はⅦ燗黄褐色砂而である。RAO8の北側砿上部にある。

平面形・規模は不整な円形を呈し、開口部径は54cm、底部径は28cmである。深さは、股深部から南鞭までの

比高で178cmを計り、断面形は皿形である。

埋土は、黒褐色シルトと暗褐色シルトが混合する。

出土過物はない。
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RD25土坑（平成13年度16号土坑）第25図．70図写真図版26．61

調在区中央区グリッドmA2dに位慨する。検出面はⅦ届黄褐色砂而である。 RAO8の北側壁上部にある。

平面形・規模は不整な梢円形を呈し、主軸の開口部径は68cm、底部径は44cmである。深さは、 4～5cm程庇

で、断面形は皿形である。

埋土は、黒褐色シルトと蹄褐色シルトが混合する。

遺物は"lの石鹸が出土している。材賀は北海道赤井川産の黒咄石と判明した。

RD26土坑（平成13年度17号土坑）第25図．48図写真図版26．44

調森区中央区グリッドⅢA2dに位樅する。検出面はⅦ届茂褐色砂而である。 RAO8の北側盤上部にある。

平面形・規模は不整な梢円形を呈し、主軸の開口部径は84cm，庇部径は30cmである。深さは、南醗商が最大

で24.Ocmを計り、断面形は皿形である。

埋土は、黒褐色シルトと暗褐色シルトが混合する。

出土遺物は、20点ほどの土器片を得たが、ほとんどが小破片で判別しがたい。そのうちの2点は前期中業

の土器の様相を呈す。

上記のRD22～26の時期は、埋土群の状況から繩文時代前期前莱から中飛に属すると推定

する。またRAO8との間わI)については、壁際を囲むように配腫されていることから、壁柱

穴状の遺椴の可能性もある。また、 RAO8の検出以前に上面に少量の土器片が出土している

(過櫛外出土土器として溌録）ことから、削平されたｲl掘跡の名弧なのかもしれない。

RD27土坑（平成13年度18号土坑）第25図写真図賑ｸB

潤壷区中央区グリッドⅢA2dに位I慨する。検川面はⅦ脚伐褐色砂而である。

平面形・規模は不整な楠円形を呈し、主軸の開口部径は1m22rm、短柚の底部径は30cmである。深さは、

最深部から南壁の比高が最大で33.8cmを計る。断面形は長軸側は皿状であるが、短軸側は柱穴状である。

埋土は、照褐色シルトと暗褐色シルトが拠合する。

出土遺物はない。

時期は、埋土等の状況から前期前葉から中葉に侭すると推定する。

RD28土坑（平成13年度19号土坑）第26図写真図版26

調査区中央区グリッドⅢA6 ･ 7dに位置する。検出面は黄褐色砂刷面である。北側でRD21と重複する。

近瞬の遺櫛などについては、 RD21と同様である。

平面形・規模は不整なIﾘ形を呈し、開口部径は1m54cm、底部径は1mlOcmを計る。深さは北東・北西醗

高22～45cm，南壁高では峨大で92cmを剛･る。

埋土は、上位の黒褐色土と下位から壁際を桜う暗褐色土とに大分される。人為的堆祇の可能性が高い。

出土遺物はない。

時期は、埋土状況や周辺の出土避物から、前川前紫からiI'業に閥するⅡJ能性が商い。
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RD29土坑（平成13年度20号土坑）第27図写真図版27

鋼査区中央区グリッドⅢA3 ･ 4dに跨って位股する。検lll面はⅦ勵鮒褐色砂而である。北東側でRAll、

南東側でRA10と隣接する。また、南西側ではRD20、 RD19がほぼ等IⅢ隔に並ぶ。

平面形・規模は不整な円形を呈し、開口部径は1m～1m20cm，底部径は90cm×1mである。深さは、西

壁高が最大で16.6cmを計り、ほかは10cm程度。断面形は皿形である。

埋土は、黒褐色シルトを主体とし、下位に砂層が堆積する。

出土過物はない。

時期は、埋土等の状況から前期前葉から中葉に閥する可能性が高い。

RD30土坑（平成13年度21号土坑）第26図。48図写真図版27･44

調査区中央区グリッドⅢA7dに位置する。検出面はⅦ層礫而である。北西側に1m離れた位世にRD28

がある。東側半分が調査区外に延びる。

平面形は、不整な梢円形を呈すと推測される。長軸の開l｣部径は2m30～40cm、底部径は1m90cm前後と

推定される。短軸は不明である。底部は中央部でややくびれる。深さは北壁高38.9cm，南壁高59.4Cmである。

断面形は逆台形状である。

埋土は、礫の混入する照褐色シルトを主体とし、北壁際に蹄褐色シルトが入り込む。一・部人為的堆祇の可

能性がある。

遺物は、埋土中からの上位からほぼ完形の土器（234）が出土している。232．233を含め遺柵の上位にあっ

たと想定しているRA15に関わるものと考えている。繊維を含む230･231が当週柵にIMわる土器片の可能性

があるが、判別できない。

時期は、土器出土状況や埋土状況から縄文時代前期前葉から中葉に閥するが、前葉期の可能性が高い。

RD31土坑（平成13年度22号土坑）第25図．48図写真図版27･44

調査区中央区グリッドmA7dに位慨する。検出面はⅦ聯礫而である。南伽でRAO7と隣接する。

平面形・規模は、不整な円形を呈し、開口部径は1m12cm、底部径は54cmを計る。深さは北壁高34.2cm、

南雌高25.0Cmである。断面形は皿形である。

埋土は、礫の混入する期褐色シルトを主体し、 RAO7の下位の土坑群と同棟の符色を示す。

遺物は、破片の土器を得た。すべて繊維を含まない土器で、撚糸文や斜縄文を地文とする。RAO7に見ら

れるような粘土紐貼付痕や突起などは見られない。

時期は、土器出土状況や埋土状況から細文時代前期前紫に属する可能性が高い。

RD32土坑（平成13年度23号土坑）第28図．48図写真図版27．45

調査区中央区グリッドⅢAldに位世する。西側にはRD33～37が当週柵を州むように弧状に迎なる。束

側一部は捌査区外に延びる。

平面形・規模は不整な円形を呈し、開口部径は2m前後と推定する。なだらかに下り、中程から急に落ち

込む。半ばの径は1mlOcm・底部径は76cmである。深さは、南壁では底部から半ばまでが23.9cmで、開口部

までは43.4cmを計る。断而形は逆台形状である。
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埋土は、中央部に褐色のシルト、下位に黒褐色の混合土などが潤う。壁際にある暗褐色上からは、中揮火

山灰と考えられる灰白色シルトが確認され、また最下部の褐色シルトは非常にIMくしまる。人為的堆積の可

能性が高いが、一部においては自然的とも考えられる。

出土過物は、縄文土器の破片で、繊維が混入するのがほとんどである。峨下届から出土した掲戦2点

(239･240)は混入繊維が多い。どちらも大木1式に比定される土器である。

時期は、埋土や土器出-I:状況から、繩文時代前期前葉に属する可能性が舟い･

RD33土坑（平成13年度24号土坑）第28図･49図写真図版28．45

潤在区中央区グリッドⅢA2dに位置する。検出面はⅦ届黄褐色砂而である。北西側でRD34と隣接し、

以下RD34～37までが弧状に、ほぼ鞭I111隅で連なる。

平Ⅲi形・規模は不整な円形を呈し、IIII1=1部径はlm42cm、底部径は90cmである。深さは、西壁高が股大で

16.5cmを計り、断面形はIⅢ形である。

埋土は、上位に}M褐色シルト、下位に土器片を出土させる昭褐色|:が堆柵する。

川l:遺物は、12点の土器片を得たが、すべてに繊維を混入させる。掲戦は4点。上川名Ⅱ式土器(241)､

大木1式に比定される土器（242.243）と大木2式と考えられる土器片である。

時期は、土器出土の状況から縄文時代前期前葉に属すると推定する。

RD34土坑（平成13年度25号土坑）第28図．49図写真図版28･45

調査区中央区グリッドⅢA2dに位置する。検出面はⅦ層黄褐色砂面である。

平面形・規模は不確な桁円形を呈し、主軸の開口部径はlm54cm，底部催はlmO2cmである。深さは、西

陥商が般大で16.7cmを叶り、断面形はIⅢ形である。

埋土は、上位に黒褐色シルト、下位に土器片を出土させる暗褐色土を持つ。

出土遺物は、土器の小破片5点で、繊維を混入させる。掲戦は1点のみで斜繩文を地文（245）とす

る。

時jⅢは、出土土器から細文時代前期前葉に属すると推定する。

RD35土坑（平成13年度26号土坑）第28図写真図版28

澗査区中央区グリッドⅢAldに位世する。検出面はⅦ届批褐色砂而である。

平而形・規模は不整な梢円形を呈し、主軸の開口部径はlm40cm，底部径は92rmである。深さは、西壁高

が最大で9.8cmを計り、断面形は皿形である。

肌土は、照褐色シルトの1M胴。

川上適物はない。

時期は、埋土等の状況から縄文時代前期前葉に属すると推定する。

RD36土坑（平成13年度27号土坑）第28図写真図版28

鯛在区中央区グリッドⅢAldに位置する。検出面はⅦ層黄倒色砂面である。

平面形・規模は真円形を呈し、開口部径は70cm、底部径は58cmである。深さは、 5～7Cmを計り、断面形

は皿形である。
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埋土は、黒褐色シルトの単層で、しまりはない。

出土遺物はない。

時期は、縄文時代の前期前菜と碓定する。

RD37土坑（平成13年度28号土坑）第28図写真図版29

調査区中央区グリッドⅢAldに位慨する。検出面はⅦ用黄褐色砂而である。 RAl2の南砿とⅢ複する。

その新旧1m係は定かではない。

平面形・規模は真円形を呈し、開口部径は76cm、底部径は64cmである。深さは、 13～16cmを剛.り、断而形

は皿形である。

埋土は、黒褐色シルトの1M肘で、ややしまる。

出土遺物はない。

時期は、縄文時代の前期前葉と推定する。

RD32を中心として、弧状に並ぶRD33～37について補足する。これらの土坑の検出前に

はこの区域は、住居跡と想定して梢査した経緯がある。その際には壁の立ち上がりや壁柱穴

など確認できなかったために、出土土器は過櫛外出土土器として取り上げている。 RD32が

人的堆積の特色を持っていることから考え、これらの士坑群は住居跡に伴うものとも考えら

れる。時期は、 RAO8・lO･llと同時期であろう。

RD38土坑（平成13年度29号土坑）第29図写真間賑”

調査区中央区グリッドmA6dに位世する。検出面はRAO9の床面である。RA"南壁付近は撹乱を受け、

RAO9の範囲を識別困難にした。そこで南一北の埋土断面から、範囲を考えることとした。当避栂が住居跡

の中に組み込まれるか否かの判断であるが、結諭は、 RAO9の下位にある土坑であると、磯録している。周

囲にはRA的の床面下に広がるRD39.46がある。また、東側半分が鋼森区外に延びる。

平面形・規模は、不整な円形を呈し、開口部径は2mlO～20cm、底部径はlm60cm前後と推定される。深

さは、最大高で南壁6.2cmである。断而形は皿状である。

埋土は、礫の混入する暗褐色シルトを主体する。

遺物はない。

時期は、埋土状況からRA"より古い遺櫛と考えている。

RD39土坑（平成13年度30号土坑）第29図．49図写真図版29．45

調査区中央区グリッドⅢA5dに位侭する。検出面はRAO9の床面である。東側一・部が調壷区外に延

びる。

平面形・規模は、不雛な桁円形を呈し、是軸の側｢I部径は2m10～20cm、底部径は2mliﾘ後と推定される。

深さは、南壁が股大で725cmを計り、北砿は、40cm前後落ち込み、なだらかに下りさらに30cmほど浴ち込む。

断面形は逆台形状である。

埋土は、 RAO9の埋土断面で観察した。床、ドには、蹄褐色から褐色のやや濁りのあるシルトが唯欄して
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いる。これらは基本屑にはなく、また、住居跡や他の土坑の埋土にも見られない。殿下肘には、しまI)の全

くない礫質の黒褐色土が覆う。これらのことから、 RAO9柵築時に人為的に埋めたものと判断した。

出土適物は多い。埋土上位で一括で出土した253はRAO9に伴うものと考えられる。埋土下位で川土した土

器片では木目状撚糸文や綾織文のもの（246～248)、斜縄文の土器（249～251) とRAO9出土土器と大差がな

い。しかしS字状突起(251)はあるが、一本沈線を施すものや太い粘土紐を貼り付けるものは出土してい

ない。

時期は、埋土状況から縄文時代前期前莱から中葉に属し、 RAO9よりは古いが、大きく隔たれないと考え

られる。

RD40土坑（平成13年度70号土坑）第30図写真図版29

調査区中央区グリッドⅣA3eに位侭する。検出面はⅦ層黄褐色砂面である。南西でRD41と隣接する。

北西lm離れてRA20が、南西lm離れてRA23がある。東側半分は調査区外に延びる。

平而形・規模は不整な円形を呈し、捌口部篠2m20cm前後と推定する。底部径は78cmを計る。深さは、なだ

らかに落ち込む北側壁での比高は21cm，西雛と股深部との比高は18cmである。断面形は皿形である。

埋土は、黒褐色シルト中心で、下位に土器片の出土する暗褐色シルトが堆穣する。

出土遡物は、下位から繩文土器の1個体と思われるEI器（深鉢）を得ている。非術に畷耗が激しく、取り

上げ時に細分化した。断面観察でも、繊維の混入する土器かどうか判断できなかった。

時期は、埋土状況や周辺の遺物から繩文時代前期前葉に属することが考えられる。

RD41土坑（平成13年度71号土坑）第30図･49図写真図版30．45

調壷区中央区グリッドⅣA3eに位圏する。検HI面はⅦ層黄褐色砂面である。隣接関係は、 RD40と同様

である。

平而形・規模は不盤な円形を呈し、開口部従lm32rm、庇部径は88cmを計る。深さは、北壁高47.8cm，南

壁高30.4cmを計る。断面形は逆台形状である。

埋土は、礫の混入する黒褐色シルト（鵬本層Ⅵ）を主体とする。壁際に暗褐色シルトが堆禰する。

出二l:過物は、繊維を含む土器片7点を祥た°そのうち3点を褐減している。254は表嬰細文土器であるが繊

維が拠入しない。255.256は摩滅が激しく判別できない。

時期は、埋土状況や周辺の遺物から縄文時代前期前葉に属することが考えられる。

RD42土坑（平成13年度72号土坑）第30図．49図写真図版30．45

調査区中央区グリッドⅣA6fに位置する。検出面はⅦ層礫面である。南側にlm離れてRAl9がある。

東側半分は調査区外に延びる。

平耐形は不整な円形を呈すと推定される。規模は、側口部径1，42cm，底部径は96cmを計る。深さは、北

壁高483cm，西壁高42.8cmを計る。断面形は皿状である。

埋土は、礫の混入する黒褐色シルト（基本胴Ⅵ）の単届で、人為的堆積と思われる。

底而に大型の礫が検州された。これらの礫は周囲にも点在する。

－59－



▲
WA3e

A↑－－ －L=51.400m －IE

RA20

雲一二三異妄
(【I崎）

一

RI)45k位瞭平血』

諏
しきl)なし
しまI)ややあり

卜 伽<しまる
卜 閲<しまる

しまりあり
しまりなL

卜 しまり全くなし

Aト-L=50.800m B

甑
Rl)15 E･IF

IOYH2/2 !M悶色シルト し室I)"I) 炭化物含む1％I

RA23

0 2m

ｰ一一房一→

脚奇Ⅸ外A B

RD43

C D
RAl9

可

LI RD44
l

e－
J IVA7f

AI-----･-"" L=51.600m…IB

CトーI,=50.700m-'D EFL=50･700LFAZS 型I

『） 〆 Tミーェフー ー､＝
R、44階F

I lOYR2/1

2 砂確明

I)12

僻作t
lOYR2/3

10YR2‘2
10YR1,6

１
リ
幸
３
４

1肌色シルト し史りあり
Ⅲ掲色シルト

雛鰡離緋
(ロ屑）
大澄の砿拠人

しまl)なし
しまl)あ』）
しまl)あり

RD43C･D

l lOYRZ/1 肌色砂礁質シルト しまI)なし
0 2m
－

第30図RD40～45土坑

－60－



出土遺物は257の1点のみで、横維の混入する羽状縄文の破片である。

時期は、埋土状況や周辺の遺物から縄文時代前期前葉に属することが考えられる。

RD43土坑（平成13年度73号土坑）第30図写真図版30

澗森区中央区グリッドⅣA7fに位置する。検出面はⅦ刑礫而である。北側でRA19と西側でRD74と隣

接する。

平面形・規模は不整な梢円形を呈し、開口部経lm44cm×lml2cm，底部径はlmlOcm×68cmを計る。深

さは北確商29.0cm･断面形は逆台形状である。

ガM士は、礫の混入する黒褐色シルト（基本層Ⅵ？）の肌届である。

出土過物はない。

時期は、埋土状況や周辺の遺物から縄文時代前期前葉に閥することが考えられる。

RD44土坑（平成13年度74号土坑）第30図写真図版30

鯛従区中央IXグリッドⅣA3eに位置する。検出面はⅦ肘黄褐色砂而であるc

平面形・規模は不整な円形を呈し、開口部径90cm，底部径は58cm、深さ北壁高32.4cmを計る。断面形は皿

状である。

埋土は、鼎褐色シルトと黄褐色砂礫が糧う。

出土過物はない。

時期は、肌士状況や周辺の遺物から縄文時代前期前莱に帆することが考えられる。

RD45土坑（平成13年度19号住居跡P12)第30図．49図写真図版31．45

潤査IX中央IXグリッドⅣA3eに位置する。検出面はⅦ胸苗褐色砂面である。北側でRA20･27と隣接し

南側にはRD40．41がある。検出状況は、 RA20輔査の際、なだらかにあがる南壁_kに士坑状のプランを祥

てPl2としたが、住居跡梢査の結果、壁からややはずれることが判明し、土坑と豊録を変更した。

平面形は真円形を呈す。埋士上位から5～30cmの大きさのjili円礫または角礫が、配置されているかのよう

に検出された。それらの礫は底部まで及ぶ。礫を取り除いた規模は|則n部従lmlOCm、底部径は40cmを計る。

深さは、東硴向36cm，西壁上から最深部の比高は40cmを汁る。断Im形は逆台形状である。

埋土は、炭化物を含む黒褐色土の単層である。埋土中からは人骨などは確認できなかった。

その形態から、堪坑である可能性が高い。

出土過物は、埋土の上位から2点の表裏繩文土器ﾊ （゙257.258）を得ている。これらの表裏繩文はRA20

や27の埋土から出土しており、これら繊維が混入しない土器片は、すべて円撚状土製品の可能性もある。ま

た配している環は自然石で加工は観察できない。

時期は、肌土状況や周辺の過物から繩文時代早期末鱗から前lWl初馴に例することが考えられ、 RA20との

IM巡性もあると思われるが、自信がない。
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RD46土坑（平成13年度5号竪穴住居跡のP1・P2のだめ押し土坑）第29図写真図版31

調査区中央区グリッドⅢA5dに位慨する。検出而はRAO9の床面である。東側でRD39と隣接する。

検出状況は、 RAO9P1 ･P2の輔在終了後にRD39の肌土と|剛様の土墹を確誕し、床下に広がる土坑とし

て登録した。

平面形は不整な楠円形を呈し、開口郁径3m20cm×lm40cm，底部径は1m96cm×1mO4cmを計る。深さ

は、北壁高47.4cm、西東盤商50～54cmを叶る。断而形は短軸ラインが蛎の広いビーカー状、長軸ラインは逆

台形状である。

埋土は、礫質の暗褐色のシルトの単咽で、人為的堆積と考えられる。

出土過物はない。

時則は、塊土状況からRAO9kl)古い過柵で縄文時代前川前葉に属すると考えている。

RD47土坑（平成13年度1 ．2号竪穴住居跡P1)第31図．49図写真図版31．45

綱査区中央区グリッドⅣA7･8cに位例する。検出而はRAO7の床面である。検出状況は、当初は住居

跡の付属施設として捉えて柵森をしていたが、埋土の上位（床面）から2号地床炉を検出し、床面下に広が

る、古い時期の土坑として登録した。以下RD48～50も同様の理由による登録となる。

平面形・規模は不整な梢円形を呈し、開口部従lm76cm× lm20cm，底部径はlml4cm×50cmを計る。深

さは、南壁高53.lcm，東蠅高45.54cmをnl･る。断1m形は逆台形状である。

埋土は、礫の混入する黒褐色シルトの単刷。

出土土器は4点。上位のRAO7出土土器と大錐はないが、やや古い棟相を呈する。

時期は、ガI!土状況や川士避物から繩文時代前期前購から'l!紫に属すると考えられる。

RD48土坑（平成13年度1 ･2号竪穴住居跡の床面下土坑）第31図･49図写真図版31 ･45

捌在区中央区グリッドⅢA8dに位趾する。

平面形・規模は不整な円形を呈し、 IMu部径lmlOCm，庇部径は60cmを計る。深さは、西壁高が最大で

40cmを計る。断面形はⅢ形である。

埋土は、 RD47とI可用であることを確浬した。

出土土器は2点。 RD47とlil棟である。

時期は、 RD47と同時期の繩文時代前期前葉から中葉に属すると考えられる。

RD49土坑（平成13年度1 ．2号竪穴住居跡の床面下土坑）第31図写真図版31

調査区中央区グリッドmA8dに位慨する。

平面形．規模は不整な梢円形を呈し、開口部径lm50cm×lml8cm，底部径は96cm×68cmを計る。深さは、

西壁高が最大で34.OCmを汁る。断面形は逆台形状である。

埋土は、 RD47と同墹であることを確遡した。

出土遺物はない。

時期は、 RD47と同時期の繩文時代111期前葉から中紫に属すると秒えられる。
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RD50土坑（平成13年度1 ．2号竪穴住居跡の床面下土坑）第31図写真図版31

鯛壷区中央区グリッドⅢA8dに位腿する。

平面形・規模は不整な円形を呈し、l＃1口部径68cm、底部径は42cmを計る。深さは、

を計る。断面形は逆台形状である。

埋土は、 RD47と同胴であることを確潔した。

出土遺物はない。

時期は、RD47と同時期の縄文時代前期前葉から中葉に属すると考えられる。

西壁高が溌大で21.5cm
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表3縄文時代遺構一覧表

◎同時期と思われる土器を出土させる

○土器の出土はあるが時期差があり、形状や亜複関係などで判断したもの

△土器の出土が希少なもの

×出土遺物がなく埋土竿で判断したもの

－65－

RA 平面形 提軸M 炉 早期
早末～

前期初

前期初

～前典
前期前葉 前川中葉

前期'1'

ー後葉
不Iﾘ）

1 畏方形 5.“ ◎

2 長方形 4.26 ◎

3 長方形？ 4.伽？ ◎

4 畏方形 7.㈹？ ○

5 不明 6.m？ ○

6 梢円形 354 ×

7 長方形 92 2 ◎

8 楕円形 3.16 ○

9 IWI'1形？ 650？ 1 ◎

0 楕円形 4.“
『

×

1 梢円形 4“
ト ×

2 長方形 5.30
し

○

3 長方形
I

5.㈹
ト

× ×

4 不明 9.側
し

◎

5 桁円形 5.側
し

× ×

6 長方形？ 3．釦
し

○

7 柿円形？ 5診卯
卜

○

8 梢円形？ 2“
ト

×

9 長方形 3m
し

◎

20 農方形 4.“ ◎

21 是方形 5”？ ○ ○

22 桶円形 3.2 ◎

23 是方形 45 ○

24 楠円形 29 ○

25 柿円形 492 ○

26 是方形 3釦？ ○ ○

27 楕円形 4.62 ×

土 坑(RD)

45○ ×
×
×
△
。
△
。
○
△
×
×
×

２
４
６
聡
賜
脆
詑
調
鈍
弱
鏥
諏

'○

14.

180

22.

24×

26○

28×

300

39○

41.

43×

46×

1OO

17･

210

23×

25×

27×

29×

銘△

40△

42△

“×

310

47△

48△

49×

鋤×

7×

8×

19x

20x
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（3）遺物包含層第32図～34図写真図版32．33

位髄・検出状況

澗盗区北部グリッドIA4～lOd～fとⅡA1～3d～eに広がる。股北部IA1～3の区域は、岩盤が

鰯出しており、過柵・過物ともに確泌できなかった。地山面での標高は、もっとも高いC2杭で、55.982m

を計り、県道沿いになだらかに下る。もっとも低い補助3近辺では、 50m前後を計る。

平成ll年庇においては調交区域が急斜面のために、過柵は希薄であると考えていた。しかし、試掘段階で

相当趾の土器が出土することが判明しており、とりあえず過柵の有無を確泌すべ<、上面から少しずつ下げ

ていった。その際、土器の出土状況を知るために、1燭観察ベルトを残した。糀盃中に中抑火lll灰を検出し、

その堆積範囲を遺柵と考えたが、登録にはいたらず、当区域がなんらかの形で遺物を多く出土させる、いわ

ゆる週物包含届であるとして輔在を継続した。

平成13年度は、前回輔査した区域の南西側での潤礎となったが、傾斜部（いわゆる法面）は削平され、平

成ll年度から続く遺物包含層は失われている。そこで、Ⅶ恩最終面まで盛土を重機で下げ、輔査を行った結

果、殿深部で桁円形のプランを確謹した。その形状から大型の竪穴住居跡（平成13年度3号住居跡）として

輔査を開始している。しかし、土器出土状況や蛾・柱穴の有無など熟考した結果、住居跡としての壁録を抹

消し遺物包含層とした。

なお、 13年度鯛査区域範囲内に11年度調従区域の境において未調査の部分がある。県道沿いに掘り進める

ことが危険と判断した区域である。断而観察のみとなったが、 I肘表土（盛り土）が厚く堆械し、平成ll年

庇土刷断面から推測すれば、土器片の出土する脳は県道-ドに深く入り込んでいると予測される。

週物の取り上げ方法

平成ll年庇鯛在においては、急斜面を形成する届を5つと捉えた。また、13年庇卿森区では3号住居埋土

とし4鰯を確泌している。ここで、 2つの用と艦本届序の関係を記す。平成11年度梢森の鋸本墹と13年度の

用とは通うが、混乱を避けるために基本屑序に修正し報告する。変更は以下の通りである。

蕊
1l年庇包含届 13年度3号住居跡 坐本肘序

I 1 1

Ⅱ 2 Ⅲ

Ⅲ 2 Ⅲの~ド燗

3 Ⅳ

巾揮火山灰 V

Ⅳ 4 Ⅵ

V Ⅶ

遺物出土状況

平成ll年度調査区では、縄文時代早期中葉から繩文時代前期末葉までの土器片と石錐・石匙・祠製の装飾

品が川土した。繩文土器はⅢ層からの出土がもっとも多く、特に中抑火III灰上 ((I括跡床面と登鎌）Ⅲ閣下
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からの出土が卓越する。完形気味の土器が比較的多い特色があり、またこの面において石匙が多く出土する。

中揮火山灰下位Ⅵ層は、調査区が急斜面であることや、上位と土質がほぼ同じであることから、 I ･Ⅲ厨の

過物も含まれている可能性もあり、信懸性に欠ける。Ⅶ届出ﾆﾋ土器は少般である。

平成13年庇調査区では、 I届は無過物屑、中揮火山灰上位のⅢ屑上位は、前期前葉の土器が混在しており、

流れ込みによる堆積が伺える。Ⅲ届下位から平成ll年度調査区にはない褐色土のⅣ屑が、もっとも遺物が多

く、完形に近い土器もある。中揮火山灰と考えられる灰白色の粘土は、平成11年度検出粘土と色捌等が異な

り、 2次堆欄的な要講が指摘できる。中揮火山灰層の下位は、ほとんど通物は存在しない。

包含層の性格

2つの過物包含届の性格をまとめる。

北側急斜而においては、中抑火山灰~ド位においては、恒術的に堆積した層、中抑火山灰上位は、拾て塒と

しての機能があったのではないかと推測される。捨て場としての時期は繩文時代前期中葉から後葉にかけて

であり、前期末葉から中期にかけて徐々に土器が少なくなっていることから、この時期に集落の中心が変わ

ったのではないかと考える。拾て鮒は、平成13年度調在区にも広がっていたことが予想されるが、栂乱を受

けており、梢円形の凹地にわずかに残る。この凹地は、中揮火山灰降下後の前剛中葉期には、すでになんら

かの形で形成されていたと思われる。遺物は意図的に投げ込まれたのか、上位から流れ込んだのかは判然と

しない。

逝物の特色について概観すれば、平成11年度調森区Ⅱ ．Ⅲ胴、平成13年庇調査区2 ．3届では、大木3式

から4式の土器が出土する。上位には5式から中期初頭の7a式の土器が若干混入するようである。中揮火

山灰直上では、大木3式土器が多い。

汎系統土器では、中抑火山灰1k上で、蜥磯b式の縁孔土器の破片が出土している。

2用に区分した中揮火山灰下位では、上川名Ⅱ式土器や、大木1から2式土器が出土するが、 3式土器類

似の土器もやや含まれる。また、早期中葉の沈線文土器や貝殻沈線文土器、早期後葉の表裏繩文土器が出土

するが、その上下関係については明確にできなかった。土器についての詳細は次項に述べる。

石器は、石鍛は中揮火山灰下から柳葉形のものがH1土しているほかはすべてが無茎のものに限られる。

石匙は縦形のものが多く、中抑上（Ⅲ層下）からの出土が顕著である。縦形の両面剥離している断面形が

愛形となるものも同棟のH1土状況を見る。磨製石斧の出土は少ないが、Ⅲ～Ⅵ層において出土する

のに対して礫石器は中揮1m_上のみの出土となる。石製品では、中抑而下（Ⅵ胴）から快状耳飾りが出土

した。

これら出土遺物は、包含肘が2つに分離されていることや墹位的な裏付けが不十分などの理由から、すべ

て過柵外として褐戦する。炎中で遺物の川土地点は平成11年度出土は包含肘1，平成13年庇出土は包含届2

としている。出土闇位で、中揮火山灰上下出土についてはそのままIﾘl記している。

（4）出土縄文土器鋪35図～67図写真図版36～58

2年l川の発掘捌査で、大コンテナ35輪の細文土器が出土している。川土状況は圧倒的に過物包含咽出土の

土器が多い。時期は早'＃l中紫から前期後葉を主体とするが、そのうち前期前葉から中葉の土器が卓越する。

また中期の土器、後期と思われる土器も若干数出土している。ここでは遺櫛外出土（包含層出土）土器を中

心に紹介する。記述に至っては以下の通り分類する。
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IOYR2/3 川糾也:1:剛を含む（近枇～近代の餓鯏冊、餓淵がⅢ土1･る用）蹄I::I:瀞をll1土きせる
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I

Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ 10YR3/2~3/4Ⅲ～略褐色砂照質シルト

:開総盤総臘頁ｼﾙﾄ
:綴鴨&膠ﾄ:綴縄入する

網分される前期初馴～鯆秦の土器を出土きせる

Ⅶ lOYRw6

Ⅶ硬層

明るい岡柾色砂畷シルト少斌ながら早期中葉の土聾をIM現させる

第33図過跡包含届断面図①
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第1群早期の土器 第Ⅵ群異系統土器群

鋪Ⅱ群前期初頭の土器 第Ⅶ群中期中葉から後期の土器

鋪Ⅲ群前期前葉の土器群 節Ⅷ群時川の暖昧な土器

鋪Ⅳ群前期中葉から後葉の土器 第Ⅸ群底部資料

第V群前期後葉から中期初頭の土器

分額した土器のうち特徴的なものについて記述しており、個々の特色については表を参照していただきた

い。昨内の掲敬については、必ずしも時期順となっていないﾘを明犯しておく。

●第I群早期の土器（265～297）

○1額沈線文を主体とする土器（265～271）

Aは盛岡11i大新町過跡や住田町蛇王洞洞澗出土額似の土器である。265は尖底土器で口縁部は欠損するが

266.267にみられるようなV字型の帯状格子目沈線が展I則すると考える。体上部は横位の多条の細沈線で埋

められ、非常に厚手で焼成もよい。266は格子目文の上部の口縁部に細沈線が埋められる。269は口縁部に爪

形状刺突を施し、下位に横位の短沈線とV字型の沈線が施文される。

Bは沈線文や押し引き文を施す破片。非術に焼成よく胎土もAに似ている。270は沈線1mに横位の連続抑引

文を施す。271は胎土が270とよく似ており当類に入れた。

○2類貝殻沈線文を主体とする土器（272～281)

Aは貝殻復縁文によって文梯が柵成されるものである。272は1l1形口縁（突起)、273は波状口縁を成す。ど

ちらも貝般復縁文の刺突あるいは沈線で文槻を櫛成する。274は縦位の、275は小さい横位の復縁圧痕文276は

貝殻文と沈線で文様を栂成する。

Bは貝殻羽状復線圧痕文を施す土器で278は体上部のみの柵成で、下部は無文となるであろう。

Cは貝殻ff圧文を施す土器。そのうち281は外そぎされた口唇部と爪状（箆状？）の刺突内に巡統の背圧文

を光塊する。ほかの貝殻沈線文土器に比較して焼成が弱く、 3類に近い印象を受ける土器である。

○3類貝殻条痕文を施す土器（282．283．292?）

282は縦位の条痕文がみれるもの、283は表喪条痕文を施すもので2額と較べてもろい。

○4顛表襲細文を施す土器（284～291)

週栂内外から多くの破片を出土させた。繊維が多く混入するものには厚めの土器が多い。284～288は平口

縁となる。そのうち284．285．288のように口唇部まで施文するものと、286.287のように大柄な繩文を施す

ものがある。289は表面が羽状縄文となI)薄手である。

○5矧その他不明の土器（292～297）

胎土等から早期に属すると考える土器片を集めた。櫛目状の条痕文を施す292は281と同一個体で3類に属

する破片とも考えれる。293は表面に押型文状の施文が見えるが珊く判然せず、 3類の可能性が高い。294は

枇位の沈線文と斜位の竹管？による円文が剛察でき、爪形状の刺突らしき浪跡も伺える。 1類のBに例する

か。295は細沈線かもしくは条痕文の破片でAからCに属し、296は大型の体部でAに属するであろう。

●第Ⅱ群前期初頭の土器（298～317）

ここで褐城する前期初頭の土器は上川名Ⅱ式のうち原体圧狐を施文する土器であり、上川名Ⅱ式や室浜式

に相当する土器の一部はⅢ群もしくはⅧ群にもある。また、時期が狭いので類は設けなかった。

A斜位の沈線による施文（298）

当土器群が斜位の短沈線と原体側面圧痕で柵成きれることが多い中で唯一、渦巻圧痕以外を沈線のみで施
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文する破片である。波状口縁でややキャリパー風に内湾する。

B原体側面圧痕による施文（2”～309）

短沈線と原体側面圧痕で文撒を柵成する土器がアである。299は口憾部内そぎのもの、3"は口唇部を内外

ともに削ぎ、鋭角的になる。301は比較的に薄手で繊維混入が多い。302～305は丸みを持つ口唇部となる。こ

れらすべて、少し内湾する特色がある。

上紀のうち、原体圧摸の渦巻文様の周囲が隆起状になるものをイとした。同じようにやや内湾する｡306は

隆体上に原体の圧痕を施すかあるいは側面圧換が残ったもの。また渦巻圧痕上に×型の沈線が施される。

ウは施文すべてが原体圧痕となるもので2点のみ（309.310）の出土である。309は渦巻圧痕は観察できな

いが310は磯手状圧痕文となる。

C Bのうち咲手状圧痕状となるもの(310～313)

原体側面圧痕と渦巻文が一体となるものである。310は内そぎされた波状口縁の破片で、施文はBウの特色

を示す。渦巻圧痕周辺に原体圧痕された粘土紐を貼り付ける。渦巻周囲が隆起状になるBイの発展したもの

であろうか。312は他ではみられない平行な側面圧棋を最初に施文する。これらの土器の大きな共通点は胎土

がやや灰色がかった感じで、砂を多く含み繊維が少ないということである。

D体部(314～317)

遺栂内に多くの羽状縄文土器を出土させているが、節の大きいもしくは0段多条の結束のない羽状縄文は

すべて上川名Ⅱ式に比定されると考える。ただし315は結束のある羽状縄文でⅢ額に属するかもしれない。

●第Ⅲ群前期前葉の土器群（318～389）

鋪Ⅳ群に次いで出土数が多い。繊維が混入する土器(1類）と混入させない土器(2類）に分かれる。混

入の制合は、高い順から（繊維多い 繊維混入・含む 繊維少 繊維？ 繊維無？）とした。

○1額胎土中に繊維を混入させる土器(318～343)

A口縁部に撚糸文を施す土器(318～320)

318･319は不整の撚糸文の施文幅が狭いもので、撚糸文下は羽状縄文と推測する。320は撚糸の施文幅が体

上部に広がり、撚糸もやや正整化する。

B ループ文(321～323)

いわゆる原体末端圧痕の土器である。321は撚糸文の可能性もある。322は大柄な圧痕の例。323は横位に連

続する。これらの土器は遺構内でもみられるが、323のような明確な末端圧痕は少ない。

C羽状縄文（324～331)

羽状縄文の土器片の中で、Ⅱ群のエ以外の繊維を含む土器はすべてこの項に入れている。324は結束2種？

羽状細文で薄手である。325．326は結束l秘で口唇部に爪形の刺突が観察される。327はやや内湾するもの。

328は大柄な破片で結束1秘の羽状縄文が2段以上施文される（以上ア)。

Cの中で菱形状の文械が観察されるものをイとした。329\331は羽状繩文の結束部を中心にして菱形状の

文械となる。原体は小さい。330は大柄な菱形文様に発展しそうである。

D斜繩文（332～343）

斜抑文を地文とするものをまとめた。ア：ピツチリ縄文もしくは額するもの、 イ：複節の斜縄文、 ウ：そ

の他の斜縄文、エ：ウのうち組紐縄文となるものに小分類できる。

目のつまった単節斜縄文（ピッチリ繩文）は、遺榊外では332の大型の土器のみで直線的に外傾する深鉢と

考えられる。333～337は複節の斜繩文を施文するものでしR-Lの横回転となり、口唇部に原体圧痕などが施さ
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れる。338～342はア・イの特色を持たないもので、343は組紐1m転文の施文する土器である。

○2類胎土中に繊維を混入させない土器（344～389）

前期前葉に閥する土器の中で繊維を混入しない土器をまとめた。前期前葉の後半期の土器であり、施文の

特色からA:不整あるいは正確の撚糸文を施す1器、 B:網目状あるいは木目状撚糸文、綾絡文を施す土器、

C:撚りのない綾絡文いわゆるS字状連鎖沈文を施す土器D:その他の口縁部に分かれる。

A不随あるいは正笠の撚糸文を施す土器（344～356）

形状から波状口縁(7) III形'二1縁（イ）平I]ff ('7)とに分かれる。344は級やかな小波状の口縁となる土

器である。口縁部下に小さな孔がある。345～350は山形ロ縁（山形状の突起）となるものである。345は口唇

部が平らで、348と同棟の器形と推測する。346は口唇部を箆状工具によって削ぎ、山形突起の頂部をへこま

せている。347と349.350はlll形口緑で口唇部に斜位の沈線による刻みを施すものである。352は345と同類の

土器か。355は蝿のある正整な撚糸文でS字巡釧沈文状である。356は絡条帯による施文の体部としたが、斜

縄文の破片かもしれない。

B Aのうちア網目状イ綾繰文ウ木u状を施す土器(357～375)

357～362は網M状撚糸文を体部全体に施すもの（ア）である。357は、波状LI縁となるが、その他はやや外

反する平口縁となる。361は口縁部下に刻みのある太い粘土紐を貼l)付ける。362はI]唇部に刻みを施す。こ

れら網目状燃糸文の土器は、頚部でややくびれ、長筒形となるようである。

363～371は綾絡文が観察できるもの（イ）である。363は体部があまり狼らないが、 364は大きく外反し体

上部がやや膨らむ壷形の器形となる。どちらも綾絡文がⅢ隅をI剛じくして体部全体に施文される。365は山形

口縁で、斜位の連続沈線と突起頂部の刻みはAの349に似る。366はⅣ群に属するか。369は縦位の綾絡文でV

群に属すると思われる。371は棚位の網H状撚糸の可能性もある。

372～374は木目状の撚糸文（ウ）を施す。372は羽状かもしれない。375は葺瓦状撚糸文である。

C S字状連鎖沈文を施す(377)

1点のみの掲戦で、過柵内でもりI確な撚りのない綾絲文はない。

Dその他（378～389）

378～380は波状口縁や折馴圧換による小波状口縁となるもの（ア）で、 380は指頭圧痕、 イは平口縁で382

は箆状工具による刺突を施す。384はやや外傾し、一部繩巻繩文状の施文が見える。385は口縁部が直線的に

あがI)、繊維の混入するⅢ群1"332とlmlじ様相を示す。体部破片のうち386はI類に属する可能性も考えら

れる。389は波状の突起と細い粘土紐貼付狼、休部羽状抑文の愛形文械とⅢ群とⅣ群の特色を併せ持つ土器で

ある。繊維は混入しない。体部だけから判断してⅢ群としたが、口縁部形状はⅣ群に属する。粘土紐が刻み

を持つのであればⅢ畔からⅣ群にかけての1:勝、刻みがないのであればⅣ群の土器であろう。

●第Ⅳ群前期中葉から後葉の土器(390～517)

殿も出土ftの多いﾆﾋ器群である。特に包含肘lでの州士が目立つ。分類は主要な文様によI)5つに大別し

た。粗製土器は6類、底部は7頬として褐戦している。これらの土器のうち前期末葉から中期初頭に位置づ

けられるものを含んでおり、後に考察でまとめたい。

○l額一本沈線による施文を主体とする土器（390～401)

円形を描くもの(A:390～394)、縦位の短沈線を描くもの(B:394～396)、屈折直線文となるもの(C)

山形（鋸歯状）沈線となるもの(D:398～401)に分かれる。

390は肌折III線文に円形の沈線が猫かれる平I･I縁の深鉢で、 393は小瑚でやや内湾する浅鉢と鞍えられる。
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394は円形の竹管による刺突の下位に縦位の短沈線が描かれる。395はやや外反する土器で次の形式につなが

るものか。396は刺突状の沈線が連続する。398～400は口縁部下位にIII形の沈線が巡る例。401は箆状工具に

よる浅い横沈線とlll形沈線が描かれる。

○2類竹管による刺突文と押し引き文を主体とする土器

竹管の先端で刺突されるもの(A:402～412)、竹管以外の刺突が施されるもの(B:413･414)と半蚊竹

管などで押し引きされるもの(C:415～418．420･421)と、その他(D:419．422)を当戴とした。

402～405は輪切りにした竹の先端を刺突している。そのうち402は縦位の沈線で接続される。406は'二l辱部

を連続刺突している。408はやや斜位からの連統刺突で沈線を伴う。409と410･412は半裁した竹管を連続刺

突している。そのうち409は半裁竹符の背而沈線が引かれる。412は爪状の刺突にも似る。 415はくぼみを持つ

平口縁で、半裁された竹管で方形の文械を描き、中に縦位の波状沈線を2爪位以上充蝋する。416は外反する

口縁の頚部に横位に施文する。418は押し引きにより円形文棟を描く。420は縦位の押し引き文で、 421は420

と同類の土器で、422は刺突状だが側面圧痕かもしれない？

○3類半裁竹管による沈線文を主体とする土器（423～436）

Aは波状沈線となるものである。423は縦位の波状沈線と縦沈線が引かれる。425は横位の波状沈線と縦位

の沈線が交わる。Bは山形沈線となるもの。427は鋸歯状沈線の頂部を押し引きして刺突文状の文様を作り上

げる。429．430は山形沈線で430は波状沈線が途中からIII形沈線に変わる。Cはその他の沈線文で431～433は

蕊形や111形の文橡を‐･飛諜きで砿下げている。435は縦位と横位の直線沈線が交わる。

○4類粘土紐貼付を主体とする土器（437～492）

A:刻みまたは刺突のある細い粘土紐を貼り付けるもの(437～445)

437は小型の深鉢で弱い半裁竹管による沈線ドに口縁を巡る粘土紐が貼I)付けられ、一部円形に枝分かれす

る。438は内湾する浅鉢？の口縁部で細い粘土を折り曲げて、 S宇状の文様を迎統させる。439は沈線の下に

折り曲げた粘土を貼I)付ける。441は沈線の施された粘土紐の周りに貼る例。442～445は口縁部を細い粘土紐

が巡るもので、その下に442は半我竹管によるX字状の沈線、443は山形沈線、444は刺突風の短沈線、445は

横位の押し引き沈線が施されている。刻みはすべて粘土紐に対してifWIIに刻まれる。

B:刻みのない細い粘土紐を貼り付けるもの(446～4")

・446～452は外反する口縁部の内側と外の体上部に粘土紐を貼り付けるものである。すべて小型の深鉢と推

測され、粘土紐は波状もしくはハート形などを坐調とする。446はちぎって貼I)付けたような鋸歯状、 447は

波状、448は太い粘土紐と細い粘土紐が一体化する。449は口僻部裏に鎚何学的な文嫌を織りなす。450は口縁

部裏が鋸歯状、体上部が波状、 451と452はハート形をそれぞれ貼り付ける。453～460は表のみの貼付。453は

外傾するが外反しないもので波状、454は3段の鋸歯状の粘土紐が巡るもので、大型の（粘土貼付としては）

深鉢である。455は内湾する洩鉢か？457は交点にボタン状の粘土紐がみられる。

461～464ははしご状や格子目状の粘土紐を貼り付けるもの。461は浅鉢の可能性がある。462は波状口縁、

463ははしご状とX状で榊成される突起を持ったもの、464は3～4単位の突起を伴った波状口縁ではしご状

を雅調として様々な文様が施文される。465や4“はハート形を雅調としたものである。

C粘土紐貼付と巻き貝による刺突が伴ったもの（467.468）

D刻みや刺突のあるやや太い粘土紐を貼り付けるもの（469～483）－いわゆる隆帯一

469～471は円形の刺突文（竹管？）、 472～475は箆状工具もしくは爪状の刺突文、 476は口縁すぐ下の隙体

に斜位の刻みが入る。477は指頭脈換、478．479は縦位の粘土紐がほぼ正直に刻まれる。4帥は辿続押引き文、
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481･482は棒状工具による深い刺突文が施される。483は竹管文に指頭圧痕が伴うもの。

E刻みのない太い粘土紐を貼り付けるもの（484～489）

484は波状を里するものでハート形の貼付、485は渦巻状に貼り付ける。487はアーチ状の突手と突起の付い

た球胴の鉢で、菱形に貼り付ける。488と489は渦巻やS字の粘土紐内を沈線施文する。

F縄文の充塊された太い粘土紐やその他(490～492)

4”は突起から垂下するS'ｻ:状の粘土紐に繩文を光塊する。491は方形となる。492は刺突のある粘土紐で隆

補から垂-ドする。

○5類突起もしくはアクセント状の粘二l紐貼付類（493～512)

口唇部に突起を施すもの（ア）や粘土貼付の中でアクセント風なもの（イ）をまとめた。493．494は刺突

のあるドーナツ状、495～497は渦巻状となる。498～500は刺突や沈線を施したS字・ハート型突起である。

501は正面を向いた2つの菱形渦巻状突起が体部でX字に交差するのではないかと思われるもの、502はボタ

ン状の突起で、503～506は羊頭状や波状の粘土紐貼付が大きく単一となるものである。そのうち5“は巻き貝

による刺突が観察される。507～512にアクセント風に装飾体を貼I)付けるものをまとめた。"8は突手状にな

るが、装飾体とはいえないかもしれない。512は2つの術が特徴的な波状口縁となる小型の土器である。

○6類粗製土器（513～517)

出土届位や器形あるいは文梯から前IU川』葉から後紫に比定されると判断した土器である。

○7頬底部脅料（過柵内のみ）

●第V群前期後葉から中期初頭に属するであろう土器群（518～536）

大木6式や7a式に比定できるものをまとめた。Ⅳ群の中にも一部含まれている可能性が高い。

○1類口緑部を肥厚するもの(518．519･521～524)

ボタン状貼付の518や刻みI1を施す太い幟|fを持つ519･522や太い隆補と沈線文の521. 523は、大木6式に

比定できるものである。ただし524おいては定かではない。

○2類その他の沈線文の土器（520.525～536）

沈線文や粘土貼付を施す520や平行沈線や縦あるいは械位の鋸歯状沈線を施す526～532、竹符刺突の533.

534、縦位迎続沈線の536までは大木6式に比定できる。525.535は大木7a式と考えられる。

●第Ⅵ群異系統土器群（537～540)

○1類前期前葉の土器（537.538）

円筒下珊式土器に儲似し、繊維の混入することからI'I筒下層a式土器と捉えた。

○2類前期中葉の土器(539･540)

539は諸磯b式の縁孔土器の破片で、、緑部に浮き線文が観察できる。540は福島県綱取貝塚の資料から諸

磯式の土器と捉えた。

●第Ⅶ群中期から後期の土器（541～547）

541～545は中期中葉から後業にかけて、 546･547は後期中葉から後葉の土器である。

●第Ⅷ群時期の畷昧な土器（548～559）

548．549は|刈一個体と思われる。非術に蔀いが焼成はよく早期の可能性がある。550･551は前期初顔か。

552～558は不明だが、前期II]葉の可能性が高い。559は繊維が多く混入する内湾の浅鉢で、底部まで施文が残

る。口縁部は結節文と細い粘土紐貼付である。前期初頭か前期中紫のどちらかに属する土器である。
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●第Ⅸ群底部資料(560～575)

Aは底部施文のないもの(560～566)、 Bは底部施文がみれるもの(567～571)、Cは尖底(572～575) と

なる。561は前期後葉に帆するか。562は大きく膨らむもので球胴深鉢の底部かもしれない。571～575は早期

後葉から前川前葉にかけてのもので572は乳弧状に膨らむ。

（5） 出土石器・石製品・土製品鋪68図～80図写真図版58～67

2年間の調査で、大コンテナl箱の石器・石製仙が出土している。遺柵外の石器を中心に紹介する。

①個錐（642～658）：37点の出tのうち、31点褐紋した。柳葉形は"2の1点のみ。654･655が基部形状が

平鵬となI)、ほかは少なからず快I)をｲjするが例4のように深いものは少ない。産地は過柵内の641が北海道

赤井川産である他はすべて北上山地賑で、石材は大部分が頁岩であるが、一部凝灰岩や砂岩がある。

②石匙（659～708?）：出土は65点で掲絞は59点。包含胴lでの出土が多い。すべてが北上山地産の頁岩で

ある。縦形のもの（659～681 .683～687）と横形（682.688～697)、また縦形で断面形が桁円形状のもの

(698～708）の大きく3棚類に分かれる。縦形では､|4m形が左右通うものが多いが、小型の"5\678は左右同

じで、「切る」よりは「突き刺す」用途を想定できる。また686は石錐の可能性もある。687は釣針？。横形は

682を除き大きさがそろっている剛がある。断ili形桁円形状のものにはつまみ部が大きい"8のようなものと、

小さい706のような2棚顛があI)、〃l途の迎いが考えられる。

③石箆（709～713？・714）：箆状石器はIHI:すべて掲戟した。そのうち712は石鮭の未製品、 713は尖頭器

かもしくは石匙の欠損品か。

④尖頭器(715～718) :出土II&すべて掲縦。716は堆郁がなかご状に作られており、些部の縁辺に装新痕と

見られる不規則な剥離が観察できる。

⑤スクレーパー (719～762) : 116点出土した。遺柵内外で比絞的剥離調整の明確な58点を登録し、うち42

点を図化(16点は写典掲紋のみ）した。イi材.はほとんどが地元産の頁岩である。736･746･761は石匙の可能

性がある。719～722は比岐的大きく丁寧な剥離i淵稚を施す。

⑥磨製H斧(763～767) : 5点川上ですべて掲職。4点が鵬部のみ、 1点が刃部のみの出土で完形砧はな

い。766は断面形に厚みがあり大型になりそう。767は使用換が認められる。

⑦礫(iW# (768～786) : RAO9と包含脚l l:位に出土が多い。避柵内外合わせて凹石2点、敵石l2点、聯

"13点の掲戦である。敵石には小型のものが多い。781の脚禰はIT1形に雛形しており石製品かもしれない。

782の磨石は近世の産業に伴う可能性がある。

⑧石核？（787）凧1，石と見られた787は、分析の結果カルシウムを50%含むガラス質のもので、製鉄など

に伴って'k成するスラグの敵であることが判IﾘIした。よって細文時代ではなく近世の遺物となる。

⑨礫器（788.789）：788は礫石斧と考えられ、刃部の先端が細くなる。便川換が謎められる。799は片刃

の打製石斧で基部がややへこむ。 788は斧のような役削、789は鉈のような役刑を想定する。

⑩イi製IIA (7"～797) :790. 791は挟状耳飾I)で欠拙が見られる。792は穴のあいた荷剣風のアクセサリー

で不明の石搾（793～795）も同額か。796は現状石斧状で挟状耳飾りの米製IW!かもしれない。797は軽石製で、

頂部に3つの穴があいており人顔にも見える。アクセサリーの一櫛か、それとも石偶か、不明である。

⑪土製品（798～800）：798は小剥ミニチュア1:器の破片。799は綾耕文の800は表喪縄文の円髄状土製品で、

時1Ⅲは799が前川前業、 800が前期初砿と拶えれる。
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毎￥ 仮箭 IH二蝿点 層位 圏棚 怖 位 観 攪 胎土 分訓 偏考

I ２ RAO1 珊土BI! 深鉢 1号I緑 うちそざループ文？ I‘･R 繊維少 mlB

2 3 RAOl 囲土1II 澱鉢 口緑 小波状形？ 径5国ほどの孔羽状縄文 幽維多い mIc'f

3 】 RAOl 埋土肌色土 深鉢 口緑 折返し状に肥厚させている口唇部L.R 繊維少 m1D

4 4 RAOl 埋土UI' 深鉢 休部 棋節斜縄文しR,L 繊維少 m1D

一
句 10 RAO2 凪土中 深鉢 体郁 綿状工共で押し引き（巡鏡〉 羽状繩文 狼維少量 Ⅱ，

6 鋤 Rハ似 馴土1I8 深井 体郁 餌H状蛎糸文内IMiにスス m2B

７ 6 RA唾 MM:18中 源鉢 口緑 口嚇部揃卿I畠批による澱み孔 m2DT

8 7 RA" 皿土中 深鉢 '二I緑 I冒1唇郁巡綻した術煎圧痩槙他R・L 繊維少量 m2Dア

9
』
抄 RA" 埋土中 深鉢 に1緑 折返し状に肥厚きせている縄文を充塊磨り浦し 繊維話？ m2Dr>

10 11 RA" 埋土81' 深休 休部 半奴？竹管による沈線槙槻三曲形状か m2Do>

l】 16 RA鯛 埋土下 漁鉢 休郁 帖叩羽状縄文もしくはループ文？ m1B

12 18 RAO3 埋土.ド 深鉢 休部 紺叫鯛状縄文 体118央祁に弧I)川しを排つ醤形か 繊維多い m1Cア

3 19 RAO3 埋土下 深鉢 体郁 紬火の羽状靱文で、菱形の文嫌を作り出す 俊維多い mlc'f

4 皿 RAO3 岨土II1 深鉢 口緑 少し外慨する（小型採鉢か？） L-R斜位 繊維少量 miDo>

5 15 Rハ鯛 馴土II】 深鉢 '二I緑 小波状(1I1形)口繰描糸文耀位粘土紐貼り付け刻み m2AT･

6 3jI RAO3 肌土 祁鉢 I言蝿 やや1MそぎのI息1孵郁 I目I嚇部にLrrの服拠文(撚糸) L.R Ⅲ21〕0ン

7 21 RA" Ⅲ土下 深鉢 休郁 l1姓沈線文 小石拠入 12A

8 37 RA" 埋土･ド 深井 体郁 典強沈線文 小石拠入 12A

9 36 RAO,1 埋土.ド位 漁鉢 休部 R,L斜位内面に条痕？ 繊維？ 15

20 25 RAI)5 肌土I1' 深鉢 休部 I銀R内miに細文？ 繊維多い 14

21 26 RAI)5 MI21:8IU 槻鉢 休部 羽状帆文0段多条上1.rr下I(II 繊維？ mlCﾌﾞ

22 訓 RAO5 馴土 深鉢 休郁 鋤:状巡畑飢文もしくは網【I状撚糸文 m2c

23 Z2 RA〔蝿 堀土 深鉢 口緑 小さく外反する不塾撚糸文 繊維？ Ⅲ 八

24 卿3 RAO7 珊二l:下位 拠鉢 形 太い粘土紐貼付樅一本沈線による円形の施文孔小型の斑？ Ⅳ ハ l柵の開？

25 3鯛 RAO7 *ui 深鉢 休部 』や外腿附Iﾘ状の沈組文(X宇状？） 円形の坑線文L･R Ⅳ A

26 370 RAO7 剛士 深鉢 側線 平1ﾃな斜位の勉沈線 Ⅳ B

訂 3鯛 RAO7 床ihi～床下 深鉢 体郁 一本沈線による方形？の文像 Ⅳ C

28 郷 RAO7 床(一括） 深鉢 口縁 tlil)通し口線頚部波状沈線？ W3A

”謡1 RAO7 珊土 深鉢 口縁 小城竹祷による沈線(X*) W3C

30 ”1 RAO7 風土下位 禰鉢 口緑 外反乱枢な沈線文 W3C

31 雑 RA的 床面上 深鉢 休部 ややキャリパー期みのある粘土組貼付ハート形の貼付が一体となる Ⅳ‘1A

32 弼7 RA的 床面上 深鉢 体郁 外灰？ S字状の粘土紐貼付山形沈線刺突文 Ⅳ‘1B

33 識 RAW 床上 深鉢 I言1縁 大きく外反するに1唇証太ぃ粘土糧裏面患い粘土紐貼付口縁部菖文 W4B

31 378 RA町 淵二1:下 深鉢 体郁 キャリパー粘土紐貼付（はしご状F1形波形) I.･R 小而多い W4B

35 393 RAO7 剛士 深鉢 ロ繩 大きく外側し外Ⅸ 波照の細い粘土紐貼付 W4B

36 746 RAO7 床而 深鉢 1~1脇~{躯 波状の突起 I胃I唇郎折釧圧拠幅が統一きれた綾絡文 Ⅳ‘lB

" 7蝿 RAO7 床而 深鉢 ､鰍~I躯 Iﾘ形のあるハート形の突起口唇師巡統の刺突捜絡文？ 摩滅激しい Ⅳ4B

郷 燕 RAO7 床一括 派鉢 口緑 ドーナツ状の装障体口唇郁に連続の竹管文原体圧換 W5A

的 7鯛 I(AO7 床面～床.ド 深鉢 n級 2対の白状突起抵糸？ W5C

40 銘7 RAO7 塊土 祁鉢 口緑 刺突を施したボタン状突起 W5D

41 377 RAO7 皿土 漁鉢 I言I緑 山形I冑I緑綱Ⅱ状繊糸文 W6A

42 別9 RAO7 床面 深鉢 口緑 やや外腿する網目状燃糸文 W6A

43 鯛1 RAO7 期上 深鉢 I:1" 小波状？網目状撚糸文 W6A

44 753 RAW 床面 漁休 1ｺ締 斜他の祖師斜側文と綬絡文 W6B

45 756 Rハ的 肌土下位 栩休 口緑 間略きれた縦絡文しR内面ｹズﾘ鋼砿 W6B

46 765 RAO7 床間 深休 体郁 体.上部がやや弧る器形？綬絡文雑な斜縄文 W6B

47 757 RAW 床而 深井 休部 753と同一個体 W6B

48 762 RAO7 堀土･ド位 深井 作・底部 戦締文内煤 IVOB

49 7帥 RAO7 加土.FIM 深鉢 庇郁 綾絡文曲線的に血ち上がる小剛の通の､『能性もある ⅣGB

5(） 77(）RA()7 床Ⅲ 漁鉢 '二1組 小11の漁鉢口織郁縦絡文体郁 IIIIの頚いた斜繩文L･R IVCI)
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誰号 仮昏 出土亀点 瑠位 蒔仙 祁位 観 察 脇士 分顛 備考

51 751 RAW 床if 禰鉢 I~W やや外Kする口緑口弼部円形刺突(･1爪位)1*1郡がやや膨らむR.l.剛セ IV6C

口
③

ワ
己 752 RAO7 剛I 深井 l llf 11僻郁揃蹴圧痕による小波状の1~1" IV6C

53 7劃 RAO7 床I 深鉢 口緑 底郎で絞り込みが大きい8？111位の突起状の揃鯛圧猟鞭な縄文 Ⅳ6C

訓 7‘18 RAO7 蝿」 深鉢 I1" 11唇部箆状l:具による押し引き小波状口縁 Ⅳ6C

－
３

戸
ひ 猫3 RAO7 床而 深井 n緑 、唇部刻み磨消粘十組貼付痕 小而多い W6C

荻i
~ーP

J5Xp RAO7 即土ド位 深鉢 1.IM 小波状 l(.1"体上郁で最大径となる器形か？ 内煤付鞠 Ⅳ6C

P~

勅』 7‘17 RAO7 床mi 深鉢 ｢I紬～休部 小型やや波打つ口総R.L斜位 Ⅳ6C

銘 7鯛 RAO7 床Ⅲ』 深鉢 【I稚～休部 やや外反する 2個1吋のs字状突起が4単位か口紬ド燗iri W61)

59 767 RAO7 床面 深鉢 半完形 ほI麺厳的にあがる小波状1歩RMIM II縁郁下贈消底郁でやや几みを持つ Ⅳ6，

Ⅸ） 379 RAO7 皿土 漁鉢 n緑 やや内そぎの口縁脱体IHK 臘維？ Ⅳ61）

61 759 RA07 床面 深鉢 体協~服陥 L･R内曲やや赤くしまった感じのする体協調と|‘1－冊体の叩脆性が大きい iV6D

62 776 RA07 床l1 洩鉢？ 伸陥~眼陥 ややキャリパーする器形か0段多条と11l節の斜繩文 Ⅳ7 棚の粥？

63 773 RAO7 I ド位 深鉢 体脇~庇協 張り出し大きいやや内湾して虻ちkがる底部施文なし Ⅳ7

64 7晩 RAO7 州1 ~ド位 深鉢 庇郁 やや張り出す上部で丸みを持つ59の底部の可能性がある． Ⅳ7

65 774 R八07 床m 深鉢 服部 ゆるく弧り出しほぼ垂血に立ち上がる無文もしくはIWil'l Ⅳ7

“
~守戸

ダイ励 RAO7 床面 深鉢 服部 拠りlllし臓く組やかに立ち上がるややlLげ底風 Ⅳ7

67 777 RA()7 床Inj 深鉢 底部 やや級I)出し少し外反して立ち上がる爆文 Ⅳ

銘 7沌 RAO7 床而 深鉢 底部 大きく譲りⅢす大きく外反して立ち上がる鋤の嚥郁？ Ⅳ 写真なし

的 7鋤 RAO7 床而 深鉢 底部 ゆるく張り川しほぼ垂i価に立ち上がる黛文もしくは職W Ⅳ

70 781 RAO7 床而 深鉢 服部 弧りIIIし驚く級やかに立ち上がるL,R ハ『

71 7弱 RAO7 床im 深鉢 庇部 庇に樅らしき猟跡無文 n’

72 375 RAO7 Mi: 深鉢 u縁 渦巻状の沈線文と突起 ､'、

73 4銘 RA" 埋土 深鉢 体部 原体側面舵痕押し引き文羽状抑文 繊維？ uDア

74 .I鋤 RA侭 蝿､l: 派鉢 体蹄 蝋体側【m圧換押し引き文羽状繩文 幽維？ nDア

~■■

J功 』1野 R八蝿 蝿’ 深鉢 体郁 抵糸文 1．.R 繊維拠人 、1A

76 ､826 RA(閉 皿I 深鉢 体郁 靴蝦のない羽状繩文 幽維拠人 、ICア

万 ‘131 R八〔賂 即I 漁鉢 1IM 11辱部原体圧痩 繊維？ 、1，ウ

78 ‘l鯛 RA" 蝿I ~ド位 深鉢 11fa 撚糸文と羽状縄文？ 臘維？ m2Aウ

79 671 RA的 I墹 深鉢 n緑 やや外反口碑部斜位の連統沈線不整燃糸文 m2A'7

80 723 RA【X） 2～3咽 深鉢 I I" 1 1ﾔf部術煎圧疵撚糸文 m2Aウ

81 71 RA(X） 2～:咽 汲鉢 、絶 ほぼ恥匝に外滴(外腿)する。網Ⅱ状燃糸文 幽維？ Ⅲ2B

82 718 RA的 床而 深鉢 体郎 原体の大きい木目状撚糸文 俄維？ Ⅲ2B

83 730 RAO9 床而 深鉢 体郁 木lj状撚糸文 Ⅲ2B

84 816 RAO9 床mi 深鉢 体郁 斜位の綾絡文？ もしくは結節郎を残すもの m2B

85 413 RAO9 j吐唯~味間 深鉢 1_1" 2条ずつのS'ド状巡釧沈文 m2c

師 722 RA的 床 深鉢 l" 山形I 1" I-1唇部竹祷による刺突文沈線靴懇縄文 m21)7

87 811 RA的 床而 添鉢 口緑～{郷 小波状口縁 1I1形突起上竹管による刺突 1_1唇郁箆状]:典での刺突1．.R 繊維？ m2D'i

艶 401 RA" PIJI1 1: 添鉢 口縁 3連続の折り返し口縁？ m2Dウ

棚 717 RA" 床lli 深鉢 I IIf やや外反斜細文R､L Ⅱ121)ウ

Ⅸ） 410 RA〔X） 床1li 深鉢 体剛 納取のない羽状側文 Ⅲ21）

91 810 RA(X） 床Ihi 深鉢 IIM やや外傾波状口縁指醐圧狐 ・本沈線による大柚な文級 Ⅳ1A

92 4妬 RAⅨ） 測土2増 深井 体上部 一本沈線による鋸歯状(山形？）の文傑 W1B

93 411 RA的 埋土2燗 深鉢 口縁 斜位の一本沈線 W1C

4Ⅸi RA" ID2 深鉢 I~1" 一本沈線による階段状の文橡 ﾊIC

95 .l“ RA的 皿土ド位 深鉢 体筋 f殿竹管による迎統押し引き文 Ⅳ2C 単､の噸？

“‘118 RA的 MI:2M 深鉢 体筋 細い粘土紐貼付はしご状？ Ⅳ4B

97 412 RA的 n.l:'F他～味閲 添鉢 LI# やや内そぎの口縁術頭圧痩きれた太い粘土紐貼付 Ⅳ‘lC

兜 818 RA的 2～3増 深鉢 休部 刺突の随きれた太い帖k紐貼付ひし形文概？ n，‘1C

”‘I的 R八” MI:下位 深鉢 体郎 術釧圧槻された太い粘土組を欄位にされない粘土紐を円形に貼りilける Ⅳ4，

l(期 ,1鋤 RA〔X） 珊土~ド位 深鉢 体筋 太い粘土紐を制懇状に貼り付けるL､R斜位 Ⅳ4，
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層\ 仮層 出t哨点 層位 器瞳 郁 位 観 察 胎土 分翻 備啄

101 4 7 RA的 剛土2層 深鉢 lllif S｡恢状突超繊緒文 W5A

102 8 5 R八脚 床mi 深鉢 形 S'i2状突起(刺突） 合い撚り R.1･ W5A

103 8 ２ RA" 床面 深鉢 [1緑~体協 揃剛IE鯉による小波状の、縁 Ⅳ5C

10，1 4 I RA的 埋t2層 深鉢 口縁 2対のボタン状突起内煤L､R Ⅳ5C

105 4 6 RA的 蝿士2層 深鉢 口緑 ほぼ眠【r[に内滴する R-I‘ Ⅳ51）

l(Xi M 9 I(A" 床血 深鉢 脹拙 103の庶祁のII1脆枇が高い Ⅳ6

107‘133 R八
ワ
】 蝿上 派鉢 体師 納東のない判状縄文 幽維批人 Ⅱ，

l鯛‘131 RA
り
】 埋上 深鉢 体部 結叫〔のない羽状縄文で〈の字状に堀曲する体錨 繊維混入 Ⅱ、

1脚 侭9 RA
ワ
】 蝿土下位 深鉢 口縁 波状据糸文作・箆状工具での刺突又 僅維？ Ⅲ2A

110 673 R八
リ
』 埋土ド位 深鉢 1 Ifa 1ll"I_1緑の、部刺突u辱郎斜位の速鶴爪形状刺突撚糸文 m2Af

111
Ｐ
『
切

り
』

【
〃
， RA

、
〆
》 床而 深鉢 11ff l｣縁陥峨k師に爪状判突個糸文 m2Aウ

112‘鯛2 RA
ゆ
』 埋土下位 深鉢 、緑 11 盤な燃糸文 1号I孵祁刻み m2Aウ

113 郷 RA 2 埋土下位 深鉢 体部 Ⅱ 砿化された綾絡文 m2B

11‘1 727 RA
、
畠 蝋k下位 深鉢 口縁 I 艀郎兎状正典押し引きで小波状を成すL-R斜位？ m2D7

115 820 RA リ
』 埋土ド位 深鉢 11線～体部 測く外腿する砿位の結節文 小荷拠入 、2，

I ７ I《A 2 ド化 深鉢 体上郁 湖岱状に太い帖1級を貼I)付けた形跡を持つ Ⅳ4，

117“1 I《A ２ 蝋上･ド位 深鉢 u線 S字状突起 Ⅳ5A

118 543 RA 4 塊土 深鉢 体節 炎裏側文災縦裏横位の羽状繩文( I製舳？） 15

119 副41 RA‘1 埋土 深鉢 u縁 小波状？ 木tl状撚I)糸文 Ⅲ2B

l鋤 441 RA ‘1 即I 深鉢 1J" -.本沈線による1I1形沈線文 ⅣlD

121 515 RA ‘1 埋昌i 深鉢 1W 竹待での斜位の連縫押し引き文 W2C

I型 5:17 RA .I "l 深鉢 体上銘 半奴竹祷による槻沈線と山形沈線 Ⅳ3B

l塗 5112 RA 4 埋土 深鉢 1I" 外側して外反波状太い粘土紐貼付裏面細い帖i:紐貼付 W4B

12‘1 821 RA 4 埋l 深鉢 口緑 台状に突llける口縁上郎にS字状突起斜位の綾絡文もしは紬節侭l) Ⅳ5A

lZ5 538 R八 4 Ⅲ」 深鉢 i~Ifi 波状1 I鰍細の広い縦絡文 Ⅳ6B

126 823 RA 4 岨」 深鉢 『1緑～体節 IⅢ隅が統一された縦絡文R､1． Ⅳ6B

127 82‘1 RA 4 埋土 深鉢 底部 小ﾉM派鉢もしくは大きく花弁状に開く器形の脹蹄 Ⅳ7

128 541 RA 4 床面 深鉢 底部 爆文ほぼ駒世にゆるやかに立ち止がる Ⅳ7

129 851 RA 6 埋髻I 深鉢 休部 炎裏側文炎喪L､R斜位 14

130 43(）I《A 6 州’ 漁鉢 1_I" M(体叩面川;M( I袈減激しい 繊維拠入 nBT

131 443 RA 6 "_1 l増 深鉢 体郎 刈状仰文 幽維拠入 、，

132 437 RA 6 蝿二I 深鉢 u縁 n織部ｲ噸撚糸文羽状繩文？ 幽維混入 Ⅲ1A

l郷 判4 RA 6 蝿上 深鉢 口緑 斜繩文R・L 独維多い ⅢlDウ

l卿“2 RA 6 蝿上 深鉢 u縁 11艀部剛体IIi蝋斜繩文L－R孔 繊維多い ⅢlDウ

l獺 ‘1’12 R八 6 H1士 深鉢 【.I紬 刻みのある太い粘I紐貼付L・R W･1C

l妬 ･136 RA 6 蝿上 深鉢 庇郁 災庇 繊維拠人 ⅨC

137 M6 RA ７ 埋土l層 深鉢 口緑 不塾撚糸文 繊維混入 Ⅲ1A

l錫 826 RA ７ 埋土 深鉢 底部 撚糸文面線的に斜めに立ち上がる Ⅲ2A

139‘1釦 R八 7 埋土3層 深鉢 11 'や外反綾織文？ しR m2B

MO 825 RA ７ ‘1闇 深鉢 11帷～休部 波状1 1I& 11絶郁暇消川隔の均郡化した綾鞘文(帖節文） Ⅲ2B

M1 449 R八 7 皿二M用 深鉢 休部 R-I.鞭何轆の地文のl:位を職肖正轆な撚糸文 Ⅲ2B

142‘117 RA 7 埋土3層 深鉢 休部 斜位の魁い連続押し引き文沈線文 繊維？ Ⅳ2，？

M3
P■再

ひ』 RA 9 埋l 2屑 深鉢 口縁 炎喪側文？ 14

1』1‘1 62 RA 9 Ml l層 深鉢 体陥 胤体側面唯棋 仙維拠入 ⅡB

145 別 RA 9 蝋i 1層 深井 体郁 非帖W(の;M状仰文 繊維少 Ⅱ，

l‘16
再戸

蹴》 RA 9 埋I l屑 深鉢 体郎 ループ文 楓維多い mlB

l‘17 詞 RA 9 蝿上 深鉢 体部 総菜のある判状繩文 鰹縫多い m1Cア

M8
リ
》

一
③ R八 9 理上 深鉢 、縁 やや内そざピッチリ縄文？ R･L 繊維多い m1Dア

M9 59 R八 9 ll1｣:2M 深鉢 体脇 胞状I:艸での斜位の巡綻押し引き文 似雑多い mlDz

l釦 524 RA鋤 堀土2闇～床閲 深鉢 n緑 Wr沈線11鍛祈脈文 ＃1砂 I 2C
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番号 仮付 llltl@点 咽位 溌棚 陥位 観 瀦 胎 i: 卜馴 愉考

51
《
ｊ
〃 RA20 1咽 深鉢 体祁 li餓沈線文物兇台式？ 細砂 2A

52 拭矧 RA鋤 jM-l:1W 減鉢 体郁 災裏繩文 恨継黒 ‘1

認 武）4 RA鋤 児鯉墹～床血 深鉢 体部 災裏側文炎R.I,槻位 裏斜位 幽縦鷲 ’1

51 認5 RA釦 "t2崎～康面 深鉢 体祁 表裏縄文 111湿形i二製品？ 繊維際 4

一一

麺 737 R八釦 l闇 深鉢 体祁 剛体側面陥痕斜勉沈線(人柄な施文） 幽紬争い ⅡBア

説i 527 I《A20 HI:2闇～味面 深鉢 【 IIA 小波状刺突 ：月状縄文（ループ文） 臘維拠人 IⅡ H

57 733 RA20 l制 深鉢 体郎 ループ文 繊維多い Ⅲ B

謡 5 RA20 "1:2脚～碓間 深鉢 LIM 外にやや折り返す結束1種羽状縄文 繊維多い Ⅲ Cア

59 530 RA20 jWI:2屑～床間 深鉢 LI" 内そざした平【｣緑平行沈線結束羽状繩文 繊維多い Ⅲ Cア

(X）735 RA鋤 埋土下位 深鉢 休部 刈状細文区愼iがあるのは前形式の名残か？ 繊維多い Ⅲ Cア

61 736 RA2() 2M床面 深鉢 体陥 羽状繩文聾形を成す 繊維多い Ⅲ Cイ

62 5鴎 RA2() 児｣:蝿~1K曲 澱鉢 1" I｣辱部ループ状の原体H弧斜繩文L･R 繊維多い Ⅲ 、ウ

“ 525 RA2(） 児1:2肘～隊血 羅鉢 口縁 内そぎ押し引き斜縄文L-R 繊維多い Ⅲ 、ウ

61 732 RA20 2墹床mi 深鉢 体部 櫛引文沈線文 繊維多い Ⅲ 、エ

65 3 I《八20 川上 深鉢 I_I" llil)返し1_1紬多雌竹管？による1I1形沈線 Ⅳ2Ⅲ

“‘17』1 RA2 i 深鉢 体郁 炎炎抑文R-L斜位 棚維？ I ‘1

67 ’171 RA2 肌I 深鉢 I I" ややキヘ'リバー脱体側面圧拠 幽維？ IIBγ

錦 465 RA2 塊F1 深鉢 口縁 斜繩文ITR斜位 幽維多い mIDw>

69 469 RA2 剛」 深鉢 体下拙 ｨ噸撚糸文 m2A

70‘1別）RA2 肌二1 深鉢 休部 不轆撚糸文 Ⅲ2A

71‘167 RA2 j｢R二1 深鉢 n鰍 迎暁抑しりIき文沈級文 ﾊ'21）

72‘1“ RA2 蝿」 深鉢 体ド部 尖庇？ 俄靴争い ⅨC

滝 4万 RA22 埋土 深鉢 n縁 ､\u縁短沈線原体側面圧痕 幽維少 ⅡBア

74 481 RA22 州l: 深鉢 I言1緑 キャリパー外そぎ原体側面圧猟 幽維？ ⅡBア

~P

砿》‘1棚 RA22 塊土 深鉢 体郁 節の大きい非紬東の羽状繩文 幽維批人 Ⅱ、

76 ･179 RA型 蝋t 深鉢 体脇 帖栄羽状蝿文 繊維拠人 mIcT

万‘1鯉 RA Mi: 深鉢 体郎 ピッチリ縄文疑似判状縄文？ 繊維1&人 、1 1)了

78 478 RA型 蝿1： 深鉢 体節 複節斜縄文L-R-L 幽維多い ml 1).f

79 4鶴 R八羽 MI:下位 深鉢 体郎 節の大きい非結束の刈状縄文 11 1〕

剛）‘197 RA泌 IWI:下位 澱鉢 1 IM 波状l l縁不笠燃糸文 槻維眺入 Ⅲ 八

81 副XD RA23 IM･1:ド位 澱鉢 口紳 1 I播陥刻みボタン状突起羽状抑文 幽維拠人 Ⅲ Cγ

槌 41脚 RA23 MM:下位 深鉢 底郁 羽状縄文底部施文平底 幽錐拠入 Ⅲ Cア

鼬 4妬 RA23 皿土.ド位 深鉢 体祁 組紐凹転文？ 幽維少 、、エ

桝 4糊I RA23 埋土ド位 深鉢 【~I$ 斜繩文L､R 繊維少 、I〕0ン

85 498 RA23 肌土ド化 深鉢 I1" 彼緒文がl1鍼化する m2B

86 502 RA24 t 漁鉢 {fMI ピッチリ細文 I(.I． 繊維争い mlDγ

87 5幅 RA24 埋二I 深鉢 体部 ビッチリ縄文？ R・I， 繊維多い ⅢIDア

88 510 RA割 卵二I 下位 澱鉢 体郁 体中央部で<の字状に屈曲するか 峻維？ m1 1)r7

89 504 RA24 肌二I 深鉢 ド師 斜繩文R,L 仙維拠入 mlD"

卯 鼬8 RA24 川I ←ド位 深鉢 _W 太い粘土靴貼付ﾛﾔ脇から粘:l:靴にIIX{*l1iUI I(.I'斜位 Ⅳ‘1 1）

91 512 RA25 JI!'I ド位 深鉢 ド郁 撚糸文ィL 糊維？ ul lA

92 851 RA25 期1 ~ド位 深鉢 ド雛 表繩文裏条痕文 1 4

93 514 RA26 州I 下位 深鉢 _I" 非納束の羽状繩文 繊維汎入 ⅢICア

94 518 RA26 肌」下位 深鉢 l鰍 波状折り返しl｣縁撚糸もしくは竹管による刺突 幽維多い ml I）ウ

95 513 RA26 剛1 F位 深鉢 』緑 やや外反 1..R内煤 m21)r>

(賂 517 RA26 埋占I F位 深鉢 11" 掴り糸もしくは斜位の脱体旺痕 m2Dウ？

97 31 Rml 埋土 深鉢 nH 波状口縁 羽状縄文 繊維多い m1Cア

98 32 RDOl 哩土 深鉢 体郁 羽状抑文ひし形文樺？ 似維多い 、ICア

1砂 銘 RDlO 慕坑床Ihj 深鉢 11綿～{＃侭 小波状n" 1~1織上郁不藍据糸休部羽状縄文愛形の文織 幽雄多い mlA

伽 ”RDlO 胤坑即I:0I』深鉢 定形 小波状LW111形突起の先増を指IM( 緒条帝爪痕 俄維少欣 m1Dウ
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昏号 仮曾 川上地点 層位 誇棚 郁位 観 察 飴 1： 分類 倫考

鋤1 知 R、3 埋土1I' 深鉢 体祁 非結蝋の羽状縄文 俄靴多い u4

鋤2 認 RD 4 jMI: 澱鉢 体部 節の大きい羽状縄文 幽紅多い n4

”587 RD 4 埋皇1 深鉢 '二I緑 やや外反撹引文？ 内煤 Ⅷ

劃Ⅱ 副6 RD‘1 蝿1 (上位）深鉢 体上部 斜縄文 Ⅷ

額 却 RD ‘I 剛I (上位）深鉢 体郁 斜縄文L・R Ⅶ

翼X； 嗣〕RD 6 肌’ 耀鉢 体上冊 蝋体側面脈痩押し引き文羽状縄文 独維況人 、Bア

207 謡1 RD 6 」 槻鉢 体祁 節の大きい羽状縄文 繊維多い IID

2船 劃8 RD 6 埋」 深鉢 n縁 斜繩文原体の大きいR,L 幽維？ ⅢIDウ

2鱒 副9 RD 6 即土下位 深鉢 凹縁 内そぎ斜縄文L－R 繊維挽入 mlDウ

2 0 5”RD 7 脇l:01' 深鉢 体郁 原体側而圧痕羽状繩文 蝋維拠人 nBア

2 1 錨2 RD 7 jlll:中 深鉢 1_l" 斜細文R.1､ループ文？） 繊維多い uI 1B

２ 少
】

PP再

靭⑪イ RI〕7 剛l刈！ 深鉢 I｣緑 不整の燃糸文 繊維？ 、2A

２ 3 591 RD 7 剛呉l:II! 深鉢 休部 木目状撚糸文 m2B

2 4 5錨 RD 7 jWI I:'l' 深鉢 u縁 u唇郎箆状工具による圧拠R－L 繊維？ m2Dア

２ 5 554 RD 7 M_l:中 洩鉢 1_1" 波状一・本沈線による111形の文械徹の可能性もあり WIA

2 6 592 RD 7 :II! 澱鉢 体部 ｷｬﾘバｰ斜位の.本沈線 WIC

伽
〆
》 7 弱5 RI）７ 川｣: l:1f 深鉢 l｣緑 やや外膜半数竹管による波状沈線S宇状突起 Ⅳ2A

、
〃
》 8 弱I RI）7 即土中 深鉢 11" やや外反する折り返し L､R IV4D

２ 9 597 RI）8 皿土ド位 深鉢 休部 節の大きい羽状細文 繊維多い 111〕

220 5紙I RI）8 期土 深鉢 I~11j 不砿の撚糸文 m2A

221 凱渕 RI）: 2脚 深鉢 1W 不轆の繊糸文n辱部刺突 m2A

リ
ー

ゥ
』

ツ
ー 5” RI)8 埋土上位 深鉢 体部 綾絡文 L－R m2B

223 5躯 RDl8 MI:≦ド位 深鉢 体郎 組紐回転文？ m2Dエ

型4 Ⅸ剛 RD21 期土『1’ 深鉢 体郁 羽状綱文 繊維少 m1Cア

225 ㈹1 RD21 肌上II# 深鉢 体祁 榎節制縄文（ピッチリ？） R,L-R 幽縦少 mI I)f

6“2 RI〕鰯 塊土8I@ 涌鉢 体拙 ;M状繩文 倣維少 mlcア

227”RD26 塊上0I' 添鉢 体祁 細い帖l:紐貼付（波状） W4B

趣 識 R、 埋土011 深鉢 口縁 口辱部刺突測沈線 Ⅳ5C

2羽 副0 RD釦 用I:l:IM{･M) 深鉢 f定形 交玩連続指頭圧痕による小波状、縁原体圧硬？ 1，.R n'5C

2劉〕郷9 RI)副0 叩土k位 深鉢 【 1鰍 脱体側而I1鞭押し引き文 ;M状抑文 繊維？ HBT

231 郭7 l(1)30 土上位 澱鉢 口緑 ループ文？ 繊維多い Ⅲ1A

232 570 RD30 l:l:1k 耀鉢 11ff 11唇部箆状I:具による押し引き R－L m2D4

2錘 錨8 RD30 "l北位 深鉢 口縁 山形の一本沈線 糊維？ ⅣlC

23，1 572 RD31 jtll 1: 深鉢 1 I" 111形、縁撚糸文 m2Aイ

235 574 RD31 jIII I: 深鉢 1_IM 枡り返し斜繩文 m2Dウ

236 帥1 RD31 3増 深鉢 休部 撚糸文 【M2ハウ

237 571 RD31 』[則： 耀鉢 口縁 11l形I 1縁無文 m2Dウ

2錦 劇陥 RD32 jW1:下位 深鉢 休部 ループ文？ 繊維混入 、B

239 ㈹5 RI)32 剛土ド位 深鉢 休部 羽状繩文もしくはループ文 繊維？ Ⅲ Cア

240 61(）RI)卿 剛土l:位 澱鉢 休部 羽状繩文(節の大きい、0段多抑） 倣轍多い 11 1

2‘11 帥7 RI〕郷 剛士l:位 澱鉢 体部 斜縄文L－R斜位 繊維多い Ⅲ I）ウ

242 6】1 RD33 蝿l北位 深鉢 底部 羽状抑文？ 底部施文 繊維多い Ⅲ Dウ

243“R、漣 埋土 深鉢 体部 撚糸文(木ti状もしくは埴曲） 繊維？ m2B

､1 612 RD 剛士 深鉢 休部 斜縄文R・L 幽雄il" 、IDウ

245 613 RI)39 塊土ド位 深鉢 体節 鯉位の木ll状燃糸文 m2B

246 割3 R、釣 蝋1:~ド位 深鉢 体筋 服整な綾絡文 m2B

247 844 RD釣 埋上.ド位 深鉢 体下郎 正整な綾絡文246と同一か m2B

割8 576 RI)39 瓜!fド位 深鉢 口縁 ｢I唇部箆状~[具での押し引き文斜純文L－R m2Dイ

249 577 RI)39 皿上ド位 澱鉢 剛§～体歴 小ﾉﾛ深鉢 111形u縁斜繩文L-R内煤 m2I〕ウ

2釦 578 Rl)39 I:下位 澱鉢 u緑 S.ig状突起斜繩文L・R Ⅲ21〕ウ



察

符号 世曾 出i:飽点 層化 瀞測 祁位 剛 醗 胎土 分顛 間考

251 579 RI)39 肌土ド位 深鉢 i_I" 凧体IM(による1 1嚇祁の施文竹粁文？ Ⅲ21〕ウ

252 卸 RD39 Mt.l:(&( ･M) 深鉢 体郎 太い粘土紐貼付愛形状沈線 Ⅳ41)

2認 847 RD11 埋」 深鉢 体郁 炎喪繩文 災 1.-1(内煤 14

2認 619 RD11 埋二I 下位 深鉢 体郎 斜縄文摩滅激しい 繊維黒？ Ⅷ

255 6鋤 RD41 理」下位 深鉢 体祁 斜繩文摩滅激しい 俄維晨？ Ⅶ

2弱 鑓I RI)12 剛1 ド位 深鉢 体協 刈状繩文？ 繊維拠入 mlc7

錫7 錨2 RI)45 典f 埋土 澱鉢 口緑 災裏側文 11弼脇剛体lli" 繊維黛？ 14

2記 認1 RD‘15 典{ 埋土 深鉢 体脇 炎畏抑文 炎澗状縄文 喪斜繩文 繊維黛？ 14

蕊9 7鍋 RD47 jM-l 深鉢 体節 峻絡文 1．.R m2B

2“ 7‘11 RD17 塊I 深鉢 1.1jf 1 IW郁術伽旺掘斜何文 m2Dア

261 7‘10 RD'17 期1 深鉢 1 IM 罵文 m2Dウ

262 742 RD47 埋土 深鉢 I二I緑 畑い帖t紐貼付 Ⅳ4B

2侭 74＄ RD48 埋土 深鉢 体郊 斜縄文 m2D'>

261 745 RD48 塊士 深鉢 体郎 黛文 m2Dウ

2“ 251 包含牌 Ⅶ屑 深鉢 体～服郁 尖庇刷下罵文刷上沈線文口線側V*(7～8本の沈線)を期n(M) 粗砂小行 1 1A 蛇正洞Ⅱ式

2“ 蔀2 包含牌 Ⅶ刺 深鉢 1II* やや内そざしたl』怖6～7の糾位沈繍 13乗のWi？沈織に棚仙の沈線 棚砂 1 1A

Z67 261 包含屑 Ⅲ～Ⅵ脚 深鉢 体郁 V字形の沈線 （5～6卒)段位の沈線 小ｲi多い 1 1A

2縄 2鱒 包含層 Ⅵ層 深鉢 休部 横位の沈線にV字線を充塊 細砂 1 1A

269 48 包含層 、屑 深鉢 口緑 W］緑口踊郁に3mlの爪形状文慣位と斜位のWf沈綴によるV字文様 粗砂 1IA

270 47 包含層 、闇~ド 漁鉢 I 1" 沈線文 I 仙i内仙位の魁い押ﾘ1文 粗砂 I lB

271 43 ⅥAlI "111m 深鉢 体部 沈線によって描かれたI叫伽形状の区間 小fj拠人 I 1B

272 51 包含層1 Ⅲ層 槻鉢 口緑 111形'二1線Ⅱ殻似緑jf猟によるWi文織位の連続lf批沈線孔 粗砂 12A

273 45 ⅥAlf Ⅶ隅 深鉢 凹緑 沈線によるlll形もしくは渦巻き状の文撤 区画内貝殻復縁文 細砂 12A

274 別 包含層1 、～Ⅵ闇 深鉢 n緑？ 縦位のIl"iM縁迎続lf孤文 粗砂 12A

275 42 ⅥAlf 検Ⅲm 澱鉢 休郁 沈線内にI和Wされた､俄肌縁文 祁砂 12A

276 44 WAlI 検川面 澱鉢 休部 沈線によって描かれたⅨ仙i内にⅡ樋脱線文 細砂 1 2A

277 55 包含層1 Ⅵ層 深鉢 1_lfu 11餓棡位羽状復縁II弧文 細砂 I2B

278 50 包含層1 Ⅶ届 深鉢 体郁 横位のM股羽状似緑圧撫文 粗砂 I2B

279 622 mA6d 検lⅡ而 耀鉢 #"l:WB 沈線Ⅱ般1圧文 粗砂 I2C

2帥 46 VIAII Ⅶ屑 澱鉢 体梛 沈線内の隙ｲWに刎みⅢ鯉1V圧文 細砂 1 2C

281 58 包含増1 Ⅵ闇上 漁鉢 、線 外そぎ状繩1I撚糸史 1 1孵部の1l"1WI弧と爪形の刺突 机砂 I2C
小瓢内遮
鮒‘蹴似

282 191 包含屑1 Ⅲ屑 深鉢 口緑 斜位の条狐文 粗砂 13

2邸 625 WAlOf Ⅱ脳 深鉢 休部 条拠・条蜘 祁砂 13

2別 623 mAld 検川面 深鉢 I二I緑 災裏側文rl辱部から炎R.I縦位喪仙位原体I可じ 幽維混入 14

2鶴 624 Ⅲハ2． 検出旧』 深鉢 1_1la 災要側文 1 1杯部から災R.L棚位喪斜位 繊維少 I ‘1

286 6銘 ⅣA1()f IIW 深鉢 l｣緑 炎裏側文災節の大きいR､L斜位喪胤体lulじ？ 繊維多い 14

2鯨 別8 IVA2d Ⅱ層下 深鉢 LI" 災裏繩文 災L､R(M(体の大きい） 外煤 繊維？ 14

2鯛 8釦 VA2d n閣下 深鉢 LI" 炎裏側文排り返し状口辱祁隙体冊弧R－L 繊維？ 14

2棚 3詞 包含闇2 m屑 深鉢 体郁 炎炎縄文 炎 ；N状縄文裏斜繩文 繊維多い 14

2Ⅸ〕弱2 包含咽2 Ⅶ層 深鉢 体陥 災典拠文災L-R糾位盛L.RIR 繊維？ 14

291 61 包含肘1 Ⅵ層 深鉢 体郁 炎疑縄文災1..R横裏L･R綴？ 繊維多い 14

狸 2侭 包含屑1 Ⅲ屑 深鉢 体部 条狐文？ 奥粂痕文 小而多い 15A 13？

2”鯉 ⅡA5d Ⅶ層 深鉢 体部 押しがた文？ 喪に条疵？ 細砂 15A

291 3侭 包禽層2 Ⅳ層 澱鉢 体祁 斜位の遊んだ円文平行沈緑文爪形状刺突文 細砂 15A

”5 2師 包禽眉 Ⅵ増 深鉢 体郁 仙位の巡綻沈線 細砂 I5B
I 1U》uI

腱粍イイ

軸“包含屑 、増 深鉢 体下郎 沈級内面にすす 写真天地逆 細砂 I5B
IZのtBJ

能悸イ『

鱒7 2鴎 包含層 Ⅵ層 深鉢 休部 枇位の魁沈線 細砂 I5B

郷 侭 包含屑 、燗 深鉢 口撒～体腿 小波状2本の平行沈僚側'二糾位の連続制突原体尚遊圧倒非結束羽状縄文 繊維多い ⅡA

郵“ 包含眉 Ⅵ牌 深鉢 LIId～刷郎 u郷Bうちそざ風格条葡旺典文 K1状r典による押し引き羽状縄文 俄維多い ⅡBア

弧、67 包含刺 Ⅵ駒 深鉢 u鰍 外内そざのl]弼郁緒条締旺醜文 繊維少 ⅡBア
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番号 砿岳 出土地点 屑位 器棚 部位 仙 烈 貼土 分薊I 附考

301 卿4 ⅢA制 検出m 深鉢 1ｺ縄 胤体側而1MI (HIIのないu弧で、砿？） 沈繍 幽維多い ⅡBア

302“7 mA4c 検出曲 深鉢 1ｺ緑 剛体側面眼痕沈線 繊維少 IIB7

303 707 mA7d m層 深鉢 にl緑 脱体側面1I弧斜側沈線 繊維少 HB7

釦4 侭2 VAlf Ⅱ層 深鉢 I言I縁 原体側面圧拠やや催めの沈線 槻維少 HB7

305 610 VA4h Ⅳ屑 深鉢 口緑 原体側而服疵斜迩沈線が簡略化される 繊維多い IIBT

知 侭9 mAlOf 検川面 澱鉢 1号I緑 凧体側Ⅲ雌血眼蝿によI)隙岨体を作る 繊維少 nB.f

”(矧3 WMc li111面 撮鉢 口緑 やや外そぎ原体側閥i圧拠Ⅱi似によI)R&fドを作る 繊維少 IIB'f

3鵬 侭6 ⅣA“ Ⅱ層 深鉢 口緑 やや外そぎ凧体側耐圧疵圧喚によI)隆起体を作る 繊維少 IIB"f

3鱒 710 mA7d Ⅲ層 深鉢 口緑 口唇部の押しﾘIき文以外はすべて蝋体腋疵で施文きれる。 幽維況入 HBUy

3 0“ WA7f Ⅱ層 深鉢 ロ縁 波状のキャリパー磯手状圧桝文Iﾘ形の粘土紐羽状繩文 隈雑多い HC

3 1 閲 包含層1 Ⅲ脳 禰鉢 '二1緑 醸乎状脈疵文 繊維少 ⅡC

3 2 侭8 mA2d 検111面 認鉢 口緑 大柄な朕乎状圧脱文が3条以.I撞文きれる。 繊維少 ⅡC

3 3 侭1 VA2g Ⅱ届 深鉢 口緑 厩手状Mi狐文 繊維少 IIC

3 4 217 包含層1 中揮上 深鉢 にI弧 原体圧狐に小きな刻みロ羽状縄文 繊維 Ⅱ，

3 5 271 包含層I ､層 深鉢 I目I縁 羽状縄文(紺叫!lf@) 繊維合む IID

3 6 和 包含層I Ⅲ層 漁鉢 体郁 羽状側文Iil--胤体L･R 繊維少 11,

3 7 71 包含層1 層位不馴 深鉢 体陥 羽状縄文帖蛎なし 繊維少 1ID

3 8 硯9 WAlOf Ⅱ層 深鉢 口縁 不整抵糸文L､R斜位(羽状縄文？） 繊維混入 、八

319 39 VIAIf ､層 小型深休 にI縁 小波状．l郷不整侭糸文一ド部し1tの斜縄文もしくは羽状縄文 椒維多い 、A

3鋤 銘 ⅥAlf Ⅱ屑 深鉢 ﾛ徹～{ド紐 上部】,の不笹掘糸文 下郁しRの斜細文 繊維多い 、八

蛇1 105 包含層1 ､層 深鉢 口緑 ループ文 幽維拠入 、B

蛇2 刷3 VAIf Ⅱ層 深鉢 口縁 ループ文もしくは綾織り文 凹維少 、B

諺3“4 VA1f Ⅱ層 深鉢 口縁 口唇認甲し引き文ループ文 幽雄多い 、B

魂4 l暁 包含層1 中揮下 深鉢 口縁 平縁うすでで焼成よし靴東羽状縄文 幽軽混入 Ⅲ Cア

325 鱈1 mA2d 検111面 深鉢 Ig1緑 爪状刺突文紺来羽状蝿文 俊雄？ 、Cア

326 卸 WA5d 【I層下 深鉢 にl緑 竹符での押し引き文羽状縄文？ 幽維？ 、Cア

327 刷1 VA4h 【I層~ド 深鉢 口緑 キャリパーに州曲する内そぎ羽状縄文 繊維多い 、Cア

3諾 72 包含層1 Ⅵ層 深鉢 体郁 羽状縄文給来あり 繊維少 、Cア

3”鰯 、A変 I層 深鉢 口縁 紬蝿羽状縄文葵形文搬 繊維多い 、Cイ

3釦 73 包含眉1 Ⅵ屑 撮鉢 体郁 羽状繩文納叩あI) 異形の形状？ 繊維少 、Cイ

認】 75 包含隅1 、屑 深鉢 体師 樅位の羽状縄文靴来あり謹形の形状？ 繊維少 、Cイ

麺2 湖1 包含層1 、層 深鉢 l｣腺~{畑 粗製（ピッチリ抑文） 幽維拠入 、、ア

認3 錨 包含層1 Ⅲ層 深鉢 口縁 ピッチリ細文、唇郁まで似節制縄文しR.L 繊維多b Ⅲ 、ア

334 侭7 ⅣA9C 検出面 深鉢 口緑 ロ弼郁から我胆節制繩文L･R.1.(ビッチリ？） 繊維多も Ⅲ 、ア

鋤5“1 mA4c 検lil面 深休 ロ緑 口辱郁服痕似節斜縄文 l･.R.1. 似雑多も 、】》イ

郷6“1 Ⅳ八I0I Ⅱ脚下 深鉢 口縁 口辱郁腿喚似節斜細文 IヂI《･I． 似雑多も 、1)イ

337 7M 包含屑2 Ⅳ屑 深鉢 体部 口辱部術珈圧拠似節斜縄文L･R･】． 俄維多、 Ⅲ I)'f

338 率 包含層1 、層下 深鉢 ､緑～{ド脇 平口縁爪節制縄文R.L薄手で非常に焼成よし 繊維多し 、Dウ

339 蝿 ⅣA化 nW 深鉢 n縁 やや外反内そぎ I目I睡郁胤体II弧斜縄文LR 織維多し 、Dウ

340 職 ⅣA鼬 1I層下 深鉢 '二1級 にI膵冊施状工児押し引き斜抑文“I？ 繊維多L 、Do>

劉1 2】8 包含層】Ⅲ層 撮鉢 作郁 桁肌旺桝文斜縄文？ 繊維含む Ⅲ D'>|r
1
伽

J1のuI
1l:〃I）

342 釦2 包含層1 Ⅲ層 深鉢 体部 I.R(強く） 唾換風に回帳させる 幽維多い 、Dウ

343 釦7 包含層I 、層 深鉢 体師 4本組紐による？ 幽維多い 、Dエ

訓4 672 mAld 検111而 深鉢 剛総 波打つIgl緑(小波状） 不埜撚糸文 Ⅲ2ﾊア

訓5 618 VA3g n脚 深鉢 口縁 波状不按撚糸文胆節斜細文I･.R･I･孔 繊維少 m2AT･

346 銘 包含層1 中押下 深鉢 '二I緑 小波状ロ緑口辱郎に刻み!］ 不慾撚糸文 m2A7

訓7 677 mA7d I層 深鉢 口縁 山形n縁口唇部竹醤による沈線撚糸文 m2ハイ

348 斜6 VA5h 検出面 深鉢 口縁 111形回線不藍撚糸文孔 繊維？ m2A,f

訓9 178 包含屑1 、隅 壷形 、縦－1郷 外剛にI総～甑撚糸文体部 R･L澗状？ 繊維？ m2Av>

350 322 包含層2 Ⅳ屑 深鉢 にI緑 1I1形1ｺ緑 にI孵郁斜他の刻み 小禰多い Ⅲ2A'ン
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岱号 仮勝 出土地点 層位 器樋 部位 剛 餅 胎 ′t 分馴 卿零

弱1 例5 mAIOd Ⅲ～Ⅳ闇 深鉢 口縁 不益撚糸文？ m2Ao7

352 御7 VA6h Ⅱ増 深鉢 1_I" やや折I)返し不轆な撚糸文水H状撚糸文の仙位？ 繊維？ 、2ﾊウ

3鼬 181 包含層1 m屑 深鉢 l脈~体郁 やや外反羽状側文冊に燃糸拠文 繊維少？ m2Aoシ

354 187 包含層1 中挿画 深鉢 n厳～体部 口唇部にへら状工具による刻目不整撚糸文 、2Aウ

3弱 196 包含層1 Ⅲ屑 深鉢 口縁～休部 S字状連鯛沈文不鞍撚糸文 Ⅲ2ﾊウ

3弱 ”0 nA5d Ⅶ屑 深鉢 体郁 撚糸文(柵位→斜位） m2A'>

357 31‘1 包含咽2 Ⅳ層 深鉢 口轍 小波状 綱ll状撚糸文 m2B7

3記 認0 包含間2 Ⅳ屑 深鉢 11** 鋼H状撚糸文 小4i多い m2Bア

359 2鋤 UA5d Ⅲ層 深鉢 口縁 小型綱目状撚糸文 m2Bア

3㈹ 2猫 包含層1 Ⅲ届 深鉢 【.縁～1郷 網目状撚糸文 m2Bア

361 3【吃 包含層I Ⅲ～Ⅵ墹 添鉢 I』鰍～体節 MI:紐刻み側 綱ロ状棚糸 m2Bア

362 捌)5 包含層1 、増 深鉢 ほぼ定形 1_1緑外餓 1_1辱部折（爪形？）刻み11 MII状撚糸 m2Bア

3“ 791 包含層2 中揮ド 深鉢 凹縁 やや外反するI_1縁綾緒文地文糊い斜繩文 m2Bf

3“ 792 包含層2 Ⅳ層上 深鉢 口縁 やや外反する口縁外そぎ殺絡文(紬節文） m2Bf

3侭 797 包含層2 Ⅳ層 深鉢 口縁 刻みのあるIII形突起 ’二I唇郎猟体圧1〔斜位の連続沈線綾緒文 m2Bf

3髄 796 包含闇2 Ⅲ層 探鉢 【-1樺 ボタン状突超術醐交li:肥拠鞍絡文 m2B.f

367 675 、A2。 検川m 深鉢 1W 小さく外Ⅸ lⅢ隅の膜がる織絡文 m2B'f

録 2釦 包含層1 Ⅲ層 深鉢 ､絃～体認 平行に腿間する綾絡文R－L m2B4

弱9 2鱒 包含層1 Ⅲ層 深鉢 口緑～休部 外反凝位の綾絡文(結節文)が2条ずつW垳化蹴陥がややくびれる形か？ m2B,f

370 198 包含屑1 中揮上 深鉢 休部 綾絡が川隔を取って平行に m2Bf

371 郷 包含層I Ⅲ層 深鉢 体部 綾緒文()rHIII状燃糸文 m2B'f

372 327 包含屑2 Ⅳ駒 深鉢 1 IM I二1緑部イ噸撚糸文体郁木I1状撚糸もしくは刈状削文 m2Bo7

3沼 蛇 包含層I 中揮下 深鉢 体部 礎凹低の木廿状撚糸文 幽維？ m2Bウ

3利 】”包含眉1 Ⅲ層 深鉢 体部 木廿状撚糸文(") I嘱手 m2Bウ

375 1(〕4 包含暦1 Ⅳ層 深鉢 旧臓～圃価 口維葺凡状僧紋細紐回催文 m2Bエ

376 l郷 包含別1 Ⅲ増 深鉢 ｢1は～体郁 大きく外灰する 1J嚇郎刻みS字状巡航沈文？ m2c

3万 674 VA5g ng 深鉢 体部 S半状迎凧沈文迎続押しりIき文 m2C

378 81 包含屑1 中揮下 深鉢 '二I縁 やや波状に波打つ口縁外腿する 繊維？ m2Dア

379 I”包含層I 中抑上 深鉢 口縁 小波状口縁？ 原体の違うR.I斜位 繊維？ m2Dア

“670 VA5g Ⅱ層 深鉢 u緑 1I1形1 1"(波状） 似節斜繩文L､R・L m2Dア

銘1 l鰯 包含増1 010撤上 深鉢 II伸～体湿 やや外反、辱稲に斜位の剣みII I二聡陥暇l)柵し m2Df

銘2 冠 mAlc 検出面 深鉢 u縁 、唇部爪状刺突L-R横位と糾位 m2Df

率 ”2 mA7d I層 深鉢 u縁 やや外反口唇部刺突 m2Df

錫1 828 mAld 検出面 深鉢 【 1縁 やや外反する斜繩文R-L m2I)'7

燕 7月7 包含屑2 ﾊ'層 深鉢 口偲～体部 ほぼ血硴的にあがる 11のjhまった斜切文L､R 繊粧？ m2Dウ

“2”包含隅1 Ⅲ脚 添鉢 体郁 斜行IIII"0段 、2，エ

銘7 盤6 mAld 検出【、 深鉢 体部 凝のR-LRAllに関迎するか Ⅲ21)エ

麹“ mA7d Ⅱ層 深鉢 体部 原体側面脹換の連続もしくは間の空いた斜繩文 小石多ぃ Ⅲ21)エ
Ⅱ
晩 !

ガ1の[nJ

徹ｲfOj

銘9 理 包含屑I Ⅲ層 深鉢 、緑～体認 やや外以n艀部にボタン状突起と波状突起羽状縄文で憂形文像内嬢 Ⅲ2臆

3”2ね 包含閥1 8ID撤上 深鉢 1 1H 1本沈織による円形桁円形 R・L 繊維少？ n’ 八

鋤1 l蝿 包含層1 、層 深鉢 口繊 111形1"1緑 一・本沈練 II1形〃形 n’ 八

392 6 ⅢA1。検出面 深鉢 1_1" 一本沈縄による円形沈線とつながる2本の沈總 n' 八

3鱒 侭9 VA2g Ⅱ層 深鉢 体部 キャリパーに屈曲する Iﾘ形沈線 Ⅳ A

3脚 111 包含屑I Ⅲ層 深鉢 口緑 竹管文の下に1-1緑を逼る】卒の横位沈純そのドに段位の釧沈鯉 Ⅳ A

3蝿 107 包含層I 、増 添鉢 '三1縁 ･本沈線横位・ 鯉い硬位内lijすす ､， B

3妬 424 包含層2 咽位ｲ抑I 深鉢 I~1ff 却沈線凰な免状工j↓での連銃刺突文(列点文） ﾊ’ B

397 191 包含層1 Ⅲ増 深鉢 口縁～体節 横位の1本沈線やや外反する 繊維？ n' C

鍋8 711 包含屑2 Ⅵ層 深鉢 n縁 2条の一本沈線による山形沈線 繊維？ n’，

3”133 包含層1 、層 深鉢 、鰍 竹膏による鮒棚状の .本沈繍 n’ I）

4m l猟 包含闇I m圏 深鉢 IJ" 竹箭による111形状の一卒沈線 Ⅳ ，
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昏号 仮時 lll1:灼立 閣位 膀穐 郁位 観 照 飴土 分顛 偏考

401 81 包含圏1 II1抑下 深鉢 1 I" へら状I:Ⅱによる1桁な2本の沈線損位の蹴仙状沈細嗽多条l"･『 繊維？ 、ID

･1(吃 l的 包含岨I 、屑 深鉢 11絶 I'1形の竹智文を2本の沈線でつなぐ・ 1 2A

4肥 110 包含制1 1I1抑上 深鉢 口縁 竹管文(円形） 鋸歯状沈線？ 、2A

4101 3“ 包含増2 、～Ⅳ屑 深鉢 休部 波状、縁竹管文 F 2A

4(応 691 mAlod 1IM 深鉢 体郁 竹腎による連続の刺突文 W2A

･1慨｝劉Xl 包含燗1 Ⅲ～Ⅳ増 深鉢 【 I線～伸縮 小波状1_1"n辱祁竹諦による円形の刺突文綱II状撚糸 n'2A

4〔げ 1抑 包含岨1 1I～m増 澱鉢 I" 小波状u緑竹管による沈線沈線IIIIを迩統申ﾘ突史で肌める Ⅳ2A

4(略 129 包禽増I Ⅲ～Ⅳ牌 深鉢 、頚部 半奴竹管の裏を使った2本の沈線2条の押しﾂIさ文 W2A

4脚 316 包含増2 m～Ⅳ層 深鉢 口縁 Wfmの半戟竹管による平行沈線と連続刺突文 IV2A

,1 0 131 包含咽1 、 概鉢 IIf躯~1郷 キャリパー根の圏形か？ 脚に2条の半侭竹箭による巡凝制突文侭糸文(腰） IV2A

‘1 I 128 趾介墹1 1I1抑ド '1,j(I深帥 '二I緑 l lW郁側1m劇〔竹椅による巡続刺突文 Ⅳ2A

4
リ
室 701 Ⅳ八抑 検川mi 深鉢 ド部 巡統の爪状刺突文 Ⅳ2B

4 3 ”5 ⅢA仇 検llimi 深鉢 1縁 遮維の箆状刺突文 Ⅳ2B

4 4 和6 VA3f Ⅱ燗 深鉢 I縁 連続刺突文と押し引き文 Ⅳ2B

4 5 77 包含塙I IIIIm-ド 禰鉢 I緑 fi'l状のくぼみ竹椅による刻みをつけた平行沈線職位の波状沈細 Ⅳ2C

4 6 126 包含塒1 1IM 漁鉢 I緑 やや外I丈する頚部に2条の半奴竹補による押しﾘIき文 Ⅳ2C

4 ７ 6妬 UAlc IIM 深鉢 口縁 →本沈線による沈線と半哉竹椅による抑しりlさ Ⅳ2C

4 8 3銘 包含増2 Ⅲ～Ⅳ墹 深鉢 休部 半哉竹管による円形の押し引き列点文 W2C

4 9 齢7 ､，A4h 検出ni 深鉢 、縁 箆状工具で2回引いて連続押し引き文を作I)出す 臘維？ W2C

‘120 的 包含闇I 、～Ⅳ肘 撮鉢 体郁 1戦竹箭による段位のit縄押し引き風なものとそうで唯いものを炎Ⅲに促列 、2C

’121

‘I型

211

l錫

包含別I

包含増I

Ⅲ～Ⅳ塒

、層

深鉢

深鉢

体部

口縁

半奴竹祷による綴位の沈線X'i:状沈線

巻き紐の側im(L)圧棋3条以上

Ⅱ
’
１

2C

2，

‘1鐸 197 包含肘1 、層 深鉢 体協 半裁竹管による綏位の平行・波状沈線 、3A

424 知 包含咽2 、～m燗 深鉢 体郁 半数竹管による波状沈線と横位の沈線 、3A

‘l霊 101 包禽刷1 、～n，岨 深鉢 1 1" f奴竹符恢位の山形と綴位の典14W沈線 、3B

426 l:蹄 包含糊I Ⅲ～Ⅳ燗 源鉢 n緑 外反踊伽状の沈線2条 、3B

427 132 包含増I 、層 深鉢 ﾛ罰証~{隅 多裁？竹管による鋸尚状の沈線 ロ 3B

4錫 的塾I WAli 検出血 深鉢 ｢1緑 半裁竹管による横位の山形沈線と凝位の沈線 Ⅳ3B

4割 329 包含脚2 Ⅵ隅 深鉢 ｢1緑 半裁竹管による縦位の沈線と棡位の山形沈線 Ⅳ3B

‘1鋤 91 包含増1 m～Ⅳ咽 深鉢 ll緑 波状口像やや外反半仙竹箭による2無の111形沈線が蹄MI状沈職に蜜わる Ⅳ3B

431 137 包含脚1 、～Ⅳ刺 深鉢 II緑 半奴竹管による愛形文撤 ド部に111X W3C

432 32‘1 包含届2 Ⅳ屑 深鉢 口縁 小波状 ボタン状貼り付け痕 X4ig文椴の沈線 Ⅳ3C

433 l銘 包含肘1 Ⅲ増 深鉢 1 1" やや外灰竹管による捷形文橡 纏位 W3C

43,1 78 包含屑1 中撒ド 澱鉢 1 1" 外灰する弧郁に平行沈線口縁R.I・ 休部I・.R Ⅳ3C

435

436

的5

型0

ⅥA1「

包含増I

検出mi

Ⅵ増

深鉢

深鉢

1_1"

1I"

f奴竹符による欄位の沈線と縦位の沈線

､ド行沈線(幡広い) 111形沈線 小ｨi多い

IV3C

W3C
､，餅の姪
L，あり

437 76 包含屑1 中抑下 深鉢 n縁 半栽竹管による2本の平行沈線刻みのある細い粘土紐貼付が楢位とl11形 Ⅳ4A

‘1銘 827 ⅢA2ぐ 検川而一括 洩鉢？ I 1縁 キャリパー刺突された細い粘土紐を渦巻状に髄筋する n'4A

439 02 包含脳 m照 深鉢 口縁 竹管による平行沈線と刻みのある細い袖l紐貼11 Ⅳ4A

‘#10
叩
グ
ロ

リ
』 包含届 Ⅲ咽 深鉢 体脇 細かい爪による刻み1.1を施した細い帖I柵貼付 W,1A

441 46 包含増 層位不明 深鉢 u瀬郁 沈線で充填された検位のS字の粘土紐刷川に細い帖l:紐貼付（刻み） Ⅳ4A

442 39 包含層 、牌 深鉢 口縁？ 粘十紐(刻み月）竹管による菱形文悌横位 Ⅳ4A

‘制3 24 包含届 中概l: 小JW深鉢 口縁 半裁竹管による横位の山形状沈線刻みのある細い粘土紐貼付 Ⅳ‘1A

4‘1‘1 侭7 ⅣA5d Ⅱ明 派鉢 1 I" 刻みのある細い粘1級貼付沈線刺突 Ⅳ‘1A

‘卜15 79 包含咽1 中鰍ド 深鉢 1_1" M1:紐貼付に刻み半奴竹祷によるW『沈線沈線内刻み 1V'1A

‘M6 M8 包含層1 Ⅱ咽 深鉢 、縁 小さく外湾す-る口唇筋口縁部に粘土紐貼付ちぎらずにjil)曲げる nP ､lB

447 7鶴 包含層2 Ⅳ層 深鉢 1 1# 大きく外反する太い粘土紐と細い粘土紐（波状） n'4B

448 79J＄ 包合屑2 中揮上 深鉢 1 1" 複合、縁ほぼ垂面に外反粘上組貼付 Ⅳ‘1B

‘1‘19 332 包含増2 Ⅳ肘 深鉢 l"I" 大きく外腿災太い粘土組を｢1辱郁に製細い帖l:紐を111形に貼f1 Ⅳ｡IB

‘1釦 l釦 包含層I Ⅲ屑 深鉢 u締 外繭する にl縁ド部に山形 1 I緯喪に波状の帖!:紐貼付 Ⅳ‘IB



縄文土器観察異10

-132-

毎号 便目 出上飽堂 間位 器傲 郁位 観 察 胎 i: 分薊 伯考
‘151 :測り 包含胸2 Ⅲ増 深鉢 口樺 大きく外剛し外反 裏ハート暇の畑ぃ帖l狐貼付 W1B

452 351 包含増2 n'M 深鉢 l｣絶 大きく外反我太い粘土紐喪細い粘土紐をハート別に貼付 綾緒文 n'4B

4銘 ’侭少 包含闇1 Ⅱ墹下 深鉢 1l随～1ド忍 大きく外反 細い粘土紐貼付(波状） 綾絡文 W｣1B

451 駁32 mA" I牌 深鉢 休部 3条の波状の粘土紐貼付 Ⅳ4B

‘1錦 152 包含周I 、牌 洩鉢？ I 1ff キャリパー状に内湾する粘土状紐貼付 Ⅳ‘lB

‘1邦 353 包含燗2 n増 深鉢 体部 細い粘土紐を波状に貼I)付ける 1．.R 繊維？ Ⅳ4B

457 151 包含胴I m脳 深鉢 IM 1日I縁~ド部に山形の粘i:紐貼付ボタン状貼付 ﾊP 4B

'1錦 830 MA2d 険川血 深鉢 '二l線 大きく外腿する細い粘土紐を波状に貼り付ける Ⅳ4B

4鋤 】訓 包含屑 中撒上 深鉢 1噸部~体認 大きく外反する波状の粘t紐貼付 n'4B

4頓）3“ 包含制 011lml: 深鉢 休部 小剛深鉢細い粘土紐貼付火い凧体を利川した斜細文L､R？ Ⅳ4B 写真破片

‘1(il 159 包街制 Ⅲ塒 深鉢 1If& キャリパー状に内潤し外価する はしご状 Ⅳ4B

‘162 158 包含咽 1I1抑上 澱鉢 l1M 波状l_1線粘f紐貼付はしご状 IV4B

463 l帥 包含卿 ml:M 深鉢 1_1" 柵巻き状突起u唇部粘土紐く波状） はしご状×状 W4B

4“ 842 包含用
1

1 Ⅲ卿 深鉢 I=Ifa 台状突起波状口縁粘･t紐貼付はしご状柵子状など多械な貼付 Ⅳ4B

465 153 包含刷 Ⅲ肘 欄鉢 1-1緑？ 渦巻き状の貼付 Ⅳ4B

‘1“ 157 包含圏 Ⅲ牌 禰鉢 1IM 粘I狐 ハート形 ×状 Ⅳ4B

’1(i7 ﾙ17 包含増 1I1抑上 深鉢 体祁 細い粘1:細貼付j字や円形内部先のとがった線状I:典か忠きⅡmで判突 Ⅳ‘lC

‘1脇 219 包含脳 中陳上 添鉢 I IM fi:紐を巻き貝状の1:具で刻みﾛ W4C

4脚 795 包含闇2 WI獄lも 添鉢 口縁 やや外反、唇部箆状押し引き太い粘土紐貼付竹行による刺突 Ⅳ41）

‘170 l鯛 包含咽1 Ⅳ墹 澱鉢 1 I紬～剛祁 頚部に粘-t紐貼付（太い) Iﾘ形の刺突 ,卜奴竹符による沈線？ ､，‘ID

471 3期 包含燗2 Ⅲ～n，墹 深鉢 口緑 やや外腿太い粘土紐貼付 Iﾘ形の刺突文 n'’1，

‘172 119 包含牌I 、咽 深鉢 1_I" 箆状I:具による刻み入りの粘土紐貼付 Ⅳ41）

.l調 117 包含層I 中撒ド 深鉢 1 1fn 口唇部に爪形槙位の連続爪形文と箆状T:具で刻まれたよい粘土組貼付 1 4，

,17‘1 115 包含層I ml 樹 深鉢 II" 大きく外Ⅸし関上騨に最大雁をもつ習形か？ 箆状r1lで刻みをつけた鮎l:IR 、41〕

’175 118 包含脳I ml 咽 深鉢 l l" 小波状口縁施状工典で刻まれた粘土組貼付 、41〕

476 別I mAld lfil 血 深鉢 l llf I 1孵部刻み斜位の刻みのある粘士紐貼付 Ⅱ .1 1）

’1行 訓’包含屑2 n『層 深鉢 M縁 やや外反指馴圧痩された太い粘土紐貼付箆状I:典による刺突 1 .1D

478 妬 包含屑1 Ⅲ～Ⅳ層 深井 口縁 斜位の半栽竹管による弱い沈線凝位の刻み目のある粘土紐貼付 Ⅳ4，

‘1” 包含増1 中抑ド 深鉢 I』縁 多数竹管による平行沈線縦位の太い粘l報貼付 小而多い Ⅳ4，

･1綱）116 包含圏I Ⅲ上墹 深鉢 IIM 甑部に<ぴれ横位の連続押し lき文押しｳ|さのある火い粘1組貼付 Ⅳ'1，

』181 洲7 包含闇2 Ⅲ増 派鉢 1_If* 竹管による刺突のはいった太い粘I:紐貼付 111形沈線 ハ'4 1）

‘182 120 包含咽 Ⅲ届 深鉢 1_" 搾状I:具で刺突された2本のやや火い粘上紐貼付 ハ'4，

483 143 包含屑 Ⅲ隅 深鉢 口維 口辱部円形の連続刺突文肉厚の口縁部桁頭I剛〔繩文充塊？ W4D

,18‘1 276 包含脳 U】墹 澱鉢 口縁 人柄の粘土紐貼付波状～ハート形口縁ili 小波状？ IV4E

485 郷7 包介燗
1

1 Ⅲ刺 深鉢 1－1紬 外そぎ大柄のkい粘上紐を制巻状に貼り付ける Ⅳ4E

4雛 156 包含綱 '10棚|: 澱鉢 1FI緑 lll形突起やや太い粘土紐2本の揃位縦位の波状 W4E

‘187 78 包含圏 Ⅳ増 深鉢 口維~体節 金魚鉢形突手突起太い粘土紐渦巻状菱形4IⅡ位 W4E

j1錦 355 包含料 H1屑 深鉢 体部 沈線の引かれた太い粘土紐貼付(渦巻状） Ⅳ4E

J1糊 155 包含制 m閣 漁鉢 体部 沈線の引かれた太い粘土紐貼付(S字状） Ⅳ4E 写真ｲi天

4”829 ⅢA2c I肘 漁鉢 1IM S宇状突起ボタン状突超につながる細文の光城きれた粘土紐貼付 Ⅳ‘1F

‘191 (剛）mA2d 検出mi 深鉢？ 口緑 靭文の充刷された粘土紐貼付（方形？） W!IF

4蛇 弱 包含闇1 中揮下 添鉢 1 I" 搾状工具で刺突された菱形の太い粘土紐貼付 Ⅳ4G

‘193 3羽 包含料2 、～ﾊﾞ牌 添鉢 口緯 円形の刺突のついたkい粘二I:紐貼付(菱形） ドーナツ状突坦(惑亦l) 側突） Ⅲ'5A

‘19.1 167 包含燗I 、刺 深鉢 口縁 装節体(突起） ドーナツ状(窓ｲi.刺突） 、5A

4蝿 319 包含圏2 II0抑止 深鉢 1Iff 外反する n辱祁に粘.1:紐貼付（波状から湖憩） 、5A

4妬 312 包含刺2 R'別 派鉢 【 I鰍 外反渦巻状に粘l:紐を貼l)つける（突起状） 、5A

‘197 l的 包含層】中抑ド 深鉢 口縁 渋箇体(突起） ドーナツ状口辱部波状に枯t紐逼らせる 、5A

498“ mAld 検llllhi 深鉢 I】隊 装節体(突起） 刺突の有るS字状 Ⅳ5A

,1”82 包含脳I IIo抑ド 派鉢 口緑 渋箇体（突起） 刺突のｲjるS字状 Ⅳ5A

副X）l(海 包含脚I IIW 深鉢 IzIM 溌飾体(突起） 沈線のｳIかれたハーI,形 Ⅳ5A



縄文土器観察表11

-133-

岳り 仮岳 l吐均点 墹位 雷強 郎位 剛 察 胎 l: 分預 個孝

劇)1 1脚 包含卿 I ml:M 添鉢 口緑 溌飾体(突起 樋形の湖心状がX字状に鵬閲するか Ⅳ5A

副)2 l砺 包含増 I Ⅲ増 添鉢 II" 装飾体(突起 11I形（ボタン状？） Ⅳ5A

副X）3“ 包含屑 I ､層 深鉢 、緑～休部 装飾体(突起 羊凧状 Ⅳ5B

5041 1卿 包含眉 I 中揮上 深鉢 n縁 装飾体(突起 S宇状内部巻貝mによる刺突 Ⅳ5B

505 棚5 L含届2 Ⅲ～IV層 深鉢 n緑 外反盤飾＃ (突起) S'rg状 Ⅳ5B

副Xi 162 L含墹 I Ⅲ層 深鉢 1 I" 渋飾補（突起 波状 I《､L Ⅳ5B

鋤7 182 L含刷 1 Ⅲ舸 探鉢 1I腺～体陥 刻みIIで作られた柿111形の装飾術 Ⅳ5C

5(賂 35.1 L含層2 Ⅳ層 深鉢 体部 桁円形のボタン状突起裏粘土紐貼付痕 IV5C

虹）310 L含閣2 Ⅳ層 深鉢 口縁 ハート形粘土紐貼付 I11に竹椅による刺突文 IV5C

5 0 275 4含墹 、層 深鉢 休部 帖1:紐貼付ハーI､形？ Ⅳ5C

５ I 113 包含圏 Ⅲ肘 深鉢 1_1M 小波状1IM ITI形の粘土貼付の1I'を指蜘+i弧で澗寸 Ⅳ5C

Ｐ
③

⑱
一 87 包含咽 中揮ド 深鉢 u縁 波状l l総へら状I:典による押し引き文頚部に帖1:紐貼付樹 小打多ぃ Ⅳ5C

ロ
③ 3 2弱 包含咽 m層 深鉢 体郎 ボタン状突足とU･ド咽突起捕頭圧棋〈連統) L.R Ⅳ6

Ｐ
③ '1 錫2 包含層 m上屑 深鉢 口縁～畷泓 1 l唇部へら状I:側での刻みロロ縁祁へら磨き 小fi多い Ⅳ6
一
切 5 2認 包介墹 1 m.1:W 添鉢 半完形 、榊部に剣みⅡ 1 1鰍外側にして外澗刷祁に最大龍を持つ不整描糸 Ⅳ6

5 6 179 包含燗 1 m脚 深鉢 、紬～体服 波状1J緑 111形状突起をへら状正典で刻む Ⅳ6

5 ７ 177 包含隅 I Ⅲ層 深鉢 にI縁～体郎 LI縁郎突魁山形状絡条帝圧棋 R､1． Ⅳ6

５ 8 2縄 包含屑 1 Ⅲ上層 深鉢 口緑 u紬肥Iダポタン状貼1#牌状のit線↑報竹管による波状沈線粘土紐利突文 V八

5 9 259 似介墹 1 ⅡI樹下 深鉢 口縁～体郎 肥IW I1辱郡爪形のﾑﾘみIJ I_I緑縦位の連続短沈線R,L VA

520 柵 包含肘 I 1I1概ド 深鉢 11" ”､紬？ 《'や外K一縦側による綴位の鰄胤湖"側轆れた粘土紐 V八

521 171 包禽燗 I mW 深鉢 口縁 肥I帆させた、紬郎をへら状]:典で押し |き突起を作る郎附状沈線 V八
』
ひ

ワ｡》
苧一 3'16 包含暦2 中抑上 深鉢 '二I縁 外KJiり返し1噸『1辱部剣み刻みのある太い粘土紐貼付 VA

5鱒 175 包含層1 m上屑 深鉢 口縁 肉厚の1 1縁部を棡位の鰯術状沈線 1 A

認4 140 包含屑1 、屑 深鉢 I]｡ 肉リツな1 I鰍上に斜位の雄な知い平行沈綴 1 A

5浬5 塑弛 IIA5d 層位不明 深鉢 ｢1緑 1_1弾部肥厚押し引き波状沈線 、ド行沈線 1 八

526 l･lZ 包含間 、～Ⅳ屑 深鉢 口縁 やや外腿折l)返しu総V字形の平行沈線 1 八

5幻 216 L含屑 Ⅲ層 深鉢 口縁 肥厚した口緑 沈線 1 A

5認 1”Z含墹 1 、上屑 深鉢 口頴 Wfな2本の沈繍と2条の山形沈線 ､ B

5鱒 173 &禽墹 I 、柵 深鉢 LI茄郁 半故竹Wf血による段位の鋸伽状沈線連続きれる 1 B

5鋤 172 』禽咽 I Ⅲ上墹 深鉢 体祁 ､卜奴竹諦による磯位の鯏伽状沈線 VB

認I 174 包含増 I MM 深井 、緑 半奴竹管による佃位の鮒#1状沈線 VH
Ⅳ8

晩ヤ
:のuI
:ある

532 221 HA5d 眉位不明 浅鉢？ 、縁 渦巻状沈線鋸歯状沈線 VB

533 225 IIA5d Ⅲ層 浅鉢？ 口縁 キヤリパーする滞形脚郁に竹椅の連続刺突渦巻状沈線 VB

5:例 315 包含M2 Ⅳ卿 深鉢 口緑 山形n" l llf郁斜位の剣み半奴竹楴による乱雑な沈紳 VB

黙5 357 包含増2 !Ⅲ牌 深鉢 ｢1線 沈線で刈まれた柵l'l形(舟形)の粘土紐貼1#抑しりlき列点文 IIII餓線 VB

認6 325 包含料2 Ⅳ屑？ 深鉢 u縁 細い綿状：l:典での樅位の不轆な沈線 ､，B

537 651 VA5g nW 深鉢 口縁 薄手鞘のない撚り糸文斜縄文L､R円筒系l藩？ 繊維雌人 1

5錦 卸 VA5h ﾊ『増 深鉢 口縁 薄乎幡のない織り糸文斜縄文 1,.R円筒系l器？ 俄靴汎人 1 1

539 盤1 包介屑1 m牌 洩鉢 u縁 、鰍〈の'r状にMIB 11ﾔ那にif鼠文几it繍阿に爪職噸み ；職b式士固 12

糊0 121 包禽刺I ml:W 深鉢 I 1頭部？ 1･文'r状の粘土紐貼付火卿I01形卓ﾘ突掘蝿式？ 12
佃蝿綱収
llj砿mp1

劃I 型6 HA5d W牌 深鉢 口縁 沈線による降帯文大水7？ I

副2 的7 IVA2c 撹乱土 深鉢 口縁 キヤリパー沈線大木8 Ⅱ

513 698 mAk 撹乱l§ 深鉢 口縁 キヘ･リバー降体＊ﾘ実大木8？ Ⅶ

51‘1 卿 IA(X 抵乱l: 深鉢 口緑 刷り柵し縄文充埴 大木9？ Ⅶ

別5 215 包含料1 Ⅲ脚 深鉢 口緑 沈線掛懇状 Ⅶ

訓6 7m MA6c 撹乱l: 浅鉢？ 口縁 沈線繩文充塊後期？ Ⅶ

別7 343 包含屑2 Ⅲ屑 深鉢 口縁 沈線縄文充j血 後期 Ⅶ

548 駁I 包含柵I Ⅵ屑 深鉢 体部 ､12行波状沈線1111に4列の小さい巡統刺突早期? 細砂 Ⅷ

別9 52 包含間I Ⅳ咽 深鉢？ ｢I縁 小波状1 1緑 ，1 l1のW7な小さい迎統刺突別8と101 .？ ＃L川？ 細砂 Ⅶ

5釦 627 ⅥAIC 検川m 添鉢 体部 糾側文もしくは1M体爪痕貝殻怖脹文前期初砿のﾛI能性大 繊維鵬入 Ⅶ
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啓サ 便昏 Ⅲ土懲点 層位 器柵 郁位 皿 蛎 胎土 分訓 佃孝

弱1 144 包含屑1 m屑 深鉢 にl靴 小波状I言1緑折り逆きれた口緑部に縄文充塊LRM朗初剛か巡浪式 ロ

弱2 192 包含卿1 Ⅲ卿 深鉢 '二I靴 やや外反 に噸部に3本以上のM("I弧文 附則の土爵 小荷多い ロ

5al l帥 包含屑1 Ⅲ層 深鉢 口撒~体陥 外反する ’三1緑を肉厚するL.R限小型深帥もしくは鉢煎関前葉か 繊維？ ロ

554 189 包含層1 Ⅲ層 深鉢 ﾛ緑一体服 0段多縄】の斜位縦回転 ロ

弱5 312 包含屑2 Ⅳ用 深鉢 口緑 多軸締条怖 ロ

燕 228 HA5d m用下 深鉢 口緑 波状口緑 0段多条1.r ロ

弱7 2郷 包含鯛1 、隅 深鉢 口緑 小照やや体節が膨らむ 蛮形？ Ⅷ

5謡 201 包含層I Ⅲ層 深鉢 体郁 格子目文(沈線） Ⅷ

559 222 包含層1 中揮上 洩鉢 完形 キヤリパー 粘土紐貼付 脈体圧拠文 Iら1縁不整撚糸文 鯉錐泌入 Ⅷ

5帥 鰯7 mA2c 検出im 深鉢 仲下g-M 少し弧I)出しなだらかに立ち上がる lll節制細文R･L Ⅸハ

561 耐8 包含届2 、層 撮鉢 鵬部 縦他の級絡文水菜痕？ ⅨA

562 258 包含燗1 中押上 深鉢 体～底郁 下部においてくぴれ咽き脹郁やや弧I)Ⅲすか？ L･R縦柵 ⅨA

563 別5 包含脳2 Ⅲ屑 深鉢 庇部 なだらかに立ち上がる内煤付埼底部随文なし ⅨA

564 2‘12 包含屑1 Ⅲ屑 深鉢 腰部 弧I)川しほとんどなしほとんどif[立する ⅨA

565 2釦 包含脳1 、～Ⅵ鰯 深鉢 鵬郁 弧りⅢし熈くほぼ血立する庇郁棚R･L ⅨA

髄6 盤1 HA5d Ⅶ層 深鉢 MHM 外側して立ち上がる舷.F部まで施文鋼1I状鶴糸文 繊維混入 Ⅸ八

”213 包含層I Ⅲ眉 深鉢 賑郎 弧りⅢし少なくほぼ級やかに外航して立ち上がるしR ⅨB

5鶴 257 包含層】、層 深鉢 底部 底部弧り出し 原体圧疵しR ⅨB

”238 包含層 Ⅲ層 深鉢 賑郎 弧I)Ⅱ乢小きい 底は垂血にはる ⅨB

荊 Zjl】 包含間 m～Ⅵ層 深鉢 底郁 底部の上位縄文すI)洲し底部原体圧血 幽維少 ⅨB

571 239 包含卿 Ⅲ層下 深鉢 庇部 弧り川し小さいが大きく湾曲して砿ち上がる鵬郁施文しR縦 幽維鵬入 ⅨB

572“ VA4f Ⅱ脳 深鉢 底部 乳剛状縄文施文 繊維拠入 ⅨC

573 232 包含屑1 Ⅲ層 深鉢 鵬郎 尖臓(平底風） 級やかに外澗 繊維混入 ⅨC

574 鱒3 包含屑1 中押下 漂鉢 底部 尖底血線的に外踊 繊維拠入 ⅨC

575 234 ⅥA1f Ⅳ間 深鉢 鵬郁 尖鵬級やかに外剛寸る 繊維拠入 ⅨC
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勝り 仮硲 濁種 出土地点 刷 位 形 態 長さ 糊 厚さ 噸ざ 石 賀 畑 孝

釘6 Fll スクレーパー RAO2 加上中 削器 5.2 (4.7） 0.7 18.23 面閤（奥羽山脈

577 ハ1 石厳 RA鮒 川1 'l' ﾘ賎 3,0 1.5 (15 1.69 r(EI 奥羽1IIM

578 A9 石蝕 RAO7 肌」2闇 ､ド器 26.7 16.8 3.6 1.0 頁岩 奥判111脈

579 B26 石匙 RAO7 蝋1 ド位 綴型 483 180 10.9 a6 頁岩 奥羽山脈 石推？

5帥 E28 スクレーパー RAO7 jW:l .ド位 二次加~I:剥片 閃.1 27.5 13.2 13．6 貞岩 奥羽1IIM

銘1 El9 スクレーパー RAO7 M･1 ド位 ｲi器断片 2＆8 33.2 9.6 82 頁岩 奥羽1IIM

銘2 I洲6 スクレーパー RAO7 ！ド位 Ⅱﾘ器 間岩 奥羽111u 写風のみ

麹 l潮5 スクレーパー RAO7 床面 削警 頁岩 奥羽山胱 写真のみ

謡1 E27 スクレーパー RAO7 埋土下位 削群 頁岩 奥羽山腺 写真のみ

錨 Ⅱ37 藻石蕃 RAO7 jMI:下位 Wfi ホルンフェルス（北上l1l地）

抑｝M9 櫛製品 RAO7 床mi l: 『i締？ rI"(奥羽山服 寧興のみ

熟7 11 石製品 RAO7 上I 位 行搾？ 頁岩（奥羽11lM 写興のみ

5鯛 E30 スクレーパー RAO8 MI!土01 削器 27.4 りり
~■~ 7,1 45 頁岩（奥羽1IIM

589 All 行雄 RA的 P3即言I 凹蕊 24.5 6．0 4,1 12 頁岩（奥羽山脈

5”AI3 石雌 RA的 Ⅲ二1:2M F1悪 27.9 5，5 3.9 12 頁岩（奥羽山脈

591 AIO 石倣 RA" 肌土2闇 11り腿 33,1 3．2 2,7 (),8 斑岩（奥羽1IIM

5兜 B鑓 石匙 RA" jIHI:2W 縦形 1052 9．2 95 13.2 頁岩（奥羽山脈

593 1通’ 石匙 RA的 埋土2層 巌形 “6 31苫 11.6 161 頁岩（奥羽山脈

591 1弾2 石匙 RA的 叩･'21屑 曜形 51.0 27.7 10.2 10．4 頁岩（奥羽山脈

鉛5 B”瓦匙 RA的 1D1期士 横形 卿.4 51.2 状1 ＆5 脚滑（奥羽山服

5粥 B銘 石匙 RA〔X） jml:2M 鯉捌 側甥（奥羽11IR 写興のみ

5W E17 スクレーパー RA" 埋土ド位 削器 622 銘.‘1 12．9 133 頁岩（奥羽1I1脈 fi匙？

5卵 E37 スクレーパー RA" 蝿i刈, WII器 頁岩（奥羽山脈 写真のみ

X）E43 スクレーパー RA的 肌土ド位 石器断片 250 24．5 6.1 2.7 頁器（奥羽111脈

師）E54 スクレーパー RAⅨ》 jil l:3M 石鮮断11･ 373 2()品 6.7 2.7 rifi (奥羽山脈

帥1 56 スクレーパー RA的 州上2燗 WllW 貞器（奥羽山脈 写風のみ

”Ⅱ40 礫石器 RA的 床Im 飯石 閃緑岩（北上山地 写典のみ

”Ⅱ41 礫石器 RA的 床面 飯石 閃緑岩（北上山地

“1 H4｣1 曝石蒔 RA" 床 簸石 閃緑岩（北上山地 写真のみ

噸 Ⅱ錦 瞭獅聯 R八脚 床mi 胴禰 閃緑洲（北上l11地

”H郷 畷石器 RA的 床 暇石 ｲ尚閃絃恐（北,l: 1l地） 写良のみ

劇〕7 11銘 磯石器 RA的 床面 哨石 ひん岩（北上山地

頓賜 H42 礫石器 RA的 床而 磨石 閃緑岩（北上山地

頓X》 H43 暗石器 RA" 床而 聯石 凝灰岩（北上山地 写曳のみ

6 0 B29 禰匙 RA 0 i:ド位 樅形 劇),8 リ
Q＝ 9,1 9.1 面岩 奥羽1I1IM

6 1 B33 石匙 RA 6 川1上 縦形 (遮3 22,0 13.3 123 興岩 奥羽山服

6 2 B34 石匙 RA 6 塊1： 縦形 70.2 22.3 10．3 14．8 頁岩 奥羽山騰

6 3 B35 イ 匙 RA 6 MI2 耀形 “8 22.3 11．4 11.8 間岩 奥羽山脈

6 4 A14 イ 厳 RA 9 jW1:2m PI* 19．0 13.5 靱.9 0．7 閲消 奥羽山腺

6 5 Al5 イ 蛾 R八 9 MI:2W 平恥 22⑪ 13.0 ‘1.1 u7 卿料 奥羽l11"

6 6 B36 イ 匙 RA 9 "1:1W 綴形 鍵5 17.0 7.0 2-7 頁岩 奥羽山脈

6 ７ B弱 石匙 RA 9 埋土2層 綴形 492 31,7 8，5 103 頁岩 奥羽山脈

6 8 B57 石匙 RA 9 "1:2W 硬形 70.4 23.8 6．7 10．2 頁岩 奥羽山脈

6 9 H調 鰯石器 RA 9 叩土ド位 "4i 砂岩 北上山地 堺真のみ

620 Al6 而触 RA鋤 Ⅲ土l柵 凹鵬 :蝋(； ld1..1 4．0 1.4 rI掛 奥判1IIM

()21 A17 石触 RA20 床而 pl4" 29,3 17.7 4．0 1.3 rI岩 奥判111脈

622 Al8 石蝕 RA20 床而 未製品？ 31．1 16.6 6 2.4 頁岩 奥羽山脈

623 B49 石匙 RA20 即1 I屑 綴形 529 21.9 ＆4 88 頁岩 奥羽1l1脈

62‘＄ B鋤 石匙 RA20 MI1 下 繊形 釦.I 15.1 7.0 3.9 面岩 奥判1IIW

6錫 B48 ｲi匙 RA20 期I 】咽 仙形 郷.7 釦.7 10，6 11．8
１
３

哩
包

つ
０
包

丁
易 奥羽IIIM
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冊号 仮称 器棚 出土地点 墹 位 形 態 艇善 帆 I馴さ 砿ざ 石 質 附 考

626 I潮2 スクレーパー RA20 床Ini l: 削勝 印‘7 37.3 10，7 2(M 面岩 奥羽1IIMt)

627 E31 スクレーパー RA2(） 床而上 削勝 閲掛 奥判1llM) が典のみ

628 l測6 スクレーパー RA鋤 床而上 削器 頁掛 奥羽1IIM) 写真のみ

6釣 E詔 スクレーパー RA20 塊’l料 削器 38-0 劉乃 113 10.4 頁岩 奥羽111脈）

(X、B51 イ 匙 RA鰯 剛･’ 綴形 51.6 鰯.7 ＆6
勾勾

イロイ 貞岩 奥羽1IIM)

鰯I B認 イ 匙 RA241 剛」ﾄﾞ位 綴形 託必 17．8 9.0 6｡ 蘭洲 奥判1lIM)

“2 B錨 1 匙 RA26 叩’下位 曜形 (通’1 錫.4 12．6 133 閲器 奥羽111m)

633 MlO イ 製01& RD 4 塊土ド 洞綿 頁岩 奥羽山脈） 写真のみ

63'1 Al9 石厳 RD 6 埋土 ，ド鋸 23-2 11，6 3.7 ().6 頁岩 奥羽山脈）

“5 A20 石雌 R、７ jM土'l' 凹錐末製品 郷-4 15.9 3.9 0．9 貞岩 奥羽山脈）

鱒6 A21 石雌 R、7 川’'l』 ､1W 19.2 15．7 3.1 ().7 IIW 奥羽111IM)

637 j2 尖、器 RD 7 Ⅲ二1 『1, 欠仙 l鯛,5 3M 168 51.8 頁淵 奥羽11l脈）

(X粥 j3 尖頭器 R、7 剛」'l1 145.2 妬.0 15,7 73,8 頁岩 奥羽1llM)

(X脚 1131 礫石器 R、７ 蝿I 3卿 雌石 閃緑岩（北上山地） 写真のみ

6 0 B59 イ 匙 RD21 剛’ 綴形 郷＄ 18.3 122 1,1.9 貞器（奥羽1IIM)

6 1 八22 イ 敏 RD25 期I 8I1 欠汕 型_I 123 ･1.1 1.0 猟昭石（赤昨川）

6
、
〆
』 A“ イ 錘 包含燗1 中捌下 柳染形 a8 1.0 03 1.1‘1 頁岩（奥羽111脈）

6 3 AO2 1 盤 包含層1 m増 凹蕊 33 2.1 05 2鑓 頁岩（奥羽山砿）

6‘1 A05 Y 鰹 包含層1 0ｷ'微IHi上 ﾘ蕊 311 ､65 0.45 197 凝灰岩（奥羽111脈）

615 A26 イ 厳 包含屑2 Ⅵ閥 凹総 32.9 7.6 5,1 1.6 間岩 奥羽1l1m)

646 A抑 イ 雌 ⅣA9.10⑱ Ⅲ層 11I雄 34.6 6.6 7,3 3.0
４
０

Ｍ

℃

ロ

ロ

●

■

Ⅱ

可
Ｉ 奥判1I1脈）

“7 A“ イ 賊 VA6.7h IIW 11IIM (3.2） 35 0．45 2‘41 砂岩 北上11l地）

648 A29 イ 賊 包含層2 Ⅵ増 11IIX 32.8 ＆5 5,0 1.6 頁岩 奥羽II1脈）

例9 A31 イ 賊 mA3d Ⅲ～Ⅳ増 Ⅲ蕊 30.7 ７ ‘1‘8 1.7 頁岩 奥羽111脈）

(）劇） 八 イ 賊 包含燗2 、胴 lul"
叩
邑

『
Ｊ

守
り 9.6 ‘1,5 1.5 頁料 奥羽山脈）

鰯1 ハ27 イ 蛾 包含燗2 Ⅵ肘 W1" 2a6 7.4 6,8 ゆり
~包一 面溌 奥羽111脈）

魔2 A的 石蝕 不明 不明 Iul壁 25 1．6 0.6 lBl 頁岩 奥羽山脈）

“ 八28 石鐙 包含層2 m～Ⅳ闇 FW基 弱9 l7Z 50 13 頁岩 奥羽山脈）

651 八25 石陛 .包含層2 m圏 平蕊 鋤-2 205 5B 2.7 面岩 奥羽山脈）

655 Al2 石欧 ⅡAlOd lb111iii 平恥 鴻局 17．6 5．6 1.7 面閤 奥羽111M)

6誠 A瀦 石倣 包含層2 Ⅵ閥 IⅡI雌 37.0 17,1 4．0 1.5 rm 奥羽山脈）

657 A岨 櫛倣 包含層1 中撒下 luiX (22） 19 0．5 2,01 頁岩 奥羽山脈）

658 A帆 石鐡 包含層1 瑠位不IﾘI 凹艦 (1.9） (1.‘1） 0.73 頁岩 奥羽II1脈）

659 Ⅸ)8 石匙 包含咽1 Ⅲ～Ⅵ塙 縦形 7，7 2.3 (),8 9，30 頁岩 奥羽1ll脈〉

価X） H‘17 石匙 包含隅2 Ⅵ閥 縦形 61．1 23,4 11.9 Iq8 r(W 奥羽111ml)

蝋il B55 石匙 VA3f ､増 磯形 61．8 12.1）
ｔ

ｐ

タ

グ

砧

■６ ‘1,5 岩 奥羽山脈）

駁瑠 Bl6 石匙 VA 検出面 綴形 6.1 1．6 0．7 5.71 頁岩 奥羽山脈）

“〕B訓 石匙 包含層2 Ⅵ隅 縦形 615 195 62 6.0 頁岩 奥羽山眠）

吸う1 B11 石匙 WAlc Ⅱ増ド 綴形 郭9 21，7 ＆I 83 頁器 奥羽IIIFR)

“ 1通7 ｲi匙 VA9f I1M 凝形 435 13.2 7,8 3.1 閲湖 奥羽111MR)

恥 Ⅸ)2 澗匙 包含層1 ､増 砿形 55 2 0.6 5，蝿 頁器 奥判IIIM)

6碗 B24 石匙 包含層1 Ⅲ増 縦形 73 1.8 0,8 1010 頁岩 奥羽1II脈）

6齢 B30 石匙 HAlOd I1崎ド 縦形 “､8 21．8 82 7B 頁岩 奥羽1I1脈）

馴測 B38 石匙 ⅣA 排土 齪形 .(） 21,1 8.7 8．6 頁器 奥羽1I1脈）

670 B45 布地 V3f・X H燗 俄形 71．0 24,7 13.0
Ｌ
１＃

●
Ⅱ
ど
マー 奥羽I11M)

671 1噸 石匙 包含層 Ⅲ増 耀形 70 3‘6 OB 1383 頁岩 奥羽1llM)

餅2 Bl4 石匙 包含閥 Ⅳ～Ⅵ屑 縦形 4必 2.4 0.侭 5.28 頁岩 奥羽山腺）

673 B12 石匙 包含層 、脚 凝形 4.9 2.1 q6 5.銘 頁岩 奥羽山脈）

674 'ぬI fi匙 包含層 Ⅲ脚 繊形
ー＝

』｡ 32 1.0 釦.27 面沿 奥羽1lIM)

675 Ⅸ)7 打匙 包含脚 、～Ⅵ閥 繊形 9．6 3..1 1..1 31.17 H粉 奥羽山脈）
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岳￥ 仮岱 對槌 111土地 暦 位 形 態 長さ 幅 厚さ 並さ 石 賀 側 孝

676 B霊 石匙 包含層I Ⅳ～Ⅵ間 綴形 85 25 Q9 la72 劇消 奥羽1IIM

677 1噸 石匙 包含層1 m咽 綴形 (66） 里6 1.2 12.師 r(\} 奥楜1IIM

678 Bll 石匙 包含胸1 中揮ド 綬形 Z6 27 08 14.34 頁淵 典羽山腺

679 B23 石匙 UA8･9d Ⅱ層 綴形 49 6.0 1．1 錫.鰯 閲岩 奥羽山脈

“ B15 石匙 包含屑I ､屑 綴形 6.1 42 0.9 la05 『(料 奥羽1llm

“1 B40 石匙 mA9C u眉下 硬形 71．5 ‘11,1 9,‘1 166 ｢〔淵 奥羽11lm

鯉 B”イ 匙 包含閥 Ⅲ屑 柵形 53 8,1 1，7 ‘16,75 面泌 奥羽山脈

“ B43 1 匙 nA2f 9 検出面 縦形 24.8 143 62 15 赤色面滞（奥羽山脈）

鴎4 Bl3 1 匙 包含間 m層 凝形 3.4 2〃 0,7 4．18 赤色面燭（奥羽山脈）

砿 B21 イ 匙 包含眉 Ⅲ牌 柵形 2.5 2.65 0．7 2.98 n冊（奥羽1IIM)

(激｝B42 7 匙 HA8d じ Ⅱ肘 縦形 679 132 10,6 55 閲淵（典刈1IIM) 石鮎？

鯛7 BlO イ 匙 包含層 MW 樅形 62 2.8 10 7.26 閲闇（奥羽l1l脈）

“ B39 イ 匙 WA9･8d IIg 横形 鋤8 42＄ 7.6 閲淵（奥判山脈）

“ Bl8 イ 匙 包含屑I 1HE 横形 1．8 4.0 0.弱 2.別 FI\I (奥羽111脈

“ B44 イ 匙 [IIA4c 検出iti 楢形 濁.7 34．8 71】 4.9 貞冊（奥羽l11脈

的1 BO5 イ 匙 VA6h 検lⅡ面 仙形 3.3 4.7 u6 20 『(冊（奥羽山脈

鋤2 Bl7 1 匙 包含屑I Ⅲ卿 棚形 3，5 4.8 08 9,36 興冊（奥判111脈

“ BO4 石匙 包含層1 巾揮下 柚形 2.6 3.6 0．7
f■

、． 閲岩（奥羽山臘

鱒1 Bl9 石匙 包含層1 、屑 横形 3.1 3.7 0-9 私41 貞洲（奥判111IM

的5 1噸 石匙 包含燗I m燗 棚形 3．4 “ 0.7 9．10 瓜淵（奥羽IIIM

“ Bl6 石匙 VA1E Ⅱ刷 欄形 加』 錦.2 10．0 1段(〕 側淵（奥羽1IIM

的7 B22 1 匙 包含脚1 Ⅲ燗 櫛形 aだ 5.0 1，0 10輯鏥 側冊（奥羽山脈

“C蛇 1 匙 包含層1 m層 綴形 a7 1.7 0.7 691 閲岩（奥羽山脈

“COl イ 匙 包禽層1 、層 織形 (80） 1月 1．1 13＄5 riW(奥羽1IIM

7”C鴫 イ 匙 包含咽1 m増 ほぼ奨形 (63） 1.蝿 0鰯 9．17 『【糊（奥判1lIM

701 ClO イ 匙 mA3d 闇 綴形 繩0 割〕’7 11,2 lal 側料（奥羽11lm

7唾 Cll イ 匙 mA“ 層 凝形 繩0 la3 9,6 163 『〔淵（奥羽山脈

7“ C的 イ 匙 mA" 層 繕形 碗9 19.】 73 9，4 r("(奥羽山脈

7“ CO3 イ 匙 包含屑I I $陣而上 やや届､ド lul
リ
ー２ 0.8 17.22 r(W(奥羽山脈

705 COl イ 匙 包含周1 I I陣血~下 縦形 (8,9） 2.15 1.0 lf72 r(W(奥判IIIM

7碗 C" 7 匙 HA8.9d n層卜 やや届平 10.3 24 1.1 2鼠剥 I崎（奥羽11IM

”7 CO8 4 匙 包含卿2 Ⅲ層 鍛形 帥.9 2Q3 96 Ⅲ.’ 閲淵（奥判1II"

沌8 CO7 可 匙 包含層1 Ⅲ層ド 凝形 (3.9） 225 0,95 7，69 側冊（奥羽山脈

7鯛 D2 箆状而淵 包含眉1 Ⅲ層 6.2 2.9 1.2 192 r(WI (奥羽l1lm

710 、1 石蝿？ 包含増I 1I0鰍ド 4.75 2.3 09 H,()2 『〔冊（興判山腺

711 D4 石箆 包含増I 中郷上 4.6 1.0 8．75 別冊（奥羽山脈

712 、5 石箆 包含届2 Ⅵ間 433 漣.4 10．0 9.2 頁柵（奥羽IIIM 石鮭未製品？

713 D6 石箆 包含層2 Ⅲ層 462 266 105 126 『i冊（奥羽山脈 尖頭器？

７ 4 D7 1 蝿 包禽墹2 、燗 ㈹3 343 12,4 ５ 味間面料（奥羽 IIM)

７ 5 jl ウ Ⅷ冊 包街刑I m脚 水紫蝿･両面 7.6 1.8 1．0 13.1期 凹淵（奥羽11Im

７ 6 j6 ウ 醐腓 VA2g I屑 脚器（奥羽11l脈

７ 7 J4 ツ 醐器 逓慨t坑 MMl:中 閲淵（奥羽llj脈

７ 8 J5 尖剛器 VA2g Ⅱ屑 面淵（奥羽IIIM

７ 9 E“ スクレーパー 包含墹I Ⅲ層 掻群 75 15 師.01 r("(奥羽1IIM

7釦 EOI スクレーパー 包含燗1 中1Ii下 価群 6.7 6,7 12 ‘19.鰯 頁粁（奥羽1IIM

721 EO5 スクレーパー 包含圏1 、層 掻器 60 43 13 盟見59 側岩（奥羽山脈

7型 E的 スクレーパー 包含層I Ⅲ層 掻器 a6 我9 1．6 3&鰯 面瀦（奥羽山隙

7幻 I§猟 スクレーパー 包含増Z 中郷下 鋸間縁削雷 748 釦.7 126 融2昂 醐掛（奥羽1II"
【
Ｊ
５ E鋤 スクレーパー 包含刷2 Ⅵ層 削藩 側洲（奥羽111" 写風のみ

7海 剛1 スクレーパー 包禽閥1 Ⅵ隅 削器 4.1 5.0 08 16“ IWI（奥羽IIIM
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許￥ 仮称 閣仙 出土地点 屑 位 形 憩 艇き 梱 厚さ 亜さ 石 質 偏 考

726 El3 スクレーパー 包含眉】 m層 削器 4．0 】3 型的 質料（奥羽山脈）

7Z7 El4 スクレーパー 包含用1 m層 削濁 5.0 4,6 12 19.的 H岩（奥羽1l1M)

7銘 E52 スクレーパー WA4c 、層 削器 呪9 3a6 165 24.6 凝灰岩（奥羽山脈）

7”E26 スクレーパー ⅣA元 Ⅱ層 削器 頁岩 奥羽山脈 写真のみ

730 E24 スクレーパー nA3c Ⅱ層 使用掘剥11･ 57.2 44．3 17.5 鱒8 頁岩 奥羽l11脈

731 E42 スクレーパー HA8d･e I層 便Nl痕剥11･ 5鼠9 別.I 12.9 31,0 頁料 奥羽山脈

732 E47 スクレーパー mA9c 検出面 仙"l換剥片 407 45．5 10‘5 15.6 斑岩 奥羽111脈

733 E35 スクレーパー WA7c 層位不明 縦形 駒.6 363 ll5 12,4 頁岩 奥羽山脈

7訓 E鯛 スクレーパー 包含層1 Ⅲ層 掻器 4.1 3.7 07 13.63 頁器 奥羽山脈

735 E郷 スクレーパー VA5h Ⅱ届 削勝 鋤.9 43‘7 85 82 頁岩 奥羽山脈

736 E41 スクレーパー VAlf･H Ⅱ胸 描濁 475 32，8 7.3 85 閲器 奥羽山腺 石匙？

737 E29 スクレーパー 包含層2 Ⅵ咽 使剛痩剥片 52.4 26qO 121 122 質岩 奥羽山脈

7認 El6 スクレーパー mAlb･c I層 削器 67.1 26.6 14〃 222 頁岩 奥羽山脈）

7釣 E謁 スクレーパー 包含層2 、層 削蕃 頁岩 奥羽山脈 写真のみ

740 E44 スクレーパー ⅡA8．･ぜ 1回 使附j痕剥片 ”釣.4 98 5,6 頁器 奥羽I11M

741 EO4 スクレーパー 包含墹1 、層 削爵 3.0 2.9 Q9 7B4 閲柵 奥羽1IIM

742 EO7 スクレーパー ⅡA8.9. 、～Ⅳ 削涛 39 2.7 05 6鯛 質料 奥羽山服

743 E40 スクレーパー mA2d I届 削善 頁岩 奥羽山展 写真のみ

744 E48 スクレーパー カクラン 土中 削器 頁岩 奥羽山脈 写真のみ

745 E15 スクレーパー 包含閣2 Ⅵ層 石勝断片． 37.5 32．1 n0 9.7 頁岩 奥羽111m

746 E51 スクレーパー UA3c 検川面 掻藩 25.2 26．9 a4 5心 閲砦 奥羽山脈 桐職i匙？

747 E33 スクレーパー 包含屑2 Ⅵ層 削器 珪質頁岩（北上 堺其のみ

748 E55 スクレーパー UAIg I層 削器 頁岩（奥羽山脈 写真のみ

749 E39 スクレーパー mAlOf n層 削器 両岩（奥羽山脈 写真のみ

7釦 鴎7 スクレーパー mAlb 検出而 削濁 両岩（奥羽山脈 が真のみ

751 E23 スクレーパー mA2b･c I制 削勝 頁淵（奥羽111脈 が真のみ

752 E21 スクレーパー WAlOg Ⅲ層 削器 頁岩（奥羽山腺 写真のみ

7認 E22 スクレーパー ⅣA3c｡。 I層 削器 頁岩（奥羽山脈 写真のみ

7剥 E49 スクレーパー ⅣA7c 検出面 削群 頁岩（奥羽山脈 写興のみ

7弱 E釦 スクレーパー ⅣA7c 検出面 削濁 r(岩（奥羽山脈 写風のみ

7錨 El8 スクレーバー WA9･101 、増 削濁 間岩〈奥羽山腺 写風のみ

757 FOl スクレーパー 包含屑 、層 削善 43 (2.0） 0,6 4顕 頁岩（奥羽山砿

7銘 FO7 スクレーパー 包含層 中揮下 削器 4鰯 32 1.1 l丘沌 頁岩（奥羽山脈

759 F鱒 スクレーパー 包含層 I層下 削蕃 29 3.7 05 752 頁岩（奥羽山脈

7“ FI5 スクレーパー 包含脳 Ⅳ屑下 削濁 4.4 2心9 0.9 832 閲岩（奥羽山服

花1 F16 スクレーパー 包含層 Ⅲ 拙鰐？ 3.0 5.7 0.7 1538 頁岩（奥羽山脈 石匙？

花2 F17 スクレーパー 包含層 Ⅲ 削器 4.6 5.2 1．2 鋤23 頁岩（奥羽山縢）

763 G3 脚製石搾 包含層 中揮~ド 刃部欠掴 (4.2） 4.1 2.6 6227 頁器（奥羽111脈?)

7“ G2 胸製ｲi鈴 包含層 、層 片･刃小測 (4‘7） 3.7 08 20.53 砂岩（北上1l1地）

7侭 G6 咽製而静 mA9c Ⅳ屑 刃郁欠柵 I(W(奥羽山脈）

7“ G4 卿製石斧 包含眉1 巾揮上 刃部欠柵 (6.3） 4.7 3，4 146.“ 不明

7師 G5 咽製石斧 包含屑2 W層 両刃大型 頁岩（奥羽山脈）

7鴎 1101 熟イ 瀞 包含届 Ⅲ層 凹石 19,05 5,3 3．2 鋼l“ 凝灰岩（奥羽山脈）

7釣 1119 同Iイ 闇 包含闇 Ⅲ屑 凹石 7，6 ‘M 28 l“鋤 凝灰岩（奥羽山脈）

770 1114 碗イ 秘 包含闇 、牌 飯石 9.0 5,1 3.40 192.30 花尚lul緑岩（北上山地）

771 1117 照イ 瀞 包含屑 m層 砿石 1317 5,4 38 釣7.” 砂岩（北上山地）

772 H崎 照イ 瀞 包含層 m層 敲石 (73） 4.‘1 28 142" 斑樹岩（北上山地）

万3 1103 邸イ 閣 包含層 Ⅲ屑 増石 132 3.1 型帥 凝灰岩（奥羽山脈）

774 Hll 顕石閣 包含咽 不珊 暇而 15．0 7.‘1 4.7 1011.釦 花尚門緑料（北上111地）

775 H唾 願石濁 包含圏 、周 破打 98 7.0 5.4 試沙$ぷ〕 門紬滑（北上1l1地）
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勝り 仮貯 跨枇 出士地点 墹 位 形 態 腿さ 棚 厚き 亜ざ 石 質 佃 考

776 Hl5 陳石蕗 包含刑1 、屑 敵ｲi 12．5 (3.7） (25） 155．5 円緑岩（北上山地）

777 II" 畷ｲi謡 包含哨1 、 敵石 (10．0） 5.4 3.4 ”9.‘10 花尚門緑岩（北k山地）

778 HlO 醗石雷 包含刷1 Ⅲ 敵石？ 105 3B 30 l鋤2⑪ 花尚門緑宕（北上山地）

779 H崎 藤石器 包含層】 、牌 離石 (115） 8.4 (70） 914.” 花崗岩（北上l11地）

7釦 H調 磁石瀞 包含闇2 Ⅲ～Ⅳ咽 既石 凝灰岩（北上山地） 写真のみ

781 1107 照石蕗 包含籾】 m燗 雌イ 5＄ 5.6
リ
ー２ 101.” 佗崗門軸料（北I:lll地）

7鍵 1I13 "1j" nA8d Ⅱ咽 卿イ 103 10易 6.6 I81a20 せん鉄侭野

7歯 H錫 砿石器 nA8d 、明 哨樹 125 5.0 25 1蛇鋤 ｱﾌﾞﾗｲﾄ（北上山地）

7別 H27 磁石瀞 ﾊﾞA2d 検出面 瞬石 閃緑岩（北上山地）

7弱 II36 硬石瀞 VA5h Ⅱ崎ド 墹桐 花崗岩（北上山地） 写典のみ

7齢 1132 HfiW ⅢA批 I燗 胸｛i 砂岩（北上山地） 写風のみ

787 11 而核？ WAIベ 排上 剥Ⅱ． 37.1 515 142 錨8 照咽石（産地不明）

7艶 H鋤 臨石瀞 VA 1脚 曝価斧 ホルンフェルス（北上111地） 写真のみ

7鯛 H" 畷府群 WA8f 検出lki 雛而斧 砂岩（北上山地） 写真のみ

7”M蝿 布製品 包含圏1 、 挟状耳備 (30） (2.8） 0．6 5.訓 不明

791 M(賂 石岡砧 包含厨1 Ⅲ屑ド 快状1『筋 3.猫 (2.2） 0.7 5.47 耐ｲj (｡I上上山地）

792 MOl 石製舳 Ⅱ八8． Ⅲ墹 首飾I) 2a5 3.5 1．2 13＆卯 粘板岩（北上山地）

793 MO4 洞製胎 VA区 Ⅲ屑ド 石椋 (8.7） (1.75) 皿 29.49 粘板岩（北上111地）

794 MO5 石製品 包含明I Ⅲ屑 而棉 (9.05） 1,2 48B3 粘板岩（北上山地）

795 M12 石製IM VA3c Ⅱ咽 ｲi怖？ 間器（奥羽山脈） 写真のみ

796 MO7 ｲi製IW1 包含閥1 Ⅵ 環状禰弗？ (4.9） (4.5） (075） 13.54 砂岩（｡I上上111地）

797 M13 石製il 包含卿2 Ⅲ～Ⅳ増 ペンダント 軽石（奥羽111脈）

798 N3 上製品 WA7.8g 検Ⅲm ﾐﾆﾁｽｱ土器 22 32 7.23

799 Nl 土製0m 包含燗1 Ⅲ燗 Iﾘ盤状 6.9 73 15 55.18

”N2 _l:NUIM 包含肘I Ⅲ層 Iﾘ醗状 5,8 6.2 1,3 錦.17



（6）小結

沢Ⅲ2追跡における繩文時代の過柵・出土遺物を概観してきたが、ここでは竪穴住居跡と土坑の時期区分

をし、背景についての考察を含めて小結としたい。出土遺物についてはVでまとめる。

①竪穴住居跡の変遷

今回発掘倒壷された区域で検出された竪穴住居跡は27棟、土坑は50紫である。検出された遺櫛のうち出土

遺物がIﾘI確でなかったものは本文では不Iﾘjとしたが、ここでは横極的に時期を推測し巣落の変遷を考えてい

きたい。上坑は主なものを取り上げる。

時期は1期：早期中葉 2期：早期末葉から前期初頭3期：前期前葉4期：前期前葉後半期～中葉5

期：前期'l'業～後紫6川：後業以降として順にまとめる。

1期: 111期において中葉に風すると思われるRAO4は渕壷IXの南側にある。周囲に他の住居跡は検出され

ない。当側lに属する土器を出土させる土坑はない。当期の土器は包含層1の下層から出土するが、出土屑は

北側の県道.ドに延びると考えている。北とI櫛の共通点は調在区の標商の低い区域だということで、早期中紫

において川沿いに居住区があった可能性を揃摘できる。

2期：早期末菜期の住居跡は定かではないが、鯛従区の中央区RA20の下位から検出されたRA27と近接

するRA25が当期に属するか。平而形は桁円形を呈する。調交IXに限れば、他の早期土器の出土頻庇と比蚊

して表喪繩文1柵は多く州I:する。早川末莱から典落としての形成が始まり、lli期中業期の隙朧につながっ

たのかもしれない。liI期初頭の住届跡は災方形で長軸5m前後の3？棟（RAl8？20．23) と、桁円形の3

~4m程の小型住居状避栂8棟(RA06．08･09･11 ･ 16･19･22･24)を検出した。前者のうちRA20か

らは地床炉を確泌している。 2つの方形の住居跡は遺跡中央部に土坑を伴ってまとまっているが、小型のも

のは澗従区全体に広がりを兇せる｡この小Mのものは柱穴がはっきりせず、簡易的な（キャンプ地的な）印

象を受ける。季節的な居住地であろうか。

士坑は主なものでは、 RA20と23に挟まれて検出された3"(RD40．41･45)がある。RD41は貯蔵穴、

RD45は悪坑のIIJ能性がある。この典石土坑は3期にも出現する。

3期：いわゆる大木1式から2a式を出土させる遺柵である。鯛査区中央区のやや南側で4棟？の竪穴住

居跡を検州した。埋土状況などから古い噸にRAO1．03．04？02である。隅丸の方形で主軸方位はほぼ南一

北となる。轆柱穴状の小穴が壁面を巡る蒋色があるが、主柱穴は判然としない。規模はもっとも新しいRA

O2で、 4m前後と小さい。その配磁には規則性は感じられない。

当期に伴う土坑にはRDO1 ･04．06･ 10があI)、埋土に礫を含む特色がある。RDO6はRAO1とRD10は

RAO3と南で隣接する。そのうちRDlOとRAO3の出土土器が接合する。2期で検出した集石土坑も隣接す

る住崎跡出土の1器と同じ時IUIである。この恥から住居跡と蝋坑が隣り合う例は、前期初砿(WⅢ末紫）か

らlil期前葉へと受け継がれてきたに速いない。

また、前期初頭を含めた土器を出土させる土坑は4期の住居跡が集中する区域にも検出される。これら土

坑は、 4期の緊穴1眺鋤逝成の際に人あ的に埋められた？可能性を考えている。

4期：大木2b式から3式のl器を出土させる過柵である。大潮の住居跡RA"\RA12が当期に当たる。

ここでは削14を受けているRA13\15も当期として考える。規模はRAO9でみると焚軸7m前後、平面形は

楕円形を呈し、主軸方位はほぼ北西から南東に延びる。この傾向はRA12にも当てはまる。配世で考えると

RA13と15を含めて過跡北よりのやや標商の商いIX域に集中しており、旧河川の南側の住居跡が集中するIX
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域にはない。これらの事実は規則性を持つ｢ムラ｣の出現を想定させる。

土坑は住居跡に関連して検出されることが多い。 RAO9とRAO7に挟まれて前葉の土坑があるが、この上

位にRA15があったと推定している。また、熟脳状のRD16もRAl3にMI!まった1IJ能性を考えている。この

ような土坑を埋めて住居跡を作り上げる例は次の5川にも見える。

5期：大木4 ．5式を主体とした土器を出土させる遺椴である。並列に2棟？（RA07．14？）検出した。

RAO7は大型の竪穴住居跡で、長軸9mを計り、 2錐の地床炉を伽えることからロングハウスとして差し支

えないかもしれない。主軸方位は4期とI川軸となり系統性が伺える。士坑を埋めて住居跡を廸築することも

4期と同様である。しかし床面が礫に桜われていることや2基ある地床炉は焼成悪〈、出土する礫石器も少

ないという相違点もある。また、土器が大型の礫に潰されているかのように出土している。これらから推測

すれば作業塒としての機能を果たすために、必要最低限の機能を持てばいいという考えがあったのではない

か。使われなくなった土器を廃棄する珊所を兼ねていたのではないかということである。当期の居住地は近

隣の地区に広がっていると思われる。

6期：後葉以降を推測する。大水6式や7式の土器は、包含胴lの上位刑に出土するが、Inの広がる閥壷

区中央部からは少最しか出土しない。（削平されたとも考えれるが）この邪から後業以降は、過跡北東方向に

広がる可能性を指摘できる。また、調査区の北東側には沢田1遺跡があI)、 '1'則から後期の土器を出土させ

ることから、中期以降は5川より標高の商い区域に「ムラ」が存在したと予測する。

②まとめ（汗景からの考察）

以上のように変遷してきたであろう沢Ⅲ2通跡（沢Ⅲlを含めて）の時代脊紫を考えてみたい。まずは自

然環境からみてみると、遺跡は旧河川に横切られている。これは鞠住居川の流路の変更と思われるが、その

礫届中にも縄文時代の遺柵は存在する。ただし、早川の化勝跡がII1河川近くに存在することから、少なくと

も早期中葉期には剃住居川は現在の状況にあったのではないかと推測する。よってその礫を収l)除いて住居

跡を櫛築したことにはなんらかの意味を持たねばなるまい。それはおそらく繩文時代早期末葉から前期初賊

前後に起こったことであろう。そこに集落としての始源があったのではないかと推測する。また、中葉期頃

から居住区が標高の商い位inに移ることの行最には、繩文時代の前IUI前半の繩文海進と「ムラ｣の発生、 また

は人口の増加がこのような変遷を引き起こしたと考えれる。というのはこの過跡が遠方との1Mわりを強く想

定させるからである。次に人的背景から沢田2週跡の特色について考えたい。

出土遺物でみると、縄文時代lil期前葉から中莱に、北との|ⅢわI)が強い遺物が硫泌された。前期初醐から

前紫の土器を出土させた土坑(RD25)から、北海道赤仲川原産と思われる肌珊石製の石鮭が出土している。

また円筒下届b式と思われる土器片（537.538）も出土する。中紫期の土器に体部を網目状撚糸文や木胤状

撚糸文で施文するのは北の影響であろう。 ･方で前期中莱から後蕊期になると関東撫磯系の土器が出現する。

539は術磯b式の縁孔土器であるが、そのほかにも影簿受けたと思われる内澱する洩鉢？が多く存在する。

（24.62など）沢田2遺跡が古くから遠方との|Ⅲわりを見せ、中蕊期において北とIWの交流がもっとも盛んに

なったと思われ、そこに「ムラ」の発生と人u墹加を仮想する。

地理的背景からみると三方を高い山で囲まれ、隔離されている感じを持つ。しかし、東に海がある。細文

時代の沢IH2避跡を支えていたのは旦術な海の街湖と川の忠みであったに述いない。魚労災などの通物は出

土していないが、遠方との交流が盛んだったことをみれば、当然のことのように思える。

沢田2遺跡は、縄文時代早期から前期全般の生活を解明する充分な資料を提示しているが、沢田1通跡を

含めれば、それは中期から後jWIもしくは弥生さらに近lltへと続く海料・となる可能性を秘めている。
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2近世の遺構と遺物

(1)鍛冶場跡第81図写真図版34

VA-3～6 ･ f～iグリツト内から鍛冶の作巣珊跡と思われる焼土が5カ所、鍛造剥片や炭を含む炭化

物の固まりが5カ所検出された。正確な規模は調森区外まで遺栂が伸びており把撮できないが、検出、でみ

れば東西に7m･南北にllmの範川内にある。また、 1～3号焼I:と3～6号炭化物の並びは、鼎巡に対し

て直測方向（北東の方向）を向いている。

その他、焼土下や炭化物の下から鍛造炉跡と思われる土坑を4蕪検出している。鍛造施設に|則迎したと思

われる柱穴も多数検出しているが、位悩関係は確認できていない。

出土過物は2号焼土から羽n片(31･32)、鉄津(19等）及び釘舗の鉄製IM( 1～5 ．】l)、 3･3．焼土から

鉄深（20）及び鉄製肋(13)、 2号炭化物の北側柱穴PP120から羽I I片(33)及び鉄沸が散点出土している。

羽口片には鉄が熔清しているものもある。炉跡は検出していないが、たたら製鉄が行われていた可能性もあ

る。周辺畷土からは釘などの鉄製品（7～10)や、iI:戸末期のものと思われる陶磁器片が数点(51 ．52\)

出土している。また、 6号炭化物跡下位のRD58-I:坑I櫛側I 1緯からは、鹿の伽が出土しているが時期は特定

できていない。

各土坑の規模及び形態は下表の通りである。

近枇焼土・炭化物下土坑(RD)一覧 ili位:Cm

※深さは地山而を鵬聴としている。

（2）土坑群第82図写真図版35．36

ⅣA－9～10･ e～gグリット内から、 9鵬の土坑を検出している。規模．､14mi形については次表に示す。

39号土坑以外の埋土は黒色シルトを下屑に含み、前述の鍛冶場跡と同時期に造られた土坑と思われる。

32号土坑からは輪の羽口片（279.280）や炉砿片（278)、鉄沸(1000")がまとまって川二I:した。また、

RD36からも鉄沸(25～28)や鉄製品(6)が出土している。この二つの!:坑は鍛冶にlm係したものと鯵え

られるが、それ以外の土坑についてその性質は不Iﾘlである。

周辺の覆土からは江戸時代末の頃のものと思われる陶磁器片が数点(P-12･ 13等) 111上している。

（3）遺物第84図写真図版69．70．71

上記以外の区域からも、近世の陶磁器や鉄製品、鉄沸等の遺物が出土している。

①陶磁器

近世土坑群より北側のⅣA－3～8 ･dIX域のⅡ刑から、近iltの陶磁器片が数点(P.4～llWi)出土して

いる。

②鉄製品、鉄津及びその他

過柵以外では、やはりⅣA－3～8･d区域から釘などの鉄製IIAや鉄沸が出土している。
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N 径 深 形 態 埋 土 伽 考

57 110×“ 72 不整な円形 大型の礫を多舐に含む。 6号炭化物の~ド

58 82×鶴 ㈹ 測丸の方形 大型の陳を多斌に含む。 6号炭化物の下

59 128×92 70 不轆な柵円形 3肘に分かれる。 l牙･焼跡土下。l間Mに鉄沸Ⅳ灰を含む。

帥 118×98 56 角丸の農方形 大型の礫を多趾に含む。 5り･焼土のド



この区域からは近世の遺柵は検出されていないが、出土州の数から百うと前述の過櫛より多く、施設や住

居があったことが予想される。

Ⅲグリット地IXからも陶磁器片や鉄製砧(7等)、鉄津、古錨(37)といったものが川土しているがⅣ．V

グリット地区に比べるとその数は少ない。

（4）小結

郷土史に、江戸時代の終わり頃から明治の初期にかけて鍛冶脇が栄えたことが絞っていたが、そのことを

裏付けるように焼土・炭化物が検出された。この時期は、大尚高任が鞠住居川上流の橋野地区に洋式高炉を

建設した頃と砿複する。出土した羽II片に鉄が熔薪しており、流動津らしきものも出土していることから、

たたら製鉄が行われていた可能性はあるが、鍛冶の鋼材がこの洋式商炉で糊錬したものなのか、古来の製鉄

法によるものなのかは今後淵べてみるつもI)である。

また、三揃命助氏の一摸があったのも同じ頃にあたり、この地区の調査は岩手県近世の産業経済・生活等

の詳細を知る上で欠かせないと考える．

3 時代不明の柱穴状土坑群第83図写真図版36

VA-1～3 ･ fグリットから柱穴状土坑群を検出している。潤森区外（県道側）まで広がる可能性があ

りI膿確な広さは不明であるが、検出lliの規模は南北に8m、東西に6,5mの範囲内にある。東西・南北にある

土坑のﾘはほぼ直線上に位i趾し、巾Ⅲlの上坑はやや不規則に帷んでいる。また、それぞれのⅢl隅はl.5～l.8m

ほどで若干の開きがある。各土坑の規模．､14miの形態については|則我に示す。

埋士の状態は、いずれも鼎褐色シルトもしくは表土に似た略褐色シルトを下屑に含み、自然堆積と思われ

る墹状を呈している。土坑内からは鉄沸聯辿物は出土していないが、周囲の臘土からは鉄津と江戸末期のも

のと思われる陶磁器片（55）が川上している。

若干不規則に並んでいるが、一・区両にほぼ同じ大きさのものが検出されており、建物に伴う柱穴の可能性

が高い。軸線や川隔が不規則なのは、イIﾘl虻か述て枠えがあった為と考えられる。また、前述の焼土・炭化物

と東西の並びが一致するが、鍛冶場と閲迎したものかは不IﾘIである。
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表5近世の陶磁器
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播号 仮稀 鴎樋 出土地点 層位 佃考 溢号 仮儲 濁側 出土地点 刷位 個 考

I 02 釘? 2号近世焼土 埋土 21 021 鉄沸 32号土坑 皿上

ｎ
ヶ
』 03 別 2号近枇焼土 埋土 鍵 O型 鉄樺 32号土坑 岨上

3 04 釘 2号近世焼土 埋土 型 O麹 鉄沸 32号土坑 埋土

4 05 釘 2号近紙瞳i 埋土 24 024 鉄沸 32号．i:坑 "i:

Ｐ
『
唖 06 釘 2叶近世焼土 埋土 25 025 鉄沸 32り土坑 皿土

6 032 打 36\土坑 埋土 26 026 鉄祁 32り･土坑 肌士

7 020 釘 mA2b I層 27 027 鉄沸 32号_1:坑 蝋二1

8 011 釘 mA7b n層 28 028 鉄沸 32号:1 坑 珊二1

9 013 釘 ⅢA7b 1IE ” ()33 峡淵 3(刈・’坑 剛I

10 014 釘 VAlf 11層 釦 034 鉄沸 36\･土坑 塊」

1 O1 板状鉄 2号近11t焼土 塊上 31 035 羽1~1片 2号･近肚焼土 皿土

2 012 版状鉄 mA7b Ⅱ層 32 036 羽口片 2り.近阯焼土 皿土

3 038 小〃 2牙近i吐焼l: 川士 鋤 030 怖状鉄 32牙二1坑 州l:

4 031 板状鉄 32サ1:坑 堀上 34 046 羽口11･ 6冊近Mt娩上 Ml&

5 016 鉄沸 VAlf Ⅱ層 35 042 羽口片 6号近世焼土 埋土

6 017 鉄沸 VA5e・f Ⅱ届 36 043 羽n片 6\近世焼土 剛士

７ 018 朕沸 VA5e･f Ⅲ増 37 040 ili" 3号近llt"｣: JIIi2 寛永迎賓

8 019 峡沸 VA斑・I u眉 認 N6 泥めんこ ⅣA4d Ⅱ咽

9 039 鉄津 2号近世焼土 塊上 詞 H26 砥石 ⅣA7c ロ増ド 砂岩（北上山地）

鋤 041 鉄沸 3号近1I焼土 塊士 40 Z1 獣骨 57号土坑 埋土

岳サ 写排 杣別 出土地点 層位 勝 祉 製作地 製作年代 文抑郡

41 2弱 陶蕗 WA8f n用 卸皿 禰戸 5c

42 2弱 磁瀞 VA1g Ⅱ層 碗 中国 5c後半 青磁線描蓮弁文付

43 248 磁瀞 Ⅲハ4． Ⅱ燗 碗 肥前 税 染付

44 257 磁勝 WA3d I卿 碗 肥前 枇 染付コンニャク印

45 254 磁勝 WA5 nW 碗 肥削 8c 染付

46 249 陶勝 ⅣA6d n層 小杯 l8C

47 2釦 陶閤 WA6d HM 小杯 8c

48 261 陶勘 ⅣA6d Ⅱ眉 小杯 枇

49 2詔 陶濁 WA6d Ⅱ墹 鉢 攻

釦 247 陶器 WA7c Ⅱ墹下 皿 跣

51 盤2 陶泌 ⅣA9d 、層 皿 暦抑 跣

52 2錨 陶濁 B'八9． n脚 皿 禰戸 枇 鯛鰍柏兇込剥ぎ

認 251 陶泌 VA3g 3闇ド 香炉 唐津 跣

劃 Z錦 磁瀞 VA6e Ⅱ届 香炉 有田 段 青磁

弱 262 剛濁 ⅥA5f Ⅱ層 碗 K戸～印l治



V まとめと考察

繩文時代の通柵についてはⅣ1 （6）、近世の遺柵と適物についてはⅣ2の小結をもってまとめとしたい。

ここでは縄文時代の遺物についてⅣ1（5 ．6）の修正を含めて必察したい。

2旗の発掘調査で得た縄文時代の遺物は大コンテナで35箱に及ぶ｡しかし掲載は合わせて8“点でしかない。

過跡を知る上で充分とは言えないが、限られたページ数と時Ⅲlの中で、多くの資料を提示することが沢田2

辿跡の捌森担当希の測務と考え、可能な限り褐戦するように努めた。よって本文中で談った記述や説明不充

分な箇所があったと思われる。

①繩文土器

I群:liﾘⅢの土器である。沈線文土器から表襲細文まで出二上するが、 I群l矧のいわゆる水戸式土器(265

～268）は大新町避跡出土に似る。また爪形刺突の269はやや下る白浜式となろうか。 2類は物見台式だが、

281は東北北部の吹切沢式またはムシリI式の特色を持つ。4類表裏細文土器のうち裏に条痕文のある192は

素lll上府式もしくは御赤堂式に類するもの、また繊維のないRA20出土土器は薄く焼きが問いなどの特色か

ら御赤蛍式に近い時IUI肌を与えられる。他の繊維を多く含む炎喪繩文士器は早稲III5麺に比定される。

Ⅱ群：上川名Ⅱ式土器である。ウについて補足するが、これら土器の胎|:の特色から遺柵内のRA20出土

の155や上記の3"が嚴手状圧痕状となる可能性を指摘できる。当群は東北南半で見ると宮城県原頭遺跡第Ⅱ

群土器(1986:村田）に類似する。この士器を、相脱淳一氏は「東北地方における縄文時代早期後葉から前

期前蕊にかけての土器糊年」(1990:相原）の論考の中で東北北半の艮・七谷地Ⅲ群と併行とした。一方、宮古

市千麹過跡では出土土器が北の影響を持つ岩手色の強い土器として千鼬I式を設定し、長七谷地Ⅲ群や上川

渦Ⅱ式に併行するとしている。(1989:高橋）沢田2遺跡出土土器は干潮I式的要漁を持つが、口縁部は東北

IW半の影聯が誠いように見え、花硫下屑式類似の職乎色独い上川満Ⅱ式I:器群としておく。

Ⅲ群：大木］・ 2式土器である。1類Aは大木2a式、Bはl式として差し支えないであろう。Cのうち

非緒束を1式、結束羽状縄文を2a式とするが、愛形文様となるものはl式の名残であろうか。Dア・イは

1式、ウは1 ･2a式もしくは前鮮の上川名Ⅱ式に属するものが汎征する可能性がある。組紐回ll瞳文の施文

される183\343は大木l式に比定できると考えれる。またRDlO出土の200は繊維少吐ながら大木2a式とし

てよいと思う。また竹梼による刺突や沈線文などの土器は2a式となるのか。

2噸のうち大木2b式に属すると考えれる土器は、綾絡文や不雅撚糸文がIII隅をとって平行化するもの、

指賊脈換などが施文される隆輔を持つもの、S字状巡釧沈文となるものである。よってAでは349や354.355、

Bでは361\361～371, Cのすべてとなる。

Ⅳ群：大木3式から5式に相当する。類ごとに考察する。1額は大木3式に比定できるが396はV群となる

のか。 2顔は竹管文の施文されるものを典めたが、 407～411は大木6式か大木7a式(V群）となり、 409は

五領ケ台式球胴深鉢の可能性が商い。他は大木3式となるか。3額は436を除き3式から4式に比定できる。

そのうち弱い波状沈線のもの（425など）や一本沈線状に一縦書きする431～433は大木3式の施文に似る。4

頚Aは大木3式に見られる特色であるが、×状に沈線が描かれるもの（“2）は6式に属する可能性がある。

Bは鋸歯状の粘土貼付となるもの（454）を除き4式に属するであろう。Cはいわゆる隆帯で便宜的にⅣ群に

入れたが、降椛を施す土器は大木2b～7式まであり、詳細は不明である。4類Dと5類は4～5式に属す

るが、ドーナツ状の突起やボタン状の貼付は5式か。6類はRAO7出土に似ることから当類としたが、 514は

やや古いⅢ群に楓する可能性を持つ。
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V群：口唇部を肥雁するものや縦位の鋸歯状沈線になるものは6式に属するか。また、 7a式と思われる

のは遺櫛外525.535とⅣ群4類Dに入れた隆補を施す土器に一部含むと考えている。

その他：389はⅢ群に入れている。特色はⅣ4 （4）で触れたが、大木2b～4式に帆する。Ⅷ群の559は、

繊維を多く含むことや体部の施文方法は前期初頭から前葉に見える。しかし内湾する洩鉢で、粘土紐貼付を

ふまえれば前期中葉になる。形式で言えば上川名Ⅱ式から大木4式に属することになる。どちらも4式と捉

えればよいのかもしれないが、特に後者には前則初頭という時期観が与えられそうでしょうがない。これら

の例から沢田2通跡は北と南の文化を吸収しながらも独自性に商んだ遺跡という印象を鋤<受ける。

②石器・石製品・土製品

沢田2週跡出土の石器や石製品の特色をまとめる。○石錐は基部の扶りが弱い凹韮や平坐のものが多い。

○石匙では縦形が卓越し、両而剥離しているものが出土する。○石錐と比較して石匙の出二|数が多い。○礫

石器は遺柵内を除けば少なく、石Ⅲなど大型のものはない。○石製品には挟状耳飾りや石剣状の穴のあいた

アクセサリーがある。これらの特色は陸前高田市牧田貝塚、盛岡市上八木田遺跡にも見え、繩文時代前期前

葉から中紫頃の特徴であろうか。軽石製の石製品に付いては類例を探せなかったのだが、当時j＃lに楓すると

商っていいと思う。

終わりに

沢田2遺跡は岩手県であまり鯛査例のない縄文時代早期から前期にかけての巣落跡である。このような貴

正な遡跡を洲在させていただいたにもかかわらず、不充分な調森報告番を発刊せざるを得ないことを非術に

心苦しく思う。しかし世亜な遺跡であり、今後の発掘調査や遺物研究に参考にしていただければ幸いである。

最後に、調査作業風及び室内整理作業員のみなさんに感謝するとともに、多くの便宜を図っていただいた

釜石地方振興局・釜石市教育委員会には、厚く御礼申し上げる。
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